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市民生活におけるデー タコミュニテ ィ

構 築 の 方 策 に 関 す る研 究 報 告 書
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この報告書 は、 日本 自転車振興会 か ら競 輪収入

の一 部であ る機械工業 振興資金 の補 助を受けて昭

和60年 度 に実施 した 「市民生活 におけ るデー タコ

ミュニテ ィ構築 の方策 に関する研 究」 の成 果を と

り'まとめた ものであ り'ます。
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は じ め に

この調査研究報告書は、当協会がシステムズ ・アナ リス ト・ソサエ テ ィに調査委託

した 「市民生活に おけ るデ ータコ ミュニテ ィ構築 の方策 に関す る研究」の成果を取 り

まとめた ものであ る。

従来、 コ ミュニテ ィと言われるものは、地縁、血縁、金縁等 と地 域的、血族 的、経

済的な結 びつ きを基盤 とする もので あった。 しか し、現代では従来 の コ ミュニテ ィが
ひ ロ サ ベ コ へ の へ 　 へ 　ロふ 　 コ　 の 　ジ

変 質 しつつあ ると言われている。都市化の進展は、 田舎 の過疎 と農 漁村 コ ミュニテ ィ

の弱体化 を もた ら し、都市 では通勤距離の遠 隔化に伴いベ ヅドタウン化 に よる地域 コ

ミュニテ ィへ の帰属感 の希薄化を もた らしてい る。核家族化は親子 ばか りでな く親類

との コ ミュニケー シ ョンの疎遠化を もた らし、経済 の安 定成長は企業 にお いて経営 目

標 と従業員 の価値感 の乖離か ら くる企業帰属心 の変質 を もた らしている。

一方
、地域 の祭 りの復活、 ボランテ ィア活動へ の参加 、サラ リーマンの勉強会への

参加等 の新 しい コ ミュニテ ィ作 りの動 きも見 えている。情報化社会 と言われ る現代に

お いて、市民は どの様 な コミュニテ ィを求 め、そ のため の手段 として どの様 な コ ミュ

ニケーシ ョンメデ ィアが必要 とされ るので あろ うか。

以上の よ うな観点か ら、昭和60年 度 よ り同 ソサ エテ ィ内に中井浩氏を委 員長 とす る

「デー タコ ミュニティ研究委 員会」 を設置 し、 この課題に取 り組む こととした。本年

度 は、特 にデー タコ ミュニテ ィとい う言葉の概念を整理す ることと、関連す る社会 の

動 きにつ いて、調査 ・研究を進 めてきた。 ここに、御 協力を頂いた委員及 び関係各位

に厚 く感謝す るとともに、あわせて本研究成果が、何 らかの意味において新たな局面

での情報処理技術 の発 展に役立 ち得れば幸に存 ず る次第である。

昭和61年3月
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序

近年、1960年 代 に盛 んで あった情報化社会論が再 び活発にな って きた。 勿論、前 回

の情報化社会論 と今 回の議論 は、そ の背景 が異な るので内容 も違 う トーンにな ってい

る。端的に言えば、60年 代の アプ ローチは未来学 的であ り、80年 代はパ ソコンや ワー

プ ロの 出現で よ り現実的にな っている点で違いを見せ ている。林絃 一郎は著書 「イ ン

フ ォミュニケーシ ョンの時代」 で60年 代の議論(第 一次)と 今回(第 二次)の 特徴 を

次表の ように対比 させ てい る。

表 情報化社会論の対比

情報化社会論 第1次 第2次(高 度)

年 代 1960年 代 1980年 代

抽象的観念論 具体的実体論

技術的裏 づけ な し 技術的裏づけあ り

問題提起 的 問題解決的

特 徴 産業用(効 率化) 生活用(多 様化)

第3世 代 コ ン ピ ュ ー タ 第5世 代 コ ン ピ ュー タ指 向

ス タ ン ドア ロ ン 主 体 ネ ッ ト ワ ー ク 化

構文論 意味論

資 料:林 紘一 郎 「イン フォ ミュ ニ ケー シ ョンの時代 」(中 公 新書59年)

'

現在 の第二次情報化社会論 においては、第一次のそれ と比較 して よ り高度化 し、 し

か も他方 では生活に よ り密着 し現実 的にな っている。 その意味か らも、80年 代は市民

生活 の立場か ら情報化社会に おけ るコ ミュニテ ィに関す る議論を よ り具体 的に行 うこ

とが ようや く可能 にな った といえ る。

また、現実的には他方 で新 たな コ ミュニテ ィ形成 の動 きがみ られ る。

現代は、個人 が コ ミュニテ ィに参加す る動機、仕方 、 目的意識 も各人それ ぞれ違 っ

てお り一様 にカテ ゴライズで きな くなって きた。

今 までの コ ミュニテ ィは、地域的閉鎖型 コミュニテ ィであ りメンバーの属性 も類似

一1一



性 があ り移動 も少 な くコ ミュニテ ィを維持す ることも比較 的容易 であった。

しか しながら、現在 の コ ミュニティは、単 に地域 的に同 じ場所 に位置 しないだけで

な く、 メンバ ーの 目的意識に よって変化す る コ ミュニ テ ィで あ る。 あ る 目的意識 を

持 った人は、いず れかの コ ミュニテ ィに参加す る。そ の場合、 コミュニデ ィを形成す

る要因は、共通 の 目的意識、価値観 を持 ってい る人 同志が既存の コミュニテ ィに 自主

的に参加す るか、 または必要 な らばその 目的意識 にふ さわ しい新 しい コ ミュニテ ィを

自ずか ら作 るようにな る。 とはいって も既存 の コ ミュニテ ィの中に共通 の 目的意識 、

価値観 を見 い出す のは困難 である場合が多い。今後 は、 コ ミュニテ ィの分散化、小集

団化が ます ます進展す る可能性が ある。

あるひ とつ の問題 を解決す るためには、社会や個 人のいろいろな事象について検討

す る必要が あ り、 ひ とつ の コ ミュニテ ィだけで問題 を解 決す る ことはで ぎない。他 の

コ ミュニテ ィと連携を取 りなが ら活動す るこ とが必要 にな って くるだ ろ う。

従 って、現代の コ ミュニテ ィは、水平的分散的、多 中心 的な コ ミュニテ ィに徐 々に

移行す るもの と思われ る。それは 自給 自足的 な ア ウタル キ ーの閉 じられ た コ ミュニ

デ ィではな く、発展 的、柔軟 な開かれた コミュニテ ィで ある。つ ま り、それぞれの コ

ミュニテ ィが独立性 を保 ちなが ら、 同時に相互補 完的な形態で結ばれ るので ある。 ま

たそれだ けでな く、そ れぞれ の コ ミュニテ ィを構 成 す るメ ンバ ーが、他 の コ ミュニ

テ ィのメンバーにな り、他 の コ ミュニテ ィに移動 す ることもあ りうる。

これか らの コ ミュニテ ィは、過去 のコ ミュニテ ィの よ うに必ず しも地域性をその基

本 的な属性 とはせずに 、 コ ミュニテ ィを構成 す るメンバ ーの共通の価値観や 目的の も

とに結ばれた オープンでフ レキシブルな コ ミュニ テ ィで あろ う。 この様 な コ ミュニ

テ ィを維持 し発展 させ るため にはあ る種 の情報化 システ ムを必要 とす る。その情 報化

システムは、 コン ピュータと通信技術に支 え られ た情報 イ ンフラス トラクチ ャをひ と

つ のツール と して使用す ることにな るのではないか。 コンピュータ と通信技術 で構成

され る新 しい ツールのみが、 コ ミュニテ ィを維持 し発展 させる ものではな く、他 の今

までに確立 されてい るメデ ィア(牙 一ル ドメデ ィア)も 使用す る ことに よ り補完性 の

高い ものにな ると思われ る。

本報 告書は、 こ うした情報 化社会 におけ る コ ミュニテ ィに関す る問題意識 の もとに、

「デ ータコ ミュニテ ィ」につ いて検討 した もので ある。
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「デ ータ コミュニテ ィ」 の定義 については、の ちに ふれ る とす るが 、私達 は この

「データコ ミュニテ ィ」 に よって従来の コミュニテ ィを補完 し、今後形成 され る新 し

い コ ミュニテ ィの中核 にな りうる ものと考えている。

本報告書の構成 は大 き く2つ に分かれ る。

第1部 は 「デー タコ ミュニテ ィの概念」であ り、 ここでは 「デ ータコ ミュニテ ィ」

の必要性 を論 じ、私達 の考 え る 「データコ ミュニテ ィ」 の定義を行 った。

第2部 は 「デー タコ ミュニテ ィをめ ぐる動 き」であ り、 ここでは 「デー タコ ミュニ

ティ」 の概念 を考察す る際 に参考 とした事例を整理 した。 ここで私 達の考 える 「デ ー

タコ ミュニテ ィ」 の先駆的 な試みがすでに行われてい ることを見い出す であろ う。

なお本報告書 は、㈲ 日本情報処理開発 協会の委託研究 として行 った ものである。 こ

れ まで3ヵ 年にわた って実施 して きた 「情報環境の進 展が及ぼす社会構造への影響 と

望 ましい情報 メデ ィアに関す る研究」 の蓄積 をふ まえて、 「データ コ ミュニ テ ィ」 の

フィージ ビ リテ ィ研究 を行 うための初年度 にあた るものである。

私達は、現代社会の現象を直視 し、望 ま しい社会を描 き、 これに至 るル ー トを明 ら

か に した い と考えてい る。個人が生 きてい くのに コ ミュニテ ィは必要不可欠であ る。

情報化、国際化、 さらには 高齢 化 を迎 え る我 が 国社 会 に とって、 「デ ー タ コ ミュニ

テ ィ」 は十分価値 のあ るもの と確信 している。なぜ な らば、必要な事 は個 々人が 自己

認識を深め、他人のではな く、 自分の意見 を持つ事 であ る。そ のた めには、他人 と意

思交換を行い、ひ と りよが りではない、他人への説得性 がある意見 を自分で形成 して

いかなけれ ばな らない。他 人 とは特定の集団ではな く、年齢、社会的地位、国籍等 を

越えた ものであるべ きであ る。我 が国社会の置かれて いる局面を認識 し、以上 の様 な

責務 に耐え得 る 「デー タコ ミュニテ ィ」 の顕在化を確信 し、私達はその成立へ の課題

について今後 とも検討 を重 ねてゆ きたい と考えている。
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第1章 デ ー タ コ ミュニ テ ィの必 要性

現代の コ ミュニテ ィ崩壊 の要 因を探 る 一

人間の主要な生活の場 として、家族、職場、そ して地域の3つ が中心的な役割 を占

め ることは今 も変 らない。 これ ら3つ の生活の場 面で、人間は コミュニテ ィをそれぞ

れ形成 してい る。

家族 は、社会 を構成す る基本的な コ ミュニテ ィであ り、成員に情緒 的安 らぎ(sta-

bilization)を 与え子供 の養育(socialization)を 行 う場で もある。

また職場 は、企業組織を構 成す るコ ミュニテ ィであ り、成員は企業組織の 目標達成

のために職務を分担す ると同時に職場 は生活 のため の第1次 集団で もある。

地域は、地域的な紐帯に よって形成 された コ ミュニテ ィであ り、成員の生活上 の も

ろもろの機 能を充足 させ る。

しか しなが ら、現代は こ うした コ ミュニテ ィに帰属 しな くて も自立する ことが可能

にな り人間が生 活す る うえで不便 さを感 じない時代 にな ってきた。例えば、晩婚化、

シングル(単 身者)の 増加、 離婚率の上昇はまず家族 とい うコ ミュニテ ィ形成その も

のに影響 をお よぼ している。転職者の増 加は生活共 同体 であった職場 の機能を弱めつ

つ あ り、職場 と住居 の分離(埼 玉都民、千葉都民 の発生)や ミーイズムの浸透 は地域

とい うコミュニテ ィそ のもの の存在を根本か ら崩 しつつ ある。

要約すれば、 これ まで人間 の生活に不可欠で あった コ ミュニテ ィが崩壊 しつつ ある

といえ る。

本章 では、 こ うした現代の コミュニテ ィ崩壊の要 因を(1)経済的 ・社会的要因、(2)都

市空間的要 因、(3)精神構造的要因の3つ の側面 か ら探 り、(4)今後の コミュニテ ィの展

望を行 うことにす る。 コミュニテ ィ崩壊の要 因を解 明す ることに よって本報告書の主

題 である 「デー タコ ミュニテ ィ」 が現代においてなぜ必要かがおのず とみ えて くるも

の と思われ、今後 の コ ミュニテ ィの形成 にデー タコ ミュニテ ィが どの ように寄 与 し う

るかが 明らかに なるか らである。

なお本報告書で い うコ ミュニテ ィは、社会学 に お いて コ ミュニ テ ィを理 論化 した

マ ッキ ーヴァーの定義 と若干違 っている。

マ ッキー ヴァーに よれば、 コミュニテ ィは人間の共同生活が営 まれている一定の地
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域 を さし、生活 の諸側面にわた って共通の特徴を有 する、ある程度の包括的、 自足 的

な集 団を さしてい る。 具体的には、農村 の村 落、都市 な どである。

これ に対 して本 報告書 においては、2人 以上の成員か ら構成 され る人間の集 ま り、

即 ち集団を コ ミュニテ ィとして広 くとらえている。 マ ッキーヴァーの定義 よ りはやや

広 く概念規 定 してお りマ ッキーヴ ァーのい うア ソシエ ーシ ョンもコ ミュニテ ィに包含

され てい る。本報告書では地域 コ ミュニテ ィだけを コミュニテ ィとしてとらえず、家

族 、職場 、企業な ども包含 して把握す ることに した。 ⑱

1.1経 済的 ・社会的 要因.

(1)家 族

社会学の知見 に よれば これ まで家族 が もっていた諸機能 を社会化、外部化 させ

て きたのが家族 の近代化 といわれ る歴史 であった。家族 がか っては、生産(農 業

のみな らず 、家業 として商工業 を営む家庭では生産 を行 っていた)す る場 であ り、

また教育、宗教、娯楽な どの場 で もあった。 ところが、産業化 の進展に よって、

生産 は企業 に、教育は学 校、保育園、塾 に、娯楽は テ レビ、娯楽施設な どに代替

され て きた。残 った家族 の機能 は、大人のパー ソナ リテ ィの安定(stabilization)

と子供 の人間形成(socialization)の2つ に純化 して きた。純化 して きただけに凝

集力 は弱 まって きた。

ひるがえ って考 えるに、 日本 におけ る家族 も近代化を まぬがれなか った。 その

背景 には、戦後 の高度経済成長期 において、イエ観念が タブー視 され 、家 父長 的

権威が失墜 したこ とが あげ られ る。 そ して、 出生率 の低下に ともない家族数 が減

少 し、核家族化が進展 してきた ことも指摘で きる。 こ うして進 んできた 日本 の家

族 の近 代化 の結果、家族は今や両性 の合意に も とず く愛情 の絆 の上に成立す る も

のに変 ってきた。 この家族が、かつて の近代化以前の強 い凝集力 をもった家族 と

違 い、脆 いもので あることが現代家族 の問題 と深 く関係 して くる。

つ ま り、現代は絆の弱い家族を さらに弱めてい るのである。

家族 の絆の崩壊について、家庭の成員であ る夫 と妻 の視点か ら明 らかに しよ う。

まず、夫についてみる と、夫が企業に しば りつけ られ帰宅が深夜にお よぶ こと

が あげ られ る。夕 食の場 は、かつて家族の絆を強 める場で あったが、現在では夫
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不在、 父親不在の食卓の場 とな ってい る。すなわち今や食卓は父親が いない母子

だけの食卓にな っている。 また近年増加 しつつある単身赴 任 も残 された家族だけ

で食卓 を囲む ことにな る。食卓 に父親が いない ことがす ぐ家庭 の絆 の崩 壊 とはし、

えない ものの、脆 い絆 にな ってい ることだけはた しかであろ う
。

次に、妻についてみ る と、女性 の フル タイム、パ ー ト、 アルバ イ トな どの種 々

の形態に よ り就労 し、それ な りの所得 を得ているこ とが見落 とせない
。女性 の就

業 は、単 に経済的理由だけでは な く、他人 との人間関係 を広げ る
、 自己実現欲求

の達成な どさまざまな理 由があげ られ ている
。 これ まで、家庭 の奥に ひきこもっ

ていた女性 「奥 さま」 が 、家庭外 に出てい く 「外 さま」 になった
。女性 が家庭外

に、 自己のアイデ ンテ ィを求め、 またそれな りの経済的 自立を も可能 に した こと

は、家族 との結 びつ きを相対 的に弱めて きたことは否めない
。

この よ うに、夫 との側か ら も妻 の側か らも家族 との絆 は弱 ま りつつ ある といえ

る。

'

(2)子 供 の コ ミ ュ ニ テ ィ、 若 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ

子 供 の コ ミ ェ ニ テ ィ は 、 ヨ コ型 の フ ラ ッ トな 組 織 で あ る 。 同 年 齢 か そ れ に 近 い

年 齢 集 団 で あ る。 子 供 の コ ミ ュ ニ テ ィは 、 相 互 の 連 帯 を 強 調 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ で

生 きる知恵、素養 を教育 ・訓練す る場 であ る。例 えば 、子供 組 といわ れ る組織

(道程神 の祭 り・氏神の祭礼 な どへ の参加や部落行事の参加が主 たる機能)や
、

子供会 な どが、明示的にあげ られ る。 もっと卑近な例では子供 の遊び仲間 もこれ

に入 る。

しか しなが ら、子供連 をめ ぐる環境は大 きく変化 している
。塾 とテ レビに よっ

て、子供連を結びつけ る場が少な くな りつつ あ る。 しか も、進 学 熱 の高 ま りに

よって本来な らば ヨコ型 原理の子供の コ ミュニティが、競争原 理に とってかわ り、

タテ型の序 列的 コ ミュニテ ィに変 りつ つあ る。 この結果、子供 が社 会生活を営む

うえでの役割、機能を学 ぶ機会 は減少 してきた。

同様 のことは、成 人前後 の若者の コミュニテ ィに もいえることで ある。かつて、

日本全国でみ られ た若者組 、娘組 は、地域 コ ミュニテ ィ内の若者 が一 緒に寝泊 り

し、共同体 の行事を連帯 して行 うこ とに よ り一種 の成人教育が施 され ていた
。 コ
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ミュニテ ィで生 きる上で の知恵、素養 を養 うことが 目的であった。

子供組、若者組、娘組が一種の通過儀礼(イ ニシエーシ ョン)の 役割 を果 し、

これに よって コ ミュニテ ィの規範 を成員 に内面化す る重要 な契機 とな っていた。

現代では、保育園、幼稚園、小学校な どが子供組 の代替的機能をはた してい る

もの と考え られ るが、若者組 、娘組 につ いては代替的 な社会集団を見 い出せない。

この点 も、現 代の コ ミュニテ ィの崩壊の ひ とつ の現象 であると考え られ る。

(3)職 場

日本 におけ る企業 は、戦後 の高度経済成長を担 った重要な主体 であった。それ

は戦後 、ナシ ョナ リズ ムが否定 され、イ エが タブー視 されたため、己れ を全人格

的に投 入 し、貢献 すべ き対 象は唯一企業や職場で あったためである。職場には、

献身すべ き誘 因(金 銭、地位 な ど)も 動機 もこれ まで用意 されていた。 日本経 済

が猛 ス ピー ドで成長 し、企業が成長す ることは己れのサ ラ リー も役職 もあが り、

生活 も豊かに な り、ひいては 日本全体が豊かにな る、 とい う明解 な論理が貫徹 し

ていた。

しか しなが ら、経済が安定成長期に入 り、生 活水準が ア ップ した現在では、職

場が成員に献身すべ き誘因 と動機を与え ることは少な くな って きた。昇進 すべ き

ポス トは不足 して お り、年功序列や終 身雇用制 に も疑問が発せ られてい る。

加えて、転職の機会 の増加は、企業 に しがみつかな くて も生活 はで きる可能性

を示 してお り、職場 の コ ミュニテ ィの凝集力 が弱 ま りつつある。

か とい って、企業即 ち職場は、労働力の対価 として賃金を得 る場で あることに

はかわ りな く、人間が生存 してい くうえでは何 らかのかたちで企業に参加せざる

をえないの も事実で ある。

ただ、今後 ともます ます個人の欲求が個別化 し、即 自化すれ ば、企業や職場 は

これ までの フ リンジ ・ベ ネフ ィッ ト(例 えば、 もろもろの福利厚生制度、スポー

ツや レジ ャーへの補助、冠婚葬祭への援助な ど)だ けで、従業員 の満足は得 られ

な いで あろ う。

この ように考 えて くる と、職場 の コミュニテ ィは、今後個人の生活 のなかでの

ウエイ トは ます ます下 が って くるものと思われ るので ある。
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(4)地 域

わが国で コ ミュニテ ィ論が盛 んに行 なわれた背景には、都市への人 口集中 とい

う現象が大 きな役 割を果 た している。今や全人 口の過半数を越 える6,500万 人 以

上が都市に居住 しているので ある。それに呼応 して、昭和46年 に 自治省は事務次

官通 達 と して 「コ ミュニテ ィに関す る対策要綱」 を発 した。 これ は都市生活の環

境整備 が立ち遅れ 、住民 の地域的連帯感が衰退 している状況に対す る危機感か ら

生 まれてい る。 た しかに 、わが国の都市への人 口集 中は諸 外国に比べ る と、相対

的に急 であ った といえ よう。 この都市化現象の原 因の一つ は、農村社会特有の息

苦 しさか らの解放 である。農村社会 では和 や協調が尊ばれ 、そ の社会を構 成す る

人 々は同一歩調 を とるこ とに よって相互の生活 を維持 して きた。 しか しなが ら、

戦後 はナ ショナ リズ ムが崩壊 して個 々の欲求 を主張する ことがで きる よ うになっ

た。そ うなる と、農村 社会 とい う生活 の枠組みは邪魔 な存在 と化 し、枠組み のな

い都市へ の逃避が始 まったのである。

したが って、都市化 の原因を考慮す る と、都市におけ る連帯感の欠如 は当然の

所産 といわなければな らない。和や協調 を旨とす る農村社会か らの解放、即 ち私

的な 自由㈱を求めて都 市生活者 とな った人 々は、当然都市におけ る居住 のルール

を知 るすべがない。都 市が都市 として成熟す る間 もな く、急激に新都市生活者が

続 々と増 加 したためであ る。 そのた めに、昭和40年 代に全国で頻発 した住民運 動

は、新 しい都市 住民が従 前の農村社会の規範 と共通す る和 と協 調 とい うル ールを、

感情 的に拒絶 した、市民 を主体 とした下か らの地域 コミュニテ ィづ く りといえ よ

う。

これ に似 た現象 は都市生活のあ らゆ るところに見 ることが で きる。大勢が 日曜

に休み を とるのに 自分は仕事の都合 で他 の曜 日にせ ざるを得な い場合に出 る不満

もその現れ の一つであ る。農村社会 では他人に依存する よ りは、 自分で処 理す る

のが通常 の生活形態であ る。 ところが、都市ではそれ まで 自分で処理 して きた家

事の一部 まで他人に任 せ る生 活になる。つ ま り自分で処理 して きた家事や 身の回

りの雑 事を処理す る時 間を、私的 自由に費やす時間に振 り向け ることがで きる生

活 形態 で ある。 ここか ら分か る ことは、都市住 民はそ の居住場所 につ いてはほ と
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ん ど自由であ り、制約がない。私的 自由、職業 、適 当な生活上 の刺激、便利 さが

享受で きれば、居住場所 は どこで もか まわ ないので ある。

つ ま り、 コ ミュニテ ィを地域共同体 とか近隣社会 とい う地域の側面か らみ る と
、

都市 においては コ ミュニティの形成 はほ とん ど困難 となってきた。 これを コ ミュ

ニケー シ ョン とい う観点 か らみて も隣近所 との コ ミュニケーシ ョンを保 たな くと

も、 日常生活には困 らない し、都市居住 の 目的であ った私的 自由は得 る ことがで

きる。大森彌は共 著書 「コ ミュニテ ィの社会設計」㈱ の中で、 コ ミュニテ ィの形

成に必要な原則を二つ上 げている。それ は 自発性 と 自前主義 で あ る。 コ ミュニ

テ ィとい う概念 の他 に、 この原則に該 当す る集団 と して は、 任意 団体(ア ソシ

エ ーシ ョン)が あ る。 このア ソシエーシ ョンが前述 した書の 「自発性」に近 い概

念 で あろ う。 た しか に、近隣に居住 してい る と顔 を突 き合わ せ る コ ミュニ ケ ー

シ ョン(face-to-face型)が 容易 にな る。 しか し、 アソシエーシ ョン指 向が進む

な らば、近隣だけで アソシエー シ ョンの メンバ ーを見付 けることは、む しろ困難

であろ う。 さらに情報通信 メデ ィアの登 場 で、face-to-face型 以外 の コ ミュニ

ケーシ ョンに よるアソシエーシ ョンが出現 して も不思議ではない。す なわ ち、ア

ソシエ ーシ ョン ・オ リエ ンデ ィッ ドな コ ミュニテ ィが生れて くる可能性が ある と

いえ る。

70年 か ら80年 代前半にかけて、都市を中心 と して 自治体 と住民運 動 との協同体

制 に よる 「インフ ォーマル活 動」 が注 目された。 これ は、福祉の ボランテ ィア活

動 、市民外交、民間援助活動 な どの非政 府、非市場部 門での生活サー ヴィスの供

給 を 目的 と した コ ミュニテ ィである。 これ らは まだ新 しい情 報 通信 メデ ィアを

使 ってはいない ものの、 自発性 に もとつ くアソシエーシ ョン ・オ リエ ンテ ィ ッ ド

な コ ミュニテ ィの一例 であろ う。

⑰ 奥田道大、大森彌、越智昇、金子勇、梶田孝道、「コミュニティの社会設計」、(有斐閣選書、

昭和57年)に よる。

1.2人 間性 を欠如 した都市空間

一 ものづ く りには なってい るが
、心づ く りにな っていない都市 一

(1)機 能 的ではあるが人間的でない都市空間
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人間の欲望は、本来 自分に無い ものを他か ら得 ようとす ることか ら始ま る。 田

舎に住んでいる人 は都市 の高度 に発達 した社会機能にあ こがれ る。逆 に都 会に住

む人は田舎ののんび りとした生活に あこがれる。 しか しこれ らのあ こがれ が実現

した として も、一般 には元の生活空間に戻 って しま うことが多 い。 ではなぜ人 間

が望む空 間が形成 され ないのか。人間的な魅力 あふれ る都市空 間にす ることはな

ぜ で きないのか。現在 の都市空間は決 して住み よい空間 とは云 えない。大都市近

郊 に居住す る人 々が、大都市空間に も住居空間に もあま りに も索漠た る ものを感

じている。 これは、職場 と住居の空間分離によ り、双方の空間 に親 しみを感 じら

れ ないか らであ る。 つ ま りこのことは、都市空間 自体が人間 ら しさを もっていな

い、 と云え る。 と同時に、現代都市 は コ ミュニデ ィの場 としての機能を保証 しな

い ものにな ってい るとも云え るのである。 またその ような都市 に住ま ざるをえな

い都市 生活者 、職場 と住居 の空間の分離 によ り必要以上の通勤 時間を余儀無 くさ

れている生活者 は、 同様 に機能的社会 の犠牲 になっている と表 現 して も過言 では

ないであろ う。

ではなぜ この ような状況 に陥って しまったのか。その理 由 として都市計画や地

域 開発計画な どに も問題 がある と云 えるであろ う。人間との調和 を基本 とした都

市計画 を推進 してい る ヨー ロッパの国 々においては、都市 の機能面だけ を突出 さ

せたものは少ない。現状 の都市の遺産 を どの ように受け継 いで、都市の機能を充

実 させ るのかに重点がおかれてい る。頑 固な までに歴 史的 遺産 に執着 す る ヨー

ロッパの国 々の人達 の考 え方 と、消費社会 の中で新 しい ものに執着す る 日本人の

国民性 は、都市造 りの中に も反映 してい ると云える。

私達 が都市機能 に求 めた ものは、本来人間一人ひと りが個有 の要求 として求 め

た ものであ ったに もかか わ らず、一人 ひ とりの要求 よ りも社会組織や構 造面か ら

の要求 に よって都市計画 が作 られ てきた と云える。

(2)機 能的都市空間での人間疎外

高度に機能化 した都市の一例として、筑波研究学園都市がある。この学園都市

に居住する人達に異常が現われてきたのは、昭和58年9月 である。工業技術院計

量研究所の主任研究官(当 時43才)が 研究所内で体に電線を巻 きつけて感電 自殺
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して以来、2年 半の間に十件の自殺者を出している。 これは同研究学園都市の人

口に対する自殺者の割合からしても異常な程の高い値を示 している。研究という

側面から見るならば、最高の設備 と施設を所有するものではあっても、はたして

人間的に住み良い居住空間であったのか という疑問をいだかずにはいられない。

当初、筑波研究学園都市は研究空間と居住生活空間を有機的に結合した都市と

して形成されたものである。 これは先の職場と住居の空間の分離による弊害をな

ぐすための方策 としても考慮されたはずであった。 しかし、その進展の方向の上

で、人間的な調和の部分を欠落 したものになってしまったと云わざるをえない。

理想的な都市空間というのは、本来人間的に理想であるべきもので、ただ単に

都市機能 ・組織だけが優先 したものであってはならないはずである。

、

b

(3)職 場 と住居 の空間 との分離

職場 と住居 の空 間の分離が明確 になってきた のは、戦後の ことであ る。交通網

の発達 は距離 的、時 間的制約 を と りはらって きた。社 会的に も、職場 と住居の空

間の分離は容認 され る ことにな り、個 々人においては一 部の事実 を基 に、 あた り

前 のこととして押 しつけ られて きたので ある。

この事に拍 車をかけたのは、会社の都 合に よる配置転換 お よび転勤であ る。職

場 と住居 の空 間の分離は、職場に働 く個 人の都合 よ り、会社 の都合が優 先する と

い う機能 的社会 の一 面を見せてい る。

この ような分離 に よって失われ るものは、

① 地域社会に停留す る時 間の減少

② 家庭に居 る時間 の減少

③ 本来、地域社会や家庭 に関わ るべ き時間の減少 に よるコ ミュニケーシ ョンの

欠如

な どである。社 会的機能の高度化が コ ミュニテ ィ形成 を阻害す る方 向に進展 し

て きた と云わ ざ るを得ない。 しか しなが ら現代社会 に生 きる人達 が コ ミュニテ ィ

を形成 する力 を失 った とは考え られない。個人 の生活 は、家族、地域社会、 自治

体 お よび国 とい った よ うに同心円的に拡大 した社会 の中で こそ保障 されて くる。

その中で も住居空 間であ る地域 コ ミュニテ ィは、知 っている他人 の集 ま りであ り、
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可

存在(同 一空間 に)す る意識で もあ る。その中で自己を発見 し、 コ ミュニテ ィと

しての喜 びを知 ることは共同生活者 と しては必要な ことであろ う。

人間性 を欠如 した都 市空間は、今後の都市計画で少 しつつでは あっても減少す

る もの と思われ る。都市 におけ る日常生活 が機能的になった反 面何かを失 ってい

るこ とに気付 きだ した のではないか。新 しいものにだけ とらわれ るのでな く、歴

史的な遺産に 目を向け て、都市造 りのあ り方を考え直す時期 に きてい るといえ る。

アン トニオ ・ガ ウディの建築 に見 られ るよ うな空間の考え方 も、都市計画 の中で

じっ くり検討す る必要が ある といえ る。それがひいてはまた コ ミュニテ ィづ く り

に も資す るもの と思われ るのであ る。

1.3精 神構造的要因

これ まで述べ きた ことは、人 間が従来 まで帰属 し生涯の大半 をす ご して きた家族、

職場、地 域 との絆 が弛んで きた ことで あった。 これは、即 ち個人が原子化(ア トム

化)し 、 コ ミュニテ ィを離れて ひと りで生 きてい くことの可能性が高 まってきた こ

とを示唆 していた。

それでは、 こ うしたいわゆ る個 人主義的な社会 的行動はいかな る契機 に よって、

どの ような精神構造に よって生みだ され たのか。

本節では、現代の コ ミュニテ ィの崩壊 の要 因を精神構造的側面 に探 り、 日本の戦

後 の高度経 済成長 に よって 日本人 の内面に見 えざる静かな変化が生 じてきた ことを

明 らかに してい きたい。結論 を先取 りして いえば、 日本人の行動様式をか な りの程

度 まで支 配 していた 「間 人主 義」 的 行動 様式 が変 化 し、 「個 人主 義 」 「自閉 主義 」

「ミーイズム」 な どの行動 様式に多元化 して きたので ある。

本節で は、 このことをまず 「間人主義」 につ いて概観 し、そののちに 「間人主義

の変容」について論 じることに よ り、明 らかに してい きたい。

なお 「間人主義」 は、浜 口恵俊(阪 大)に よって名付け られた もので、相互 の間

柄(対 人的脈絡)を 分有 し、間柄 自体 の維持 ・充実を図 り、その関係性 にある意味

で神性 を与 える ような価値 意識を さす。 これは、西洋型近代化の思想的基盤で あっ

た 「個人主義」に対す る、 人間観 のパ ラダイ ムの変革を示 してお り、 日本人の行動

様式 を説明す る際に しば しば援用 され る ものである。 自律性の強 い、 自我へ の信頼
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の強い 「個人」 にかわ って、間柄 を重 ん じる 「間人」が 日本の社 会集 団、組織 の結

合原理 の基本を形成 してお り、 この 「間人主義」 に よって 日本の近代化 もスムース

にな しえた とい う議 論 もある。

(1)間 人 主義

間人 主義 の成立 を、鎌倉期 の東国武士の開発領主(注1)に 求める ことがで き

るか どうかは、 ここでは別 の論稿 にゆず ると して、間人主義の特徴 をまとめ ると

次 の ようになる。(注2)

① 相 互依存 主義 …… 社会生活 では親 身にな った相互扶助が不可欠 であ り、依

存 し合 うのが人間本来の姿だ とす る理念。

② 相 互信頼 主義 …… 自己の行動 に対 して相手 もまたその意図を察 して うま く

応 えて くれ るはずだ とす る互 いの思惑。

③ 対 人関係 の本質視 …… いったん成 り立 った 「間柄」は、それ 自体値打 ちあ

る もの として尊 重 され 、無条件 でそれ の持続 が望 まれ る。つ ま り間人主義は、

個 二全体 とい うホロニ ックな人 間存在 を想定 して いるといえ る。

こうした間人主義は、 日本人 のもつ行動様式 の根幹をな し、従来か らいわれて

きた社会学 におけ る親分=子 分 の関係、集団主義、 イエ社会、 タテ社会な ども間

人主義 に よっておお よそ説 明 しうるので ある。

例 えば 日本 におけ る企業 において、成員 の個人 目標即 ち企業の組織 目標 とい う

予定調 和的な 「ユ ー トピア」や集 団主義 が唱 えられ、成員 もそれを内面化 し、仕

事 にはげみ、 これが戦後 の高度経済成長 の結果 にむす びついたの も、間人主義に

よって個 人 と組織 との間柄 を重 ん じた結果 であろ うg

また、家族 において、戦後 の高度経済成長 に よって都市化が進展 し、核家族化

して、家族 が不安定化す る条件 が増 えて きたに もかかわ らず、 ニ ューファ ミリー

と呼ばれ る家 族形態がみ られ、三世代 同居 のイエが注 目され るな ど新たな家族 に

おけ る間柄の模索 がみ られ るの も、根強 い間人 主義のためであろ う。

また、先に もふれた アソシエ ーシ ョン ・オ リ、エ ンテ ィ ッドな コ ミュニテ ィがイ

ンフ ォーマル活動 を行 ってい るの も、例 えば国内のみな らず海外 の社会的弱者 と

の間柄を重視 したためで あろ う。
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この よ うにみて くると、現代 の コ ミュニティが経 済的 ・社会的要因に よって影

響 を うけ崩壊 の危機 を まねいているとは いって も、 日本人 の持 ってい る固有の間

柄 を重 ん じる行動様 式は逆 に崩壊を阻止 し、新 たに コミュニテ ィを再構 築す るの

ではないか、 とい う予測 も成 り立つ。た しか に、 間人主義 は 日本 人 の血や 肉 と

なった古 い行動様式(注3)で あ るか らす ぐにそれ が変容す るとは考 え られない

ものの、次にみ る ように少 しずつではあ るが消費生活 の面や新 しい世代 を中心 に

変 りつつ ある。

■

(注1)間 人主義の成立 を鎌倉期 の東国武士に求めるのは、「文明と しての イエ社会」(村上、公

文、佐藤共著 中央 公論54年)で ある。11世 紀後半 か ら、12世 紀にかけて東 国に成立 し

た開発領主 とそ の一族郎党所従か らなる集団のなか に起源が見出 され、 この 集団 は血縁

を こえて結ぼれ てお り、養子嫡 子もあ りうる直系 の永遠 の存続 と集団 内では機 能的 階層

性に特徴が あった、 とされている。

また、視点は違 うが、間人主義 のひ とつの発現形態である 日本的経 営 の歴史 的源流 を

家業 として営まれていた近世 の商家経営に求め るのは間宏(「 日本的経営の系譜」 日本能

率協 会38年)で あ る。商家では、のれん分けを媒介 としなが ら分家は別家が一応独立の

経営 を営みつつ も、のれんを守 り助け合 う商家同族 団を構成 していた、 としてい る。

(注2)浜 口恵俊 ・公文 俊平編 「日本的集団主義」(有 斐 閣57年)22頁 を参照 した。

(注3)間 人主義 を公的に も制度化 したのは、徳川期の儒教(朱 子学)で あ った。儒教 は徳川封

建社会 の秩序原理 を支えるために、官学 として採用 された。儒教 は、中央 集権 的な政治体

制、忠孝一致 の倫理体系、平和主義、農本主義 な どを特徴 として もつ が、日本 においては

忠孝の原理 が若干違 っていた。儒教 は本来 イエを原点 として孝を中心 に秩 序を考 える も

のであ った が、 日本 では孝 よ りも忠 に重 きがおかれ、これが拡大 イエ とい うべ き朝廷(天

皇)、 幕府、藩 などの支配原 理 と結 びつ き、そ もそ もの原点であるイエにおけ る孝は下位

に位 置づけ られた。 こ うした拡大 イエ重視、集団重視 の儒教はその後 もな くな らず に 日

本 に生 き残 って きた。ひ とつの 目標を達成す るために、上下 の秩序 を保ち、 イエ(家 族)

的な団結を図 ることをあ らゆる集団内において も容易に したのは儒教 がひ とつ の要因 で

あろ う。

つ ま り、 日本においては儒教が純粋理論 として受容 されず、 ある種 のゆ らぎを もった

まま受 け入れ られて きたのである。

これ に対 して、韓 国では、純粋 なか たちで儒教が受け入れ られたために、国家 と家族 が

分離 してそ の中間 レベルに社会集団がないこ とか ら、 集団主義的儒 教文 化 は育たず に、

家族内 の秩序 を重 ん じる家族主義的儒教文化が育 った といわれ る。(金 日坤 「儒教文化圏

の秩序 と経済」名古屋大学出版会59年)
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(2)間 人主義の変容

日本人の行動様式を規定 していた間人主義は、日本社会の基層文化 として長 く

個人に内面化 し、制度化 してきた。

しかしながら、 日本が高度成長を経て豊かな生活水準を享受 しうるようにな り、

情報化社会が到来 し、価値観が多様化 してきた現代社会においては、伝統的な文

化 ・規範が不安定化してきた。間人主義もその例をまぬがれない。

① 豊かな消費生活の到来 一 欲求 の個別化

戦後の荒廃 のなかか ら、40年 をかけて達成 した果実 は、耐久財 をは じめ と し

た消費財があふれ る豊かな消費生活が到来 した ことであった。 これ まで3種 の

神器 、3Cに 代表 され る消費財は、憧憬の対象 であ り、豊か さの象徴で あった

が、それ らも手に入 った現在では モノ よりサー ビス、 モノ よ りコ トへ の消費欲

求へ と変化 して きた。 これは、 ある意味ではマズ ローのい う五段階欲望説での

欲求の高度化 を さしてい る。欲求が高度化すれ ば、そ の欲求は個別化せ ざるを

えない。 自己実現欲求 は、個 人に よって違 い、 ひ としなみに取 り扱 うことはで

きないか らで ある。た だ しこれを もって 「個人主義」 の芽ばえ とす るには飛躍

であろ う。ただ消費生活 において欲求が個別化 し、 「顔のみ え る消費 者(生 活

者)」 を とらえなけれ ばマー ケテ ィングが成立 しえな くな って きた ことは確 か

である。(注1)

この点か らも従来の 間人主義 とは異質 のどち らか といえば個 人重視の価値意

識 の芽ばえを見出す こ とが で きる。 間柄 を重視 し、個 人の帰属 す る場の維持 ・

発展 に重 きを置 いて きた 日本人 が、 自らの高度な欲求 充足 のために消費行動 を

行 うようにな って きた。 これ が社会 的行動全般に までお よぶ よ うにな った とき

始 めて、個 人主義的価 値意識 が成立す るもの と思われ るものの、や は り間人主

義のひとつの変 容であ る ことは間違 いない。

b

② 意識的 「階層社会」 の到来 一 差異の重視

経済が安定成長にな り、所得が伸び悩み、可処分所得の上昇が頭打ちになっ
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4

たことか ら、他方で意識面におけ る階層分化の きざ しがみ られ る
。

社 会的階層 は、社会 ない し集 団を勢力、財 力、社会的評価、心理的充足 の大

小に よって上下 ・優劣 の関係に位置ずけた ものである。

日本人は長 ら く自らを中流だ と意識 し、大半がそ う思 い、意識的 な階層分化

はみ られなか った。

しか しなが ら、経済 的パイが大 きく変化 しないなかで所得 のア ッフ.は望め な

くなってきた。限 りあるパイをめ ぐっての対立に より、今では意識的 な対立が

しば しばみ られ る ようにな った。例えば、都市生活者の農村生活者へ の税 金面
、

土地保有の面での 「うらみ」、 またそ の裏返 しとしての田舎 者 に対す る蔑 視 な

どである。(注2)

経済的上昇が望めな くな った人 々は、固定化 しつつあ る階層 を見 出 し、他の

階層 との差 異を重視す る ことによ りアイデ ンティティを確認 しつつ あるとい っ

てよい。 その差 異は、持 ってい る商 品のブラン ド、居住地、学歴、血縁、 出身

な どの指標 で もって確 め られ る。

しか しなが ら、今な お現代 日本においては外面的な階層分 化は見 出 しがた く、

衣や食生活、仕事、余暇生活 などをみても一部住宅地 を除 けば明らかな階層 の

差異はみ られ ないので ある。それゆえ、階層 分化の指標 でもって差異化 すれ ば

す るほ ど項未主 義に陥 り、最後は極 めて戯画的に差異を重視す るよ うになるの

である。

こうした戯 画的な差異 の重視は、ある意味では個=全 体 であ ったホ ロニ ック

な人間関係のあ りかた に意識的に影響 をおよぼ し、相互依存、相互信頼 を基本

とする間人主義 に も少 なか らず変容 を迫 っている と思われ る。

③ ミーイズ ムの浸透

米国では伝統 的な個 人主義の退廃現象 として ミーイズ ムが指摘 されている。

労働意欲 の低下、家庭 の崩壊、青年 の社会的無関心、性的な放 縦や麻薬 中毒の

増加 をさ してい る。 これ らは、伝統的な個人主義に よって内面 化 ・制度化 され

ていた文化 ・規範(基 本的 には ウ ェーバーのい うプ ロテスタ ンテ ィズムの禁欲

的、勤勉 な精神)が 不安 定化 して きた ことを意味す る。
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ひ るがえ って 日本 の場 合は、若 い世代を中心に社会的規範の と り込 みを拒否

す るモ ラ トリアム世代 の出現、大学紛争ののちに しらけた若者の 自閉的、無気

力、無関心 のステ ユーデ ン ト・アパ シー現象な どか ら、米国同様 の ミーイズ ム

の浸透をみ るこ とがで きる。

彼 らは、豊かな時代に生れ育 った時代の申 し子達 であ り、父親不在 のなかで

母子一体のなかで育 って きた。かつて家父長的権威 を もち、社会的規範を背に

して家庭 内で教 育を行 った強い父親 はいな くな り、弱 い父親 にかわ って強い母

親の もとに育て られた。そ こには よくいわれ る よ うに 第二 反抗 期 を経験 しな

か った子供連 が、ひ よわで 自主性のないまま大人 にな り、欲求不満に対 して耐

性のないまま現 実の壁 にぶつか って幻想 の世界に逃げ込む ようにな る。(注3)

彼 らの こ うした 自己中心的行動が、ひいては他人 との コ ミュニケーシ ョンを

円滑に行 うことを不得 手に してお り、また同輩者、年輩者 との ホンネの コ ミュ

ニケーシ ョンの成立 を さまたげている。

彼 ら若 い世代 は将来 の 日本の中核 となる主体で もある。彼 らが社会 におい て

重要 な位置 を占めた とき、恐 ら く基層文化 と しての間人主義は大 き く変容す る

とい う予測が容 易に成 り立 つのである。

以上 のこ とを ま とめれ ば、ひ と りひ とりの個 人に とってみれば豊か な消費生

活 の到来に よって欲求 が個別化 し、 しか も集団的には差 異を重 視す る意識的な

「階層社会」が到来 しつつ あ り、若 い世代を中心 に ミーイズ ムが浸透 していた。

これ ら3つ の要 因は今後基層文化 としての間人主 義を将 来にわた って大 き く変

容 させて い くもの と思 われ る。

4

治

(注1)山 崎正和は、「柔 らかい個人主義の誕生」(中央 公論59年)に おいて、今後成熟の時代

の個人主義が登場 し、 よ り柔軟 な美的趣味 と、開かれた 自己表現の個人主 義 が生れ る と

してい る。私達は、 こ こに、貴族的で、所得 に も時間に も恵 まれたゆ と りの あ る豊か な

人 々のなかに洗練 された美 意識に もとず く柔 らかな個 人主義が誕 生す るのを見 い出す の

であ る。 しか しなが ら、山崎のい う個人主義が 日本 人すべてにわた って浸透す るか は疑

問であ り、低成長下 の 日本 においては限 られた人々 しか個人主義の担 い手 とな らな い と

み るのは容易で あろ う。

(注2)「 金塊巻」(渡 辺和博 主婦 と生活社59年)は 、⑥ と②の流行語を生み だ した書であ

,
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白

A

る。そ の書の底流には、日本 の基層文化 のひとつであ った勤勉 さ、禁欲的勤労観 に対す る

パ ロデ ィ化があ り、額に汗 して働 くことのバカら しさ、す ぐカネになる資源(親 ゆず りの

家業、家、土地 、コネ クションな ど)を 使 っての地位の獲得を賢明 とす る倫理感な どが流

れてい る。

ここに、従来 の伝統 的な文化 ・規範 を戯画 し、笑 いの対象 とする姿勢 がみ られ る
。

(注3)不 安な時代、不確実性 の時代を反映 して近年は新興宗教が ブー ムとなっている といわれ

る。かつ ての 「イエスの方舟」をは じめ として、近年 は米国からの心理学 の手法 を とり入

れ たライフ ・ダイナ ミクス、ビーユ ーまで多種多様 である。しか も近年 の特徴は、ミーイ

ズ ムに陥 った若者達が、 こうした信者 にな ることが多い点である。父親 不在 で 育 った彼

らが座標 軸を求めて、強い父親 を探 しているとい うことは容易であろ う。(「現代 の小 さ

な神々」朝 日新聞59年 参照)

これ はまた ある面で は既存の宗教が形がい化 し、 これ までの文化 ・規範 が ゆ らいで い

ることも示唆 して いる。現代は、神な き社会であ り、 しか も価値観が多様化 して、座標軸

が揺れ動いてい る時代で もある。 この間隙 をぬって、もろもろの新興宗教が、若者に 「生

におけ る窮極 的意 味」のみならず、他人 との連帯感 の演義、身辺の相談事の解 決まで広 く

救済財を供給 している。家庭や地域 コミェニティでかつ ては解決 された り教 え られて き

た ことが、宗教 の場 で教 えられ てい る。

1.4今 後 のコ ミュニテ ィの展望

しか しなが ら、 コミュニティがすべて崩 壊する とは考えられな い。人間は コ ミュ

ニテ ィな しでは生 きられ ないのである
。恐 らく、新 しい コ ミュニティが形 成 され、

既存 のコ ミュニテ ィも生 き残 ってい くもの と思わ れ る。 こ こで、 今後 の コ ミュニ

テ ィにつ いて展望 してお こう。

従来 までは、他人 との協調 を基本 と して間人主義に よ り生活 して きた個人 に とっ

てそ の志 向には明 らかな変 化が見 られ るよ うになった。

豊かにな ったわが国では、従来 の ようにモノへの欲 求に代わ って心を豊かにす る

刺激に対す る欲求が高 まっている。それ は労働時間の短縮、家電 製品 とい うモ ノの

普及に よる主婦 の家事負担軽減 とい う余暇時間の増加 とも密接 な関係が ある。 サ ラ

リーマ ンの中 には会社だけ の生活か ら脱 して、 自分 とは別 の生 活 を過 ご して い る

人 々か らの刺激を受 けたい と考えてい る人がふ えてい る。会社を越 えた勉強会が盛

んに行なわれ ているの も、 その ような背景 があるか らであろ う。

この よ うに、人間 の コ ミュニケーシ ョンに対す る欲求 に変化がお きているのであ
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る。 つ ま り、公文俊 平の説⑰ である文化的同質性を もった人 々と接触 し、効果的な

コ ミュニケーシ ョンを持 ちたい とす る欲求を人 々が持 ち始めてい るのである。

ところが、現在 はその ような人 々の欲求を満たす環境は整 っていない。勿論、そ

の ような欲求 の中には、地域性 のある コミュニテ ィ形成を望む声 も含 まれ よう。

今後 の コ ミュニテ ィの将来は1大 き く二 つの方向に分かれてい こう。一つは、 コ

ミュニケーシ ョンの量的多様性を求め る方 向であ り、 も う一つは コ ミュニケーシ ゴ

ンの質 を求 める方 向で あろ う。パ ソコン、 ビデオテ ックス とい う双方 向情報通信 メ

デ ィアの普及に よって、従来考え られなか った多様 な コ ミュニテ ィが誕生 して くる

もの と思わ れ る。一 方 、後 者 は心 の豊 か さを よ り深 く追 求す る とい う意味 で 、

face-t6-face型 の コ ミュニケ ーシ ョンの深化 を求 める方 向である。前者は、堺 屋太

一の い う機械読取 り可能な情報を交 換する場 を指 し
、後 者は雰 囲気 としての情報 を

交換す る場で あるとい って もよい。 この ように二極分化 す ることが予想 され るが、

当然 この中間的な コ ミュニティも開発 され る。特 に 前 者 の場合 の多様 な コ ミュニ

ティは、従来の コ ミュニテ ィとは違 い、地域 には こだわ らず に、共通の 目的意識、

価値 観を共有す る非 地域型の コ ミュニテ ィが成立す る ことが予想 され る。

その特 徴 としては、次の3点 があげ られ る。

① 〔空間的に広 く分布〕

従 来の よ うな コ ミュニテ ィの場合 と違 って、場所 に制約 されないため、 コ ミュ

ニテ ィを形成 する相 手が空間的に広 く分布す る。

② 〔コ ミュニテ ィ参 加の機 会〕

ある 目的意識 を持 った人が 自分 と同様 な 目的 意識 を持 って い る人 と コ ミュニ

テ ィに参加す る。

③ 〔コ ミュニテ ィの維持 、発展〕

従来 の コ ミュニテ ィの場合 には、 コミュニテ ィを構成す るメンバーが同一空間

に定住 してい るの で、メ ンバーの 出入、資質、考 え方が ある程度一様性を もって

いた。 またそ の コ ミュニテ ィの リーダーは 、 なか ば世 襲 的に 引継 がれ るの で、

リーダーの役割は、比較 的明確にな って いた。今後 コ ミュニテ ィの維持は、 リー

ダー とい うよりは世話役 とい う軽 い役割 の人間に よって行われ る。
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現代 の社会 は、価値 観の多様性が進んでいる といわれ てお り、 ひとつ に集 中化 さ

れ た コ ミュニテ ィでは、各人 の問題意識 目的 を満足 させ ることは不可能 にな りつ

つ ある。従 って、ある程度共通 の 目的意識 を持 てる範 囲で分散化 した コ ミュニテ ィ

を形成せ ざるを えな い。 しか し、分散化 コ ミュニティの中だけで問題 を解決す るこ

とが不可能な場合には、その 目的のため にそれぞれ分 散化 した コ ミュニテ ィを有機

的に統 合 した新 しい コ ミェニテ ィ(統 合化 コ ミュニテ ィ)で 問題を解決す る場合 も

生 じるであろ う。即 ち、 コ ミュニテ ィのネ ッ トワーク化 である。将来はあ る種 の 目

的のために コ ミュニテ ィを有機的 に相互に結 びつ けるために ネ ッ トワー ク化 が生 じ

るであろ う。そ のネ ッ トワー クも永久不滅 の固定的な ネ ッ トワークでな く、既存の

ネ ッ トワークまたは コンピュータと通信技術で構成 された新 しいネ ットワークであ

ることも特徴 で ある。

いずれの場 合で も、 コ ミュニケーシ ョンの新 しい形態 を も とに して、 多様 な コ

ミュニテ ィが誕生 して くるもの と思われ る。 しか も従来 のコ ミュニティも完全 には

崩壊 せず に存在 してい るであろ う。

将来 は、つ ま り、多様 な コ ミュニティを個 人が 目的 に よって使い分け る(渡 り歩

く)時 代 でもある といえる。

㈱ 公文俊平 「社会システム論」(日本経済新聞社53年)
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第2章 コ ミュニ テ ィ形 成 の 条件 とデ ー タ コ ミュニテ ィ

2.1コ ミュニテ ィ形成の条件

(1)コ ミュニケーシ ョンの成立 の条件

私達 は、 日常生活において、個人 と個人の コ ミュニケーシ ョンを基本に して い

る。 コ ミュニ ケー シ ョンは人間活動のあ らゆる面 において不可欠 な行為で ある。

自らの意思や考 えを、相 手に伝えなが ら、社会生活 を営んでい くことが、個人の

生活基盤を ささえている。

コミュニケーシ ョンが どの様 に して成立 して い くか。 個 人 と個 人 の コ ミュニ

ケーシ ョンの成立 の条件 は何 か。伝達す る主体 と、その人の意思を受け取 る受 け

手 との間に どの様 な伝達過程 があ るのか。

ここでは、個人対個人 の コ ミュニケーシ ョンの原型 を検討 し、 コ ミュニケ ー

シ ョン成立 の条件 と、 コ ミュニケーシ ョン存続 の条 件を見 てい くこととす る。 コ

ミュニケーシ ョン成立の条件 として、⑦ コミュニケーター(コ ミュニケーシ ョン

の送 り手 と受け手)の 欲 求、◎ コ ミュニケ ータ ー(前 回)の 資 質 、◎ コ ミュニ

ケーシ ョンの契機 、㊥受 け手で ある他者の存在 を取 りあげ ること とす る。

`

① コ ミュニケー シ ョンの原型

コ ミュニケー シ ョンは、情 報の送 り手、情報媒体、受け手に よ り構成 されて

い る。

図1.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 原 型

送 り 手

(Comm・ ・`・at・r)T→

情報 媒体 __受 け 手

(Media)(Communicatee)

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 内 容
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図1.1は 、だれが、 どのよ うな内容 を どのよ うな媒体 を通 し、だれ に伝 え

たかを示 してい る。

個人対個 人の コ ミュニケーシ ョンには、両者を と りま く社会関係が微妙に影

響 し、その社会 関係 には複雑 な文化的、社会的背景 がある。

さらに、 自分 の意思 を他人に伝 えるのに さまざまな手段を使 う。その際、感

情や情緒が大 きなウ ェー トを もっている。言語は コ ミュニケーシ ョンの メデ ィ

アとして不可欠 の要素 である。行動 ・動作 ・身振 り・表 情は話 し言葉 と結合 す

ることに よって、われわれ の意思を よ り明確 に伝達す る。受け手の側 で も、 う

なづ き動作を行 う。話 し手 は聞 き手の反応 を見なが らコ ミュニケー シ ョンの量

と質 を判断 してい る。つ ま り言葉 として完結 しない言葉や表情 が、双方 に効果

的な コミュニケー シ ョンを存続 させているといえ る。

② コ ミュニ ケーシ ョン成 立の条件

i)コ ミュニケーターの欲 求

基本的 には、人間 は、他 の人 とコミュニ ケー トを したい とい う欲 求があ る。

この コ ミュニケーシ ョン欲求が コ ミュニケーシ ョン成立 の第一 ステ ップと言

える。 自らの カラに閉 じ込 もって しまっては、 コ ミュニケー シ ョンがスター

トしない。 コ ミュニケー トを したい とい う欲求を潜在的か顕在的か で も持 っ

て いなければ、 コ ミュニケーシ ョンは成立 しない。

ii)コ ミュニケー ターの資質

コ ミュニケーシ ョンを したい とい う欲求を持 っていれば、簡単に コ ミュニ

ケー ト出来 るか と言 えばそ うではない。 まず言葉が必要 とな る。

他人 と コ ミュニケー トす るには、言葉 の修得が大事であ り、つ いで、他 人

とコ ミュニケー トす る上で の初歩的な しきた り、礼儀 を修得す る ことである。

さらに、単な る言葉 に よる理解だけではな く、言葉 に よる表現にか くされた

意味を くみ とることが重要 とな る。 いわゆ る"行 間を読み とる"の で ある。

言葉の内容、表現方法や表情 、 コ ミュニケー トす る人の背景 と社 会におけ る

その人 の立場 を考え なが ら、 コ ミュニケー シ ョンを図 ることが不 可欠 とな る。

以上 のことは、子供 の時か ら、社会的表情 とは何であるかをおぼろげなが
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らも身につ けてい くことが大 きな効果を発揮す る と言 える。

iii)コ ミュニケ ーシ ョンの契機

コ ミュニケー トしたい欲求を持ち、 さらに コ .ミュニケーシ ョンの知識 と技

術 を持 って いて もコ ミュニケーシ ョンは成立 しない。他の人 と出会 う何 らか

のきっかけが存在 しなければ コ ミュニケーシ ョンは成立 しない。

自己か ら進 んで、他人 との コ ミュニケーシ ョンをつ くり出す人は良いが、

一般的には、他か ら与え られた状況や手段が、他人 との コ ミュニケーシ ョン

の きっかけ とな ってい る。例 えば、学校に入 る とか 、社会 に出て働 くとか、

特定のサー クルに入 るとか、相互 に共通の背景 が必要 とな って くる。最近 の

例では、フ ァ ミコンを使 ってい るとか、 フ ォーカスを読ん でい るとか と言 っ

た事柄 が コ ミュニケーシ ョンの契機 とな って きている。時代や社会 の変化に

よ り、 コ ミュニケーシ ョンの契機は変 ろ うが、何 らか の共通の手段や背景が

コ ミュニケー シ ョンの契機 とな りうる。

iv)他 者 の存在

相互に コ ミュニケー トしようとい う欲 求 を もった人 が存 在す るこ とが コ

ミュニケーシ ョン成立 の条件であ る。拒絶 されれば コ ミュニケーシ ョンは成

立 しない。 このため何 らかの形で、知 ってい ること、例 えば、 同 じ学校 で顔

をみた とか、知人の知 り合いだ とか 同 じ趣味 を持 っている とかが、 コ ミュニ

ケーシ ョンす る 「他人」 となるのである。

含

③ コ ミュニケー シ ョンの存続

コ ミュニケー シ ョンで大切なのが、 コ ミュニケーシ ョンを存続 させる ことで

ある。 コ ミュニ ケー トしたい人 が、受け 手 とな る人 を見つ け、 コ ミュニケ ー

シ ョンを図 って も、一過性 の出来事では存続 しな い。何 らか の形で、 コ ミュニ

ケーシ ョンを存続 させ る手立 てを講 じてお く必要が ある。 グル ープや組織のな

かであれば 、 コ ミュニ ケー シ ョン存続 のル ールは 出来 て くるが、基本的 には、

相手 を理解 し、相 手の立場 に立 って、相手を思 いや る ことが コミュニケーシ ョ

ンを存続 させ るポイ ン トとなる。つ ま り一方 通行 の情報の伝達ではな く、双方

向の コ ミュニケーシ ョンである。その意味では、新 しいメデ ィアを使 った情報
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伝 達 は 、 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 発 展 に 貢 献 す る も の と 思 わ れ る。

以 上 、 個 人 対 個 人 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 合 を 中 心 に 成 立 の 条 件 を 見 て き

た 。 組 織 や コ ミ ュ ニ テ ィや 社 会 等 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、 情 報 の 受 け

手 の 欲 求 を は じめ 様 々 な 要 因 に よ り成 立 し て い る と い え よ う。

㈱ コ ミュニケーシ ョンとは何か とい う議論 には様 々な考 えがあ る。例 えば、情報が移動 し、意味

が共有 され る現象 とい う説 もあれば、主体間 の情報連結 ないし相互行為 の情報 的側面 とす る

説 もある。公文俊平 は コミュニケー ションが効果的に成立するためには、次の条件 を満た す

ことが必要だ と説 いている。つ ま り、① お互 いに ことばが通 じる こと、② お互 いに相 手を 信

用で きること、の二つを上げてお り、 さらに この二条件を合わせ た意味 で、③主体間 に文 化

的 同質性が存在す ることを上げてい る。(公文俊平 「社会 システ ム論」 日本経済新聞社53年)

(2)コ ミュニテ ィの形成 の条件

コ ミュニテ ィ形成の条件を考え るさいに、基本的な認識 として 「人間は孤独 で

は生 きられな い」、つ ま り人間は集団を形成す る動物である とい うことが重 要 で

ある。 この認識 に立て ば、本質的に人間は相互の連帯を求 め よ うと考 え、そ して

他人 と何かを共有 した い とい う欲求 を持 って い る と考 え られ る。 これ が人間 に

とって の コ ミュニケーシ ョンの基本 である。 した が って、 この見方 に立 って コ

ミュニテ ィの定義付け を行 うと、 コ ミュニテ ィとは人間相互 に何 かを共有 してい

るこ とを確認す る場、つ ま り継続的な コ ミュニケーシ ョンの場 である と言 える。

ブーアステ ィン(注1)の 言葉を借 りれ ば、 コ ミュニテ ィとは私達がお互いに

何 を共通 に してい るか 、何を分かち合 っているかを発見する方法 であ り、人間性

を見 い出す一つ のや り方 である とい うことにな る。

それで は何 を共有す るか とい うことであるカミ、大 きく分けて以下 の5項 目か ら

成 っている と考 え られ る。それ は、①動機(目 的)② 情報(話 題)③ 時 間④空間

⑤生活 であ り、 これ らの一部 または全てを共有す る ことに よって コ ミュニテ ィが

成立す る と共 に、その コ ミュニテ ィの性格 付けが され る。た とえば、動機や情報

を主体 とした コ ミュニテ ィを考 えるな らば会社組織や各種 の業 界団体の ように機

能 を中心 とした コ ミュニテ ィとな るし、生活 を中心 に考え ると家庭 の ような小規

模 な情緒 的な コ ミュニテ ィに なる。 ところで、 コ ミュニテ ィは本来時間 と空間を

共有す る ことに よるパ ー ソナルな コ ミュニケーシ ョンの場であ ったが、近年の各
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種 コ ミュニケーシ ョン ・メデ ィアの急速 な発展 に よって この2つ を共有す ること

な くコ ミュニテ ィが成 り立つ可能性 を持つに至 った。我 々の昨年 までの研 究(注

2)で は 二=一 手ーメ デ ィ ア と の 関 係 に お い て コ ミ ュ ニ テ ィを ① 家 族 ② 地 域 コ ミ ュ ニ

ア イ ③ 組 織 コ ミ ュ ニ テ ィ④ フ レ キ シ ブ ル ・コ ミ ュ ニ テ ィ の4つ に 類 型 化 し 、 そ れ

それ ニ ューメデ ィア との係 り合いについて検討を加えた。 その中で、時 間 と空 間

を必ず しも共有す る必要のな い新 しい タイプの コミュニテ ィ成立 の可能性 を探 っ

ている(表1. 1)。
'

表1. 1 コ ミ ュ ニ テ ィの 方 向 と ニ ュ ー メ デ ィ ア の 係 わ り合 い 口

コ ミーニ テ ィ の種 類 現 状 の 活 動 将 来 の 方 向 昌^一 メデ ィア との 係 り合 い

家 ("家 族 核家族化の進贋による血縁親族間の絆の冑 基本的に変らないが、原点としての直接の 限界はあるが、双方向映像メディアによるふれあい
族 弱 化 、サ ラリー マ ン 単 身赴 任 の増 加o ふれあいが重要。 の 補完 。

121団 地 ・マン シ.ン 地域的(伝統的ムラ組険)な 束縛を脱した 所得伸び悩み、土地高●のため、永住を考 「提供したい.提供されたい」情報の集中化が双方

等 開放的生活を求めるため、近隣とのつなが える よ うκ な り、将 来 に わた って の住 み 良 向通信とデータベース化で発展する.物々交換ある
りは少ないoかつ、永住する気持もないの さを求める・このため、近僑との情報交換 いは知識.趣味の情報である.プライバシーの問題

で 、つ な が り を求 め ない 。 によ る 利便 性 を 求 め、 新 しい コ ミ全 ニテ ィ を解決する工夫が必要。

地 が 生 れ る。

域

コ
{3)FM東 村 山 東 村山 市 人 口の50%を カバ ーす る8局 ・ 電波間違距雇の制限が緩和されると、コス FM居 てある必要はなレ㌔ コスト、規飼の現状の劔

ミ
番 組は 住 民 忙よ る 手 作 りで 、 所 しい コ ミ ュ ト も下 が り、 活動 も拡 大 し.他 の地 域 との 約 か らFMに な って い るo低 コ ス トの(市 民 が 負 担

ニ テ ィを 形成 しつ つ あ る。 しか し、 コ ス ト 交流も活発になろう。 で5る 程度 の)ニ ュ ー メ デ ィア が普 及 す る に従 い.
A

=
かよび法規制による限界があるo 各瞭の狙鹸化が可能。所コミェニティ運動としての

チ
.

n神 的 原動 力 母体 が カ い と.ど ん なニ ュ ー メデ ィ ア

イ
でも無意輪

ω 生活 協同組合 各地域の班毎のニーズを組み取る双方向善 物的商品のみならず.趣味、文化.旅 行等 双方向二∋一ノデ{ア が粗度される土台がすでにあ
加Mの消費組ほとして発展。主婦にとって、の浪費への方向.あるいは国際化の方向等 り、 通 信の 低 ロス ト化 と ともに 威 力 を発 揮す る.ま 戊.

信頼 さ れ てい る。 へ の 発展. そ の 情 報網 は 、会 員 間 の コ ミ〉 ニ ケー シ ョ ンの 場 と

な り.新 しい コ ミー ニ テ ィが 形成 され る.

(51会 社 組 険(A、E) コ ミ▲ ニテ ィと は言 い 睡 い が.人 々 の集 り 日本 食奥 で の 桓根 回 し.決 定 は.伺 一 居 住 日本 企 業で は フ ェー スto7エ ースが 紬 で、 デ ー'駒

組 の 場 と して 考 え る心 企 業 に よ って.ζ とに 空間での空気を必要とし.外目来てはロジ 稔 もの の ネッ トワー ク 化が 進 む。 外 資 系 では 日 本 の

取 日本 企 業 と外 蚕 糸企 業 と は.コ ミュ ニ ケー カルθ惰路交鋤=優先する。その傾向H近 役割が太きζなり、内外の情報交換がさかんになる.
コ

ミ
シ ・ンの あ り方 が異 な る。 い将来忙は変更ない。

ユ

二 {6[案 外 団 体 日本的風土のなかで発展してきた組侵であ 団体加盟員のコンセンサスが得られκ(< 情報交配に通信システムが活躍する・藁界内のコミ
テ り、 業界 の コ ン ㊥ ンサ ス 作 りに 寄 与 して き な っ てい さ 、 情報(公 開 され た もの)の 集 土手 テ ィ とし ての 性 格は 薄 ま る。 業 界 外に も開 か れ

イ たが、産業構造、産業組絵の変化ともに変 積、伝送等の機能に純化され、加盟員問の た組織として.情報の集散地的役割を担う.

質を追られている。 会議は他所に移る。

コ ミ邑 ニ テ ィの 種 類 現 状 の 活 動 将 来 の 方 向 二^一 メデ ィア との 係 り合 い

171宗 教 仏教の例では.企 業組織と同様の餌面があ 坊演会.研究会、肘鯖会等の場の提供かよ 燕本は人と人とのふれあいによる僧団関係の蓄積に

組 る一方で、社会の交流の栩を提供して㎞る.び企画によって、聞かれた寺院K脱皮。 あ り.ニ ュ ー メデ ィ アは そ の 補完 の 役割 を果す 。

取 しかし、宗教思想の普及という側面では停

: 湘気味。

ユ

二 愉 社会 行灯団体 道徳の科学的研究を目的に.本部●よび7 地域に根ざした活動を充実するため.支部 組 織運 営 上 の情 報 流通 は 、 ニ ュー メ デ ィア に よ って

て
モ ラoジ ー研 究 所 つ の 社 会 教育 セ ン タ ー、 約800の 支 部等 間の情報交流の活発化.会員間の個人的コ 耕9化 す る.し か し.類 の 根 単位 の 活 動ロ フ エ ース

忙よって組娘され.個人会員6万人、法人 ミュ ニ ケー シ ∋ン の活 発 化κ よっ て.基 盤 toフ ェー スであ り.そ の元 実 が 基本9

会員6千社で嫡成される. の充実が進む。

(9)配 偶 看 選 択 見合い.験場での恋愛による結婚が多く、 結婚情報サービス会社によるものが増加す 情 報 サ ー ビス 会社 に よ るニ ュ ー メデ ィ アの 駆 使が 予

サ ーク ル等 の コ ミ昌 ニテ ィ の なか で の もの る. 想 さ れ るが 、 重ず は.コS± ニテ ィ活 動等 に よ る人

は 少 い. 間関係の基本を学習する必要があるo

ooス ポ ー ツ 地域、企藁、学校、金貝制クラブ等でのス 地 域 、会 員 制 ク ラ ブに ぶ いて は.ス ポ ー ツ 地域ではCATV等 による参加意口の上昇、会員制
フ ポー ツ ク ラプ が あ り、 情 報 鷹泊 の ネ7ク は の み が 自的 で は な く.コ ミ 土ニ テ ィ形 式 の クラブ忙釦ける会員間の情報伝達の多様化が道む・
レ 必 ず しも ない. 一 類 型 と して の 位置 づ け が強(な り

、 ス ポ

キ

シ

一ツ情報以外の情報交虎がはじまる。

プ ⑪ 高 層 ピ ル 複数企業が入居し、企業間社員の交流はな 戟婁時間をフレフクス忙し、他全章社員と 自 由時 間 が フ レ7ク スに な る と と もに 、瓦 人 間係 を

ル レ、 近 くの スポ ーツク ラブ 、 高層 ピル0体 の の 交 流 を し、 新 しい コ ミュニ テ ィ が生 ま れ つ(り や す く な り、 高層 ピル内 ネシ トワー ク に よ っ

コ 橡働率は時間帯が集中し、平均的には低い. る● て ス ポ ーツ.趣 味 等 を必 ず し もア フ'一 フ7イ プに

ミ

(

しな く と もよ くな る.

工 oaボ ラ ンテ ィ ア活 動 絶え間ない活動の活性化のために、活動の 各組多様化」た活動が拡がり、フレキシプ 中心メンバーの●務作藁軽減に貢献する
ツL 中心メ!パーの精神的苦口が基本忙あるが, ル コ ミ全エ テ ィの核 に な って い く. 活動そのものは、人間的ふれ合いが中心。
イ 手持的作業に多くの時間がとられている. 社会賓化の底流を形成してい(活 動として 既 存の メデ ィ アで 充 分な とこ うが 多 い が、 い うい ろ

の役割をもつようにθる。 な可能性も充分ありうる.
.

o● す 一 ク ル 活 動 場所の直保.会 員への連結、会の継続的に 余暇の増加ととも忙 益 サ々ークル活動は エ^一 メデ ィ アの 使 用に よっ て.メ ン バー の 問題 解

鴛に悩まされている. 重 要 な もの とな り 、エ ー ー コ ミ▲ エテ ィの 決 が 可能 。 た だ 」.低 コス ト化 の 必 要 が あ り.複 殻

槙 に な る. サ ー クル の メ プ ィァ 共用 が 課題 とな る.
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この ように、 コ ミュニテ ィ形成 の第1の 条件は、 コミュニテ ィの構成員が何か

を共有する こと、す くな くとも共有 してい る意識を持つ ことであ る。 しか し、 コ

ミュニテ ィの構成要素が人間 を主体 とす る以上、 コ ミュニテ ィを継続 してい くた

めには次 の ような条件 も必要 となろ う。その第一 は、 さ きに(1)「 コ ミュニケ ー

シ ョン成立の条 件」 で もふれた ように コ ミュニケー ションを行 うにあたっては相

互 に理性的な能度 が要 求 され ることである。つ ま り、 コ ミュ ニケ ー トした い と

思 っている者 が 自分本位 に話 を した り、情報を流 した りしないで、 コ ミュニケー

シ ョンの相手 が必要 としてい るものは何かを考 え、相手に とっ'て価値 のあ ること

を話 した り、有用な情報 を流 した りす ることで ある。 これが な され ない と、一見

コ ミュニケーシ ョンが活発に行われ ているように見えても
、不要不急 な情報があ

ふれ出 しコミュニケー シ ョン過剰な状態に陥 って しま う。 これが ひいては、受け

手 は情報の洪 水か ら身 を守 るために情報 を うけ入れ ることを しな くな るで あろ う。

そ の結果、価値 ある情報 で さえ もその価値を低下 させ る方 向に進 み、互いに何か

を共有す るとい う真 の意味 での コ ミュニケーシ ョンが失われ て しま う。 この よう

な状態 に陥った コ ミュニテ ィは、早晩 コミュニティの体 を成 さな くな るであろ う。

第二に必要な ことは コ ミュニテ ィと して活力 を持 って いる ことで あ る。 新睦 人

(注3)は 都市 とい うコ ミュニティを論 じる中で、都市が社会生活 の単位 として

の活力 を持 ってい る限 り、人 々は 自らを都市に留め置 こうとす る しお互 いに結 び

付 きを保 ってい ようとす ると述べ 、 さらに道徳形成 の有効 な場 で あるためには、

都市が魅力的 な生活 の場 であ り構成員 が連帯感 を持つ ことが必要 であ ると説いて

い る。 これは、都市に限 らず その他 の コ ミュニテ ィにも当てはま ることである。

た とえば、家庭 とい うコ ミュニテ ィが家族全員に とって魅力的 な場 であ り、相互

の連帯感に よって結ばれた もので あるな らば、家庭 内暴力や家 出等 の問題 は発生

し得な い し、精神 的には現在の核家族 か ら大家族主義 に向 うと考 えられ る。つ ま

り、 コ ミュニテ ィが活力 を失わない ことに よって、絶 えず 自身 を拡大す る方向に

向 うことができるので ある。 コ ミュニテ ィ継続 の第三の条件 は、組織 と しての運

営がな され ることであ る。組織論的に言 えば、すべての意思決定 が一 ケ所 で集 中

して行われ るよ うな単 眼的組 織 も有 るであろ うし、複数 の処理が行われ それ が有

機的に結合 され、必要 に応 じて各 々で意思決定が され る複眼的組織 も有 るであろ
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う。 しか し、大切 な ことは コミュニテ ィを構成す る要素 の役割 り分担 がはっき り

してお り、全体 と して コ ミュニテ ィの 目的に対 して合 目的 々な活動 がなされ るこ

とであ る。 これが行われない と、組織 と しての意思決定が困難 とな り、 コ ミュニ

テ ィの内外 に対 して有効 な活動が行われな くな って しま う。その結果、 コミュニ

テ ィ自身が衰退 に向か って行 くであろ う。

以上述べ て きた よ うに、 コ ミュニテ ィ形 成 の条 件 と して、成立 条件 と して の

何か を共有す る とい うことと、 コミュニテ ィ継 続 の た めの3条 件(① コ ミュニ

ケーターの理性的 な態度② コミュニテ ィの活力維持③組織 的な運営)が 必要 であ

るとい えよ う。 、

(注1)D.J.ブ ーアステaン 「過剰化社会一豊か さへの不満一」(東 京創元社1980年)

(注2)上 野ほか 「情報環境の進展が及ぼす社会構造への影響 と望 ましい情報 メデ ィアに関す る

研 究」(シ ステ ムズ ・アナ リス ト・ソサ エテ ィ1985年)

(注3)新 睦 人 「情報社会 を見る 目」(有 斐閣選書1983年)

(3)コ ミュニテ ィ拡 大の条 件

コ ミュニテ ィを拡大す るための条件を論ず ることは、真の市民社 会 の形成 を論

ず る ことだ といえる。私達 の多 くは、家庭 と職場 とい うコ ミュニテ ィに帰属 して

いる。

家庭 は市民社会 のひ とつ の構成要素には違 いない ものの、単位 と しては小 さす

ぎる。

職場は、企業 とい う集 団の利害のために機能 してい るコ ミュニテ ィで ある。

とい うことは、家庭 と職場以外に コ ミュニテ ィをつ くる必要 があ る。 それ は、

趣味や同好の士の集 まる コ ミュニテ ィではな く、外 に開かれた対外 的影 響力 も持

つ、真の市 民社会 を形成 してい くために必要不可欠 な コ ミュニテ ィなのであ る。

家庭、職場だけ でな く、地域を中心 した コ ミュニテ ィが形成 され る ことに よっ

て、私達は個 々人 として、心豊かな、生 き生 きとした市 民生活 を送 る ことがで き

る。

こ うした市民社会にお ける コミュニテ ィにつ いて、拡 大 ・充実 の条件 を地 域 コ
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鴫

ミュニテ ィを中心 に考 える と次 の4点 にま とめ られ る。

第1に は、共通 の 目的 の明確化 と共通 の利益の享受 があげ られ る。 市 民 の立 場

で どうすれば良いかを論 じ、事象 を分析 し、合意 した内容を提 言す る とい った行

動パ ターンの コ ミュニテ ィとい える。 よ り良い生活 ・暮 らしの観 点か ら、政治 に

対す るアクセス、提言 といった場面 もでて こよう。

また、家庭においては各個人の精神 的拠 り所 とな り本音 の コ ミュニケ ー シ ョン

が行 われ、 自分 自身がみ つめ られ、 自分 自身 に気がつ く、全人格的 なふ れ あい の

で きる コミュニテ ィでなけれ ばな らない。

ただ し、 とくに地域や コ ミュニテ ィにおいては滅私奉公的な コ ミュニテ ィは、

すべ きでない と考 えられ る。個人の私行を コ ミュニテ ィの責任 とい う形 で受け と

めた り、プ ライベ ー トな問題に、 コミュニテ ィの論理を直結 させ た りは しない と

い うことで ある。

それか ら、地域 コ ミュニテ ィにおいては現行の競争社会 とは一 線 を画 す とい う

こ とで もあ る。 ゴール のない競争社会 で、絶えまな く競争を させ られ 、走 って い

ない と不安 な状況に置かれ、経済的余裕をかみ しめている暇 もない、 企業 社会 と

は異な るとい うこ とで ある。

市民の立場で、社 会事 象に対 し、考 え、分析 し、提言 ・行動 を し、よ り良い市 民

社会 の形成 の一 端を担 ってい くのが、共通 の 目的であ り、自ら、そ こに共通 の利

益 も享受す ることにつ なが ってい くといえる。

第2に は、 とくに地域 コ ミュニテ ィの場合 コミュニテ ィの推進 主 体 ・リー ダー

シ ップと構成員 の コンセ ンサスが重大 な拡大 ・充実 の条件 と言え る。

コ ミュニテ ィの リーダーは推進主体 として欠かせ ない。 しか し、 この リーダ ー

は、現行 の家元制度の家元 の ように権力の頂点 を極め て、その元 に権 力 の ヒエ ラ

ルキーをつ くって拡大 してい くよ うな役割は求 められ ていない。 と言 うよ り、 こ

こでい うコ ミュニテ ィは縦 型社会 ・競争社会 を否定 した存在 なので あ る。 横型社

会 の リーダー、 ボランテ ィアであ る。

リーダーは各個人 の 自発 性を尊重 し、理解 し、相手 の立場に立 ち思 いや る こ と

が必要であろ う。各個人 の良 さをひ き出 し、力を発揮 させ ることも要 請 され る。

市民社 会の先 を読み方 向を示 し、かつ人望 も篤い、そ んな人材が リー ダーに なれ
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る といえ る。

構成 員 も受身 の立場 で参加す るのではな く積極 的に、能動的に参加 す る こ とが

必要 とな る。 コ ミュニテ ィは家庭において も同様 に自動的に与え られ る もの では

な く溝 頗 ・個 献 が・お互 い噂 重 しあい、理解 を し湘 手 の立場 にな って思

いや りの気持 ちを もって、討論 を重ね なが ら、全人格 を本音 でぶつ けあ いな が ら

創 りあげ てい く必 要がある。

第3に は、場 の制約か らの脱却 とい うことが必要であ る
。

これ は コ ミュニテ ィの会合に物理的に参加 で きない人 を取 り込む ことを さして

いる。現行 の メデ ィアを利用 して も多様 な方法は あるが
、今後 、 この方面 の発達

に より、 さらに場 の制約か らの脱却 は充 分に可 能 といえ る
。

第4に は、異質を排除 しない とい うこ とであろ う。

多様 な考 え方の人が、お互 いに コ ミュニケーシ ョンを重ね ることに よ
って、幅

広 いものg)親 方が でき、 コミュニテ ィの発達 に もつなが るといえる
。

以上 の よ うに して、 コ ミュニテ ィを拡犬 ・充実 させ る ことに よ り
、私達 自身及

び家庭 を構成要素 とす る市民社会を、 よ り豊 かに、 よ り暮 らしやす く、 よ り楽 し

く、安心 で きるよ うに してい くことが可能 になるのである
。

●

2.2デ ータ コ ミュニテ ィの定義

(1)デ ータ コ ミュニテ ィの定義

これ まで述べて きた様 々な課題への対処 策の1つ と して我 々が考え るデ ータコ

ミュニテ ィとは どの様 な ものであろ うか。我 々はデー タコ ミゴニティが今後 の社

会 にお いて従来 の コ ミュニテ ィに置 き換わ って成立す る新 しい コ ミュニテ ィとば

か り考えてい る訳 ではな い。 どの様 に社会 が変貌 して も家族や地域は基本的な コ

ミュニテ ィとして存在 す るはずである。 しか し、 これ まで述べた様 に個人 と社会

の関係が変動 している現在及 び今後を考 え ると、新 しい コ ミュニケーシ ョンのメ

デ ィアを使 って我 々は生活を していかざる を得 な い し
、従来 か らある コ ミュニ

テ ィもこれ に支え られ る事 にな ろ う。 又 、 どの様 な 形態 で あ ろ うと、Faceto

Faceの'ミ ・ニケ ーシ ・ンに よ 憶 思 の交 換 を 行 う ・ ・
.ニ テ,が 基 本 で あ

る・ しか レ 様 硫 制約か ら … ニケ ーシ ・ンと・ ・
。ニテ 、の成立が阻害 さ
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れ るとき、我 々は新 たな方法 で コ ミュニテ ィの維持をはか るべ きであ る。 さらに

この新 しい コミュニテ ィに よ り従来 の コミュニテ ィは一層 強固な もの となるだ ろ

う。デ ータコ ミュニテ ィは従来の コ ミュニテ ィと新 しい コ ミュニ ケ ー シ ョン メ

テ ィアに よって成立す る コミュニテ ィの双方 を包含す る。 これ は広義のデ ータ コ

ミュニテ ィである。

これ に対 して狭義のデー タコ ミュニテ ィは次 の よ うな もの で ある
。.従来 の コ

ミュニテ ィにおけ るコ ミュニケーシ ョンはFacetoFaceに よる意 思伝達 を基礎 と

していた。実 際に面 と向か い合わない、電話や手紙 において もそ の発信者が誰で

あるか はわか ってい る。 つ ま り、伝 え られ る情報に属人性が保証 されていた。 こ

れ に対 し、デ ータコ ミュニテ ィでは①意思を表現 したデータに よ りコ ミュニケー

シ ョンを行 う。データで あるか ら発信者 とは独立 した処理が可能 となる
。 この事

は② 距離的、時 間的、空 間的 さらには プライバ シ ーのバ リアを超 えた コ ミュニ

ケーシ ョンが出来、 さらに従来 は これ らの制約か ら成立 が困難で あった コ ミュニ

テ ィが可能 とな る事を意 味す るのである。囲

① の意思を表 現 したデ ータ とは、必ず しも電子的媒体に表現 され た もののみを

示 す訳ではない。何 らか の意思の表 現が、発信者 とは独立 して存在 し、処理 ・加

工 ・伝送 で きる状態にあれば良い。 しか し、処理 の しやす さか ら言 って電子的媒

体 が主流 となるの はまちがいないであろ う。

また②に関 しては、まず距離的 な制約 の解消 とは、例 えば東京 と北海道 で町 内

会を作れ るとい う様 な ものである。時間的な制約 の解消 とは、非 同期性 の確保に

よ り受信者が発信者 とは独立 して行動がで きる事 である。昼 が好 きな人 と夜が好

きな人 でサークルが出来 る。空間的 な制約 の解消 とは分散 して も同期の とれた コ

ミュニケーシ ョンがで きる事 である。家庭にいなが ら同窓会が開け るであろ う。

さらに、 プライバ シーの制約 の解消 とは、デー タへ の属人性 を保証 しない事で、

ペ ンネー ムの様 に 自己 とは異 なる人格に よって コ ミュニケーシ ョンが可能 とな る。

一方
、各個人が多様な欲求を満足 させる手段 と して 、新 しい デ ータ コ ミュニ

テ ィを形成 しよ うとす る場 合、必要 となる コミュニケ ーシ ョンを実現 させ るのが

ニ ューメデ ィアであろ う。

現在次 々 と登場 してい るニ ューメデ ィアには、各種 のものが あ り、一概に論ず
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ることは無理があ るが、 あえてデータ コ ミュニテ ィにおけ るコ ミュニケーシ ョン

手段 と しての特徴 をあげれ ば、次の よ うな ことが考 えられ る。

① 場所 と時間を超越 しやす く、移動時間や相手 の待ち時間 といった ロスを極

力少な くす る ことが可能で ある上、地理的制約 もな くな り、 メンバが集 ま り

易い。 これ は先 にも定義の ところでふれた。

② 単なる音声 に よる会話だけではな く、静止画、動画、文字等各種 の メデ ィ

アが利用 できることか ら、テーマに最適な手法を選択す ることがで きる。

③FacetoFaceで ない ことか ら、心理的圧迫感はな く、あるテーマに絞 り込

み 、実質的な論議ので きるデー タコ ミュニティを形成す る上で便利 であ る。

この ような特徴を生か して形成 され るデ ータコ ミュニテ ィは、非常 に個性

的であ り、 メンバ間のつなが りは、該当テ ーマ以外 については極 めて薄い も

の となろ う。 また、時間的制約 が少ない ことか ら、一個人が多 くのデータ コ

ミュニテ ィに属す ることが可能 とな り、多様化 した個人の欲求 を満足 させ る

もの とな ることが期待 で きる。

こうい ったデー タコ ミュニテ ィは、当初 はキーパ ー ソンの強力 な推進力 の

も とに作 り上 げ られ てい くもので あろ うが、 コ ミュニケーシ ョン手段 の充実

に伴い、 よ り自然発生的 に誕生 して くる ことも考 えられ る。

さらに、 この種 のデータ コ ミュニテ ィを発端 として、 よ り広い テーマにつ

いて論 じ合 う従来型 の コ ミュニテ ィに発展 して い くことも十分予想 され、 こ

の意味 で もニ ューメデ ィアの活用 は有効 な もの とな ろ う。

以上述べ て きた ような新 しいデ ータ コ ミュニテ ィの誕生 に より、 データ コ

ミュニテ ィ全体 の形態 は次 の表の ように分類 され る。各個 人は、 自分 の欲求

の種類や、論議 の段階 に応 じて、最適 なタイプのデ ータコ ミュニテ ィを選択

で きる ようになる。
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表1.2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 と コ ミ ュ ニ テ ィ

基 本的 コ ミュ メ ン バ の

形 態 ニ ケ ー シ ョ ン テ ー マの種類 形成過程
手 段 つ なが り

タ イ プ1
face-to-face 多岐にわた る 強い きずなで 意図的に形成

の会話 結ばれてい る

一"

ニ ユ ー メ ア イ 特徴的な もの きず なが比較 意図的に形成

タ イ プ2 アの利用 に絞 り込 まれ 的弱 くなる

る

一"

ニ ュ ー メ ア イ 専門特化され きず なが非 常 自然発生的に

タ イ プ3 ア の積極的活 る に 弱 くな る 形成

用

⑰ デ ータ コミュニテ ィの概念 に近 いもの として 「自主的 コ ミュニテ ィ」(増 田米二 「原典情報社

会」TBSブ リタニカ1985年)が あ る。

増 田米二 に よれば、 コミュニティ的未来実現に よって形成 される集 団的小 社会 を 「自主的 コ

ミュニテ ィ」 と呼んで いる。伝統的な生活共 同体的な従来 の コミュニティと 「自主的 コ ミュニ

ティ」を比較 して彼は、 自主的 コ ミュニテ ィは次の3つ の性格 を有す ると述べてい る。

第一 の性格は、 自主的 コ ミュニテ ィが、情報社会でもっとも重要な社会構成 単位 にな る とい

うこ とである。

第二 の性格 は、 この 自主的 コ ミュニティが情報空間性を持つ ようになる こ とで ある。 この 自

主 的 コミュニテ ィは、過 去の コミュニティの ように、必ず しも地 域性 をその基本 的属性 とは せ

ず、共通 の価値観や 目標 の もとに結ばれている。・

第三の性格は、多 中心的、重層的 な コミュニテ ィだ とい うことであ り、それ は自給 自足的な閉

じられた コ ミュニティではな く、発展的な開かれた コミュニテ ィで ある。つ ま り、それぞれの コ

ミュニテ ィが独立性を保 ちなが ら、同時に相互補完的な形 で結ばれ る。またそれだけでな く、そ

れぞれ の コ ミュニテ ィを構成する個 人は、他の コ ミュニティの構成員を兼ね る こと も、他 の コ

ミュニテ ィに移 動する ことも可能 である。構成員 がただひ とつ の自主的 コ ミュニ テ ィだけ で生

活 を営む ことは事実上 不可能であ り、収入を得るために他の コ ミュニテ ィや企 業で働 くとい う

自由も保証 され る。つ ま り、誰でもある特定 の 自主 的 コ ミュニテ ィの メ ンバ ーに なる ことに

よって、他の コミュニテ ィに属 した り、他の収入を得るための労働 につ くこ とを禁止 されない。

したが って、一般的 にいえば、自主 的 コミュニテ ィのメンバ ーたちは、他 の社会集団に も所属

す る多属 市民 とな る。

つま り自主的 コ ミュニティは コンピュータ ・通信技術を ベースと した情報通 信 ネ ットワー ク

に よって機能 的に結ばれた見えざる情報空間を もったコ ミュニティであ るといえる。
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また、増田米二 は 「自主的 コ ミュニテ ィ」が国際 的な規模 の広が りと、政策志向型であ ること

に もふれている。そ して この国際性 と政策志 向型 の二つ は、その まま将来の情 報社 会 に出現 す

る自主的 コ ミェニテ ィの重要 な基本 的特徴 とな ると して い る。 それ は将 来 の情 報 社会 が、 グ

ローバ リズムの時代思想 とグ ローバル情報 ネ ッ トワー久 それに知的創造的 な市 民 主義 をそ の

基本的な枠組み として成立す る社会 だか らである。

(2)デ ータコ ミュニテ ィの意義

ハ ッカーとい う言葉 があ る。ア メ リカではパ ソコンを使 って大型 システ ムに無

断で アクセスす るネ ッ トワー ク犯罪者 の意味で ある。 しか し、 日本の コンピュー

タ青年たちが使 う言葉 としては、 コンピュータに のめ り込 み、世俗 世界の向 こう

に行 って しまお うとす る青年 を意味 する。そ の実態について野 田正彰 氏がエ コノ

ミス ト誌上で報告 してい る。 その中で、野 田氏はハ ッカーが コンピュータに求 め

る事を指摘 しているが、デー タコ ミュニテ ィを考 えるにあた って参 考にな るので

以下にその内容 を紹介す る。 ⑰

同氏は、ハ ヅカー、つ ま りコンピュータ青年が社会 との係わ りにおいて不本意

であ る現実 の対極 として コンピュータに次 の5つ の ものを求めている と指摘 して

い る。

① 正確 さで ある。 コンピュータは プ ログラム通 りに正確 に動作す る。 これ は現

実社会、 さらには人間 が生物 としてこの世界に生 きてい る不確実性 の対極 にあ

る。

② 論理的にわか る事で ある。彼 ら(ば か りではないが)の 身のまわ りには 自分

にわか らない もの、 ブラ ックボ ックスが多す ぎる。工業社会 か ら情報社会へ の

変動の中で、技術 は高度化 し、人 々の生活は多様 で多忙 とな っている。 そ して、

技術の成果 と生 活の断片や事件は過程や全体 的な関連 を切 り取 られ て我 々の前

に現われ る。 これ らは 自然 の様に神秘 な ものではな く、人工 的につ くられてい

るはずだが、 自分たちの理解や制御の 向こ うにある不透 明な ものである。

③ 高度に知 的な機 械の支配 である。現実 の 日々は競 争 に満 ちて い るが、 コン

ピュータはプ ログラムに よ り知的に支配す る事がで きる。

④ コンピュー タと 「私」 の2者 関係の永続 であ る。 同僚や異性 との関係 のもつ

亀
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i

緊張 や疲れ に較べ、 コン ピュー タとの閉ざされた関係は心地 よさが ある。

⑤ プ ログラムに よって作 られ る知的無 限の感覚であ り、有能な ものに意味をみ

い出す ことの否定か ら きている。

以上が野田氏の指摘す る内容で ある。

ハ ッカー達は、現実社 会か らの逃避 先を コンピュータに求め てい る訳で あるが
、

そ の動機で ある現象は現代社会 に生 きる我 々に も共通す るものではないだろ うか
。

特に野 田氏の指摘す る内容 の うち第2点 であ る現実社会のブ ラックボ ックスの多

さについては共感す る人が多いであろ う。社会 の発展に伴 い機能分化が進み、専

門家 が出現 した・我々はあ る機能 の遂行 を専門家に委託す るが、それ は必ず しも

専門家を全面的に信頼 している訳で はな くその存在 を認めて、社会 の仕組 を信頼

してい るのである。従 って、遂行 され る機 能の内容はブラ ックボ ックスで ある
。

その社会 の仕組 さえ、複雑 す ぎて どの様 な関連で結 びついてい るか理解 す るのは

難か しい。仕組 み 自体は教育 に よ り理解 で きて も、現実の活動 が どうな っている

のかは、「政治 の内幕」の様に ブラ ックボ ックスで ある
。技術革新で新製品 は眼前

に次 々と現われ る。便利 な面があ るのは確か らしいが、生活の場面で犠 牲 となる

ものはな いのだろ うか。貿 易摩擦 の報道 が世界が狭 くなった事を知 らせているが
、

外国 とは 自分達 とは異 る人 々が住 んでいるのだろ うか。私達 の身 のまわ りには、

まさにブ ラックボ ックスだ らけなのであ る。'

ブラックボ ックスには ど う対処 した ら良いのであろ うか
。その中味が理解で き

ない と、何 とな く不安 であ る。 自分 と関 係ない とわ かっていれ ば良いが、その断

定 も不確かである。対処 策 の1つ は学習 である。常 に情報 を入手 ・検討 ・比較 し、

評価す べ き情報 とそ うでな いものを選別 し、正 しい状況を把握す る。 しか し、現

代社会 では スーパーマ ンで もない と実行 不可能であ る。情報社 会の現代において

情報の収集は比較 的容易 としても、 あらゆる分野につ いて内容 を理解す るのは不

可能 に近 い。情報が あふれかえ るパ ニ ック状態 とな るであろ う。第2の 方法 は専

門家 の活用で ある。内容 の分野 が適合 していれば、専門家は基礎知識 と最新 動向

の フォ ローか ら得 られ る情報 に よ り、直 ちに問いに答えて くれ るであろ う
。 しか

し、1人 の専門家ではす まずに何人かの専門家 に聞かない と片寄 りのな い状況認

識が困難な場合 もある。それ に、一般人 に とって眼前のブラ ックボ ックスについ



て どの分野の専門家に聞いたら良 いか、分野がわか って も誰 に聞いた ら良いのか、

その答えは信 頼で きるのか ……わか らないのが通常の姿であろ う。

今 までの生活 において も、 ブラ ックボ ックスは数多 くあ った。 しか し、それら

の多 くは 自己の属 す コ ミュニテ ィが解明す るか、関係ない もの として切離 しを し

て くれ た。家庭 の中では、社会の事は新 聞を通 じて知 る程度 で十分で あ り、主婦

は主人 や子供 が持込 んで くる事件にのみ対処 していれば良か った。地域について

も、他地域 の事件 が直接及 んで くる事は少なか った。会社 にいても、会社の繁栄

のたあに身をつ くせば一生 の生活は保証 された。 これ らの コ ミュニテ ィでは、信

頼 に足 る専門家の評価や 、も しくは メンバ ーの評判が あ りこれに頼 っていれば良

か った。 コ ミュニティに 自己を帰属 させ る事に よ り、 コミュニテ ィは世の ブラ ッ

クボ ックスを関係 あるもの とないものに分別 し、後者 についてはそ の解明を行 っ

て くれたのであ る。 しか し、 これ らの従来型 コ ミュニテ ィは崩壊 しつつ ある事を

前章で述べた。では ど うした ら良いのだ ろ うか。

私達は新たな コ ミュニテ ィを作 ってい く事を提 唱す る。 しか し、 この新たな コ

ミュニテ ィは従来の コ ミュニテ ィを否定す るのではな く、包含する必要が ある。

さらに言 えば、従来の コ ミュニテ ィを蘇生 し、活性化す るものでなければ いけな

い と考えてい る。従来の コ ミュニテ ィが崩壊 しつつ ある原因については前章で述

べた通 りで あるが、一言で言えば、生活空 間 と個 人の欲求 が分離 ・独立 して きた

か らで ある。従 って、その対処 にあた っては コ ミュニテ ィも分離 し、各人 が望む

コ ミュニテ ィに属せば 良い。各人の欲 求は多種 多様であ るから、複数の コ ミュニ

テ ィに属す事 となろ う。 コミュニテ ィの メンバ ーは各 自の欲求 に基づいて参加 し

て くるので、距離 的 ・時 間的 ・空間的 ・プライバ シーの制 約があっては成立が困

難 とな る。 メンバ ーの背景 も様 々で あるが、 この コ ミュニテ ィで重要 なの はデ ー

タに よる意思疎 通であ り、社会的地位等 は二 の次 である。デー タ、つ ま り情報が

価 値を持 ってお り、その発信者 の人格 は問われ ない。各人 はコ ミュニテ ィでの意

思交換に より自分 の抱 えてい るブ ラックボ ヅクスの解明を試みてい く事 となる。

こ うした コ ミュニテ ィでは情報が価値 を もつがゆ えに、 メンバ ーの移動 は 自由で

ある事 が望 ま しい。 メ ンバーは 自己の 目的にふ さわ しい コ ミュニティを求めてわ

た り歩 く事になろ う。 もちろん、各人に とって持続性の あるコ ミュニテ ィもある
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し、 目的 を果せば所属不要 な コ ミュニテ ィもあ る。 各人 は、 これ らの コ ミュニ

テ ィよ り得 た情報を基 に、 自己の意見 を形成 し、ひいては コミュニテ ィやその上

位構造 としての社会の意思が形成 され てい く事 とな ろ う。

以上の説明で、何 とわず らわ しい事 か と感 じる方 もい よう。 しか し、個人が生

活 してい く上で コ ミュニテ ィは必要 不可欠であ り、現代社会 を是認す るな らば個

人のみでは生 きられな いので ある。 前述 のハ ッカーの例では、その逃避先 を コン

ピ ュータに見つけてい るが、彼 らの苦手 とす るところは人 との コ ミュニケーシ ョ

ンで ある。計算機 との、 もしくは計 算機を介 した コ ミュニケー シ ョンは心地 よい

ので ある。デ ータコ ミュニテ ィは彼 らに とって も受 け入れ られ るもの とな るであ

ろ う。

デ ータ コミュニテ ィでは、 データが価値 を持 ち、発 信者 の人 格 は問 わ ない と

言 ったが、意思交換が何 回か行なわれ進展 して くる と、会 って見 た い、Faceto

Faceで コ ミュニケー シ ョンしたい と言 う欲望が高まるであろ う。 これ は、電話や

手紙 の コ ミュニ ケー シ ョンで よ く体 験 す る感覚 で あ る。 この事 は 、Faceto

Faceの コ ミュニケーシ ョンの重 要 さが再 認識 され る事 とな り、従 来 か らの コ

ミュニテ ィを活性化 させ る事 となろ う。

個人 の欲望が多様化 したがために崩壊 してきた従来の コ ミュニテ ィは、その欲

望 を満 たす データコ ミュニテ ィを各人 が求 め、わた り歩 き、各人の空間を拡大 さ

せ る と共に、従来の コ ミュニテ ィの重要 さを再 認識 し、 自己 の デ ータ コ ミュニ

テ ィの根幹部分に位置 付け られる事 となろ う。

⑰ 「エコノミスト」(1986年3月4日 、3月11日 毎日新聞社)

(3)残 され た課題

私達 は崩壊 しつつあ る コミュニテ ィに対処す るために、デー タコ ミュニテ ィを

提 唱 した訳 であるが、 この考え方が社会に定着す るには様 々な未検討 の部 分があ

る。 この点 につ いては今後十分研究 してい くつ も りであるが、 ここでは残 され た

課題 のい くつか を述べ る。

デ ータコ ミュニテ ィで はデ ータが伝達 され るが、"データであ るがゆえに従 来の
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人 と人 との コミュニケー シ ョンとは異 る課 題 が あ る。 そ の1つ は変質 で あ る。

デ ータは加工 が容易であ り、かつそ の跡は残 らな い。従 って、故意に しろ事故に

しろ伝 達の途 中で変質 が起 きた場合はそ のままあや まって伝 え られて しま う。 も

う1つ はデ ータを資源化 し得 る事で ある。 データを蓄積 し、引 き出 し易い様に整

備 すればデ ータベース となる。意思がデ ータ として蓄積 された データベ ースは社

会 におけ る意思形成 に重要な役割を果す事 とな ろ う。

コ ミュニテ ィの崩壊 につ いても、私達は現象を とらえて解 明に勉めたつ も りで

あ るが まだ まだ不足 している。人類誕生以来私達は コミュニテ ィ作 りを行 って き

たので あるか ら、様 々な知恵 を持 っているはずで ある。過 去の コ ミュニテ ィに関

す るメカニズ ムが今後の私達 の生活 に どう当ては まるか。従来 の コミュニテ ィの

研究成果で ある社会学か らの検討を十分行 う必要が あろ う。又 、個人の欲求につ

いて も、物が あふれ精神的に飢 えて いる と言われ る現代社会 と今 後の社会を考 え、

'心 理的 ・'精神的欲求について検討が必要 である
。

デ ータ ゴミュニ テ ィが成立す るに は、個 人の コ ミュニティへ の欲求 の他に、 コ

'㌻ ご二'ゲ←シ
ョンを支える仕組が必要 である:社 会的ユ ーテ ィ リテ ィとして、そ

の成立が技術的に可能であるのか。 コ ミュ・ニケーシ ョン及び コ ミュ芦 テ ィの種類

に よっては どの様 な メデ ィ.アが望 ま しいのか。そ の技術的 ・経済的可能性は どう

なのが等について も検討 が必要で ある。

●
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第ll部

デ ー タ コ ミ ュニ テ ィをめ ぐ る動 き
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第1部 「データ コ ミュニテ ィをめ ぐる動 き」は次 の2章 よ り構成 され る。

第1章 の 「データ コ ミュニテaに 関す る市民の欲求 とその事例」 では、3つ の事例

を取 り上げ、第1部 で述べ た コ ミュニテ ィの新 しい動 きについて整理す る。

第2章 の 「データ コ ミュニテ ィに関す る技 術的基盤」 では、パ ソコン通信、電子伝

言板、電子 メールな どのデ ータ コ ミュニテ ィを支 えるニュー メデ ィアの動 きを概観 す

る。
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第1章 デ ー タ コ ミュニ テ ィに 関 す る市 民 の 欲求 とそ の 事 例

1.1背 景 と視点

私達 は、今 、高度情報社会 を迎 え、新 たなる時代へ の適応を求 め られ よ うとして

い る。

この変化の波 は、企業 内部の組織活動 や企業 間の係わ りのみな らず、私達、個 々

人の生活、 さらには、諸外 国の人達 との交 流に と広範囲に渡 ってい る。

この様な高度情報社会 に於 ては、現在 よ りも一層情報が氾濫す ることは疑 いのな

いこ とで ある。 この情報 の氾濫 した社会の中で、私達 は、情報に流 されな いで 自己

の 目標 ・目的を達成 す るために必要な情報を的確に収集 し分析 し、意思決定 し行動

してい く必要が ある。

す なわ ち時代 の流れを的確 に見定 め、 目標 ・目的を設定 しその達成 のための手段

を構築す る戦略策定能力が今私達 に顕著 に求め られている といえ よう。

こ うした問題意識 のも とに私達 は、個人 の戦略 マイ ン ドの重要 さを痛切 に感 じる

のである。今後個人 が人生 における戦略 を達成す るには、様 々な分 野、個 人、組織

等を縦横無尽に ネ ッ トワー ク化 し、そ のネ ッ トワークか ら得 られ る情報 を分析 し、

そ して意思決定を行 い、行動す る時代 が到来す る と考 え る。

以下 に、実際にみ られ るネ ットワー クにつ いて、その事例 をみてい こ う。

ここで取 り上げ るのは、(1)ク リエイ ター達 のビジネスネ ッ トワー ク、(2)能力開発

のための ビジネスネ ッ トワー ク、(3)プ ライベー トネ ッ トワー クの3つ の事例である。

こ うした3つ の事例を通 して、先に第1部 「デ ータコ ミュニテ ィの概 念」 でふれ

た よ うに、 自らの 目的 に応 じて コ ミニテ ィを使 いわけ る(渡 り歩 く)人 々の姿を見

いだすであろ う。

㈱ ここで、「戦略」と 「戦術」について整理しておくと次のようになる。

戦略とは、ひとつの体系的なまとまりを持った計画や組立に於いて、最も中心的な位置にく

る目的・目標 ・方針の根本レベルを言う。

戦術とは、戦略達成に対する手段としての代案である。従って、戦術(代 案)は 、戦略が確立

されてからでないと決定できない性質のものである。

時々刻々変化する外部環境条件に対しては、柔軟な対応 ・対処が必要であり、そうでなけれ

ば、すぐに行き詰って、身動きできなくなってしまう。しかし、すべてを柔軟に対応してばかり
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い ると、何をや って いるのかわか らな くなって しまう。そ こで、変 更 してはな らない部分を戦略

といい、外部環境条件に対応 して変更 し、戦略 を達成する方策の部 分を戦術 とい う。

戦略 と戦術は、 もろもろの情報 によって決定 され る。情報処理システムに よ って戦略 と戦 術

は裏打ち され るといっ七 よい。 それ は個 人で あっても組織で あって も同様 である。

個人、組織 等の情報処理 システムを機能特性 の観点ヵ・らみ ると、次 の三 つに分類で きる。

(a)戦 略的情報処理

個人、組織等の方向づけ(戦 略)に 係わ る情報処理を行 う。つま り、個 人、組織 等の戦略策

定の創造的思考 プ ロセスその もので あ り永続 的繁栄に とって最大 の決め手 とな る情報 処理 で

あ る。外部環境条件 の変化 が激 しくなれ ばなるほど、この能力が問われ、その後の発展 も決定

づけ られ る。

(b)管 理的情報処理

ル ーチ ン的行動を管理 ・統制す るための情報処理である。特にルーチ ン的行 動 で は対処 し

得な い例外的な状況が発 生 した とき、この情報処理が重要 となる。例外的状況が、将来の方向

性を示唆 していること もあるので戦略 的情報処理 の観点か らそのつ ど見 な くてはな らない。

(c)業 務的情報処理

ル ーチ ン的行動 その ものに係わる情報処理 であ り、その内容 もルーチ ン的で あ る。 ニ ュー

メデ ィア機器が高度化 して くれば、省力化 されて くる。

以上三つ の情報処理 を図解 したのが図ll.1で ある。組織を中心に図解 して い るが個 人に

も当ては まるだろ う。

図ll.1情 報 処 理 の 三 パ タ ー ン

,

(関 心の焦点)

環境変化
への対応

ル ー チ ン行

:動 の効 率化

(部 分的無知)(創 造的思考)(時 間的視野)

警ギ ムニλ::み
管鋤 中 中 中 、ドル 中'中1
情報処理 、

、
一・p-■ 一 一・一ー一 ⊥-T-一 ー ー ー －h-一 … 、

大 、小'ボ ト・ 、小 太1業務的1小'
情報嘩

、,、 、

L___:L_一 一」
(ル ーチ ン性)(権 限階層)(機 械 化 余 地)

資料 「消費 と流通」(85年 夏33号 日本経済新聞社)
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1.2ク リエイター達 のビジネスネ ッ トワーク

(1)背 景

NW(オ フaス ネ ッ トワー ク)と は、 ビジネスの第一線で活躍するプ ランナー、

デザイ ナー、企画 マン等を組織化 し、来 るべ き情報社会 の本格的な到来 に備 え、

柔 軟に対応 してい くツールを構築す るため のネ ッ トワークであ る。

見回せば、われわれの身辺 にはさまざまな商品が あふれてい る。 それ ら一つ一

つ の 「物」 を見 る と、 「物」 その ものの価値(ハ ー ドウエア)と 、「物」 に付随す

る価値(ソ フ トウエ ア)と に分けて考 えられ る。た とえば 「衣食足 りて礼節を知

る」 とい う諺 があ る。 まず ハー ドウエアの充実 あって、 しか るのち ソフ トウエア

に関心が移 るので ある。つま りデザ イン(ソ フ トウエア)の 存在価値 が生 じる。

デザイ ンはハ ー ドウエ アに盛 りこまれた情報の価値で あるといえ よう。

た とえば、 ここに有名なデザ イナーズ ブラン ドの ドレスがあ る。 もとも とデザ

イ ンの価値 を数値 化す る方法 は難 しいので、その ドレスを買 うか どうか の選択は

金銭 の高ではな く、価値観 に よって決定 され る。安心を買 うと言いか えて もいい

だ ろ う。 自己満足 にすぎないか も しれないが、本人に とっては非常 に価値 のある

選択 であ る。一方 、別 の人に とっては全 く価値 を認めない ものか もしれな い。

図 皿,2ド レスにおけ る情報

e)-e)㌘i三=)

図[.2は 、 もしあなたが この服を着 ると、流行 の最先端を身につ けることに

な る。つ ま りあなたは 『進 んでいる』 と、他人に評価 され ます。それ を期待す る

な ら相応 の代価 を支払 うことをため らってはいけ ません。 とい う情報 を発信 して

いる ことに他 な らない。

あ らゆ るジ ャンルにつ いて言 える ことで あるが、生産技術は平均化 して しまっ
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ている。 どれを取 っても水準以上の品質が保証 されてい るとす る と、商品の価 値

はほんのわずかのデザイ ンの差に よって決定づけ られるのである。デザイ ンが ソ

フ トウエアの一種 で あることはすでに述べたが、更 にその ソフ トウェアを売 り出

す戦略 が別 の ソフ トとして考 えられ るのである。前者 を一次 ソフ ト、後者 を二次

ソフ トと仮定す ると、 これか らの社会は当然二次 ソフ トの重要性が増 大 して くる

だろ う。そ こで重要 な ことは どのよ うな コンセプ トを作 りあげ るか、つ ま り企画

力 が要求 され る とい うことである。

このオフィスネ ッ トワークは以上 の ような時代背景の もとに組織 された。

(2)概 要

成熟 した工業社 会は市 場にモノをあふれ させ財過剰時代を招いて しまった。結

果 としてモノが売 れず なかなか利益 があがらない。

一方、様 々な情報 メデ ィアの拡充に よって情報量が飛躍 的に増大 し、商品を熟

知す る生活者が多 くな った。それ らの生活者に更にモ ノを売 ろ うとす る時、工業

社会の思考では追 いつか な くな って きたのであ る。 そ こでなお新 しい商品を作 り、

売 るためには ど うして も新 しい発想 が必要にな って くる。戦略的志向であ り、 よ

り強力 な企 画力 であ る。

そ うした論理 の もとに株式 会社RDS(Research&DesignSystems)代 表 の

高橋憲行氏が企画会社 のネ ッ トワー ク化 を考え実行に移すべ く多 くの同業者に呼

びかけた。その結果、第1期 会員に109社(法 人、個 入合わせ て)の メ ンバ ーが

集 った。 それ ぞれ の 日常業務 の中で、 どうもこのままでは将来 の見通 しが立 てに

くい と感 じは じめてい る人間がいか に多いか とい うことで ある。誰かが言 い出せ

ばす ぐに ネ ッ トワーク化で きる土壌はすでに存在 していたのであ る。

RDSオ フ ィスネ ッ トワー クの主な活動 は

① 季刊 メデ ィア 『企画会社』刊行。

1985年12月 創刊。会員に配布 され、 同時に一般書店 に も販売 された。

②ONWニ ューズ レター 『NETWORKCOMMUNICATION』 会員相互 の コ

ミュニケーシ ョンの円滑化、促進化を図る。会員は 自由に紙面 を利用 し情報を

発信す る。

一47一



③RDSレ ポ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム ・ツー ルrRDSINTELIGENT

COMMUNICATIONMETHODS』 会員相互 の コ ミュニケーシ ョンツール と し

てはONWニ ューズ レターと同様 の機能 を持 って いるが、原則 としては情報 を

発信せざるは受信す る資格 な しとい うことで、活動 しない会員には この レポー

トは届け られな い仕組 にな っている。

上 記の3点 で あるが、会員相 互の情報発信、受信は盛んに行 われてい る。 た と

えばDM、 ア ンケ一一ト、電話、FAX、 ボイス メールボ ックス等に よ り、更 に将

来 は会員の情報を データベース化 しパ ソコンネ ッ トワー クを通 じ、 よ り一層効率

的な活動を展開 しようとしてい る。

白

(3)今 後 の展望

来 るべ き本格的な情報社会 の一翼 を担 うのは こ うしたr企 画 会社 』 のネ ッ ト

ワー クメンバ ーの フ.ランナーたちで あろ うとい う確信 をメ ンバー各 々が持 ってい

る。

しか しそれ には まだ始 ったばか りの このオフ ィスネ ッ トワー クを どの ような形

に発展 させ るか とい う課題が残 されてい る。

今 日の ように社会 のあ らゆ る断面で、構造 が多極化、多様化 し、生 き方 も価値

観 も極めて輻接 して くる と、 プランナ ーたちは今や競合す る よ り協力 しあってお

互いの得 意 とす る分野 の情報を交換(ス ワップ.)す る ことに よって、 お互いの事

業の よりよい発展 を期待 す る方が賢明である ことに気がつ きは じめた。

一つの核 が出来れ ばネ
ッ トワークは更に拡大 してい くこ とが予想 され る。なぜ

な ら、 メンバ ー同志 の相 互発信が盛んに行われ、更 に外部に 向って発信 しつづけ

ることに よって次第 にネ ッ トワーク思想が理解 されは じめてい るか らである。

㈱ なおアメリカでキリスト的慈善的精神基盤にしてビジネスネットワークの動きがみられるの

で簡単に紹介する。それはオネスト・ビジネス・ネットワークである。

オネスト・ビジネス・ネットワークはサンフランシスコを中心に共通の価値観、考え方すな

わち誠実、真面目、正直をモットーに良い人間関係を維持しながら、積極的な人生を生きるベン

チャービジネスの経営者を中心にした人の集まりである。`

組織の理念は、下記の項目でこれを守らない人は、組織から除名される。

①LoveY皿rBusiness(額 に汗して働くこと)
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■

②Contributet。theSociety(社 会に貢献す ること)

③Openyouraccount(財 務 内容を明 らかにす ること)

④haveafun(人 生 を楽 しむ こと)

⑤Shareと11thatyouhave(お 互いに持 っているのを分ち合 うこ と)

徹底 したGiveandGiveの 社会 での中でこそ、人間は生か される とい う考え方を持 っている。

基本 的に 自分達 に必要 な物や サー ビスは、 自分達で調達す ることにな ってお り、すでに400社

以上 の会社 が仲間にな っている。各会社 は、利益 を上げ ることよりも、良い人間関係 を作 る こと

が中心 になってお り、将来 自分が弱い立場に立た された時で も、仲 間から助 け て もらえ る よ う

▲こ、現在 の自分の力のあ る うちに徹底的に会員を助けてい くシステムにな っている。例えば、会

員が会社 を設立す る際、あ らゆ る経営情報の提 供、経営資源(人 、物、金)の サ ポー トが得 ら

れ、 当初 の困難な問題 に対 し、援助をお しみな くす るのであ る。

現在、農場の経営か ら、流通、小売店等 幅広 い業種が参加 してお り、自分 たちの嗜好を取 り入

れた レス トランまである。会員 は、会報紙 、パ ーテ ィー、パ ソコン通信等の手段に よ り、各種の

有益なデ ータが入手 でき、その ことが宣伝 も兼ねて いるので、会員は よ り納得 した ものを購 入

す ることがで きる。このネ ッ トワークの背景は、アメ リカ社会の特殊事情 もあるが、次 の点に集

約 される。

① 人間本来 の生活を楽 しむ

② 共存共栄 による相互扶助 の精神

③ 競争社会 のス トレスか らの開放

今後、共通 の価値観、考 え方を持 った グル ープは、ます ます増える もの と思われ る。

■

1.3能 力開発の ため のネ ッ トワー ク

所属 している会社 とは別 に、サ ラ リーマ ンの勉強会や趣味 のサー クル な どに、個

人的 に参加 してい る人が増 えてい るとい う。

自分が属 してい る会社や 、 自分が住 んでいる地域の コ ミュニテ ィでは、心の奥底

の乾 きまでは癒 せない。 そんな無意識 の感性 が高 まって きてい るので あろ うか。

サ ラ リーマ ンの間の勉強 会ブー ム、主婦 の間の カルチ ャーセ ンターブーム、そ う

した風潮は当分 お さま りそ うもない。

"イ ンフ
ォーマルセクター"と い う言葉が ある。政府や行政組織 や企業 とい った

フ ォーマルセ'クターではな い 自発的な組織態で、構成 メンバーの一 人ひ と りが 自ら

の 目標 を もち、それを具現化す るために集 まっている組織形態 と定義 され る。 さし

ず め"株 の勉強会"や"源 氏物語を読む会"な どもインフォーマル セクター とい う

ことになるのであの るが、将 来はイ ンフォーマル セクター的組織形態 が中心的存在
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とな り、それをサ ポー トす るよ うな形 でフ ォーマルセ クターが機能す るといった未

来像が語 られ ることもある。(増 田米 二 「原 典 情 報 社 会 」TBSブ リタニカ刊、

1985)

今の勉 強会や趣味 の グル ープは、はた して将来の社会を担 う"イ ンフ ォーマルセ

クター"に な りうるのであろ うか。 またそ こには、今後大 きな進展 をみせ るであろ

う、いわ ゆるニ ュー メデ ィアは どう関わ って くるのであ ろ うか。

以上 の ような観点 で 「発想 トピア」 とい うサ ラ リーマ ンを中心 とす るグループの

活動 を以下に紹介す る。

(1)概 要

① 〔「発想 トピア」 とは〕

K氏 は大手電子機器 メーカーで貿易 関係 の業務 につ いている。仕事 とは直接

には関係ないが、いろいろな集ま りに積極的 に参 加 され ていると言 う。

と くに既存 の勉強会 に不満があったわけで はな いが、 自分の興味 の向 くまま

に、気楽 な集ま りをつ くった ら、関心を持 って くれ る人がいて、 自然 と輪が広

が っていった。 とK氏 は言 う。「発想 トピア」には現在20～30名 程 のメンバ ーが

お り、年令層 も20～40代 と幅広い。大手企 業のサ ラ リーマ ンが多 いが、他に も

国鉄職員や編集者、 コピーライター、デザ イナ ー、 ホテルマ ン、マーケ ッター

OL、 学生 な ど顔ぶれ は多彩であ る。 皆K氏 が勉 強会 で知 り合 った り、 また

「友達 の友達 は友達」 とい うかたちで参加 してい る人たちである。

「発想 トピア」には機関誌 とい って もK氏 自らの手書 きになるものであるが、

このなかなか味 のあるペーパ ーは もう16号 を数 えてい る。 その機関誌に よって

「発想 トピア」 の今 までの活動を振 り返 って み る と、 お花 見や 観劇 、 タ ウ ン

ウオッチ ング、 パーテ ィへの参加、テニス、温泉巡 り、またスプーン曲げの超

能力少年を よん で実際に 目の前でスプー ンを曲げて もらった、 となかなかヴ ァ

ラエティに富ん でい る。

しか し 「発想 トピア」 とい うネー ミングが示す よ うに、 この会は単に学 生同

好会的活動のみ に終 始 してい るわけではない。 「いろいろ と遊 び楽 しんで 発想

の幅を広 げ ま しょう」 とい うことで様 々な遊 びを メンバーの提案で一緒 に楽 し
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むが 、また 同時に"発 想法"の 勉強 を皆で行な う。会 の名称か らみて も当然で

あるが、む しろ"発 想法"の 方が表看板で、同好会 的"お 遊び"は 徒なのであ

る。

この一年 の間に も、清里のペ ンシ ョンや伊豆 の土肥温泉で合宿を して、キー

ニーズ法 とい う発想法を実践 している。"キ ーニーズ法"と は あるノウハ ウに

そ って発想 を展開 してい くと、いままでには思い もよらなか った ようなひ らめ

きが でて くる とい うもので あるが、 この手法に よって、清里高原では新 しい旅

行 ビジネス と外食産業 のアイデ アを、また土肥温泉 では 「毎 日をいきいきと元

気に生 きるには」 あるいは 「三ケ月働 いて一生暮 らす法」 とい うアイデ アを求

めた。

② 〔機会開発者の集 ま り〕

「発想 トピア」が学生の同好会等 とは違 う点 は、構成 メンバ ーが年齢 的に も

また職種的に も多岐にわた っている点 であ り、またメンバ ー一人ひ と りの意識

が同好会的お遊びには終わ っていない点で ある。

「発想 トピア」 とい うネ ー ミングや あるいは"キ ーニーズ法"の 実践 とい う

テーマにひかれて くる人 々には、人生 に対す る真摯 な態度、人生を よ りよく生

きよ うとい う姿勢があ るよ うにみえる。単に享楽 的にモ ノや コ トを消費するだ

けの"流 された人生"で はな く、 自らの生活を 自らで創 りあげてい くとい う志

向を もった人たちで ある。

土肥温泉での合宿の テーマ も、キーニーズ法 を使 って 「毎 日をい きい きと元

気に生 きるには」あ るいは 「三 ケ月働 いて一生暮 らす法」を考 え出そ うとい う

ものであ ったが、そ こで展開 され た内容ははか らず会の性格や メンバ ーの個性

を よ く現 してい る。

「毎 日をい きい きと生 きるには」 とい うテーマか らは、 ニュービジネスのア

イデ アとして"総 合PI(パ ー ソナル アイデ ンテ ィテ ィ)産 業"と い うサー ビ

ス業 のアイデ アが浮かび上がってきた。

本 当の 自分を気付か せて くれ、 よりよ く生 きる道を悟 らせて くれ る情報 シス

テム。 またそれ に付随 して商 品情報やパ フォーマ ンス情報 を適宜与 えて くれ る

ような情報 サー ビス。 あるいは人生の選択 に悩んでいる ときに、そ の人に あっ
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た適切なサジェスチ ョンを して くれ る しくみ。 また ウツ病的な症状に陥 って沈

み込 んでいるとき、心 と体のバ ランスが崩れてい るとき、その人の症状や体質、

性格に あわせて治癒能 力を高める処方 を示 して くれ るデータ システ ム。 そ うし

たサ ービスを提供 して くれ る何 な りか の しくみな り組織形態 な り産業な りが考

えられないか、以上 の ような事柄 に話題が集中 した。 これは参加 メ ンバ ーの多

くが、すでに似た よ うなサ ー ビス の体験を していた事に よるそ うで ある。ある

者 は脳力開発の プログラムを受講 し、それ を毎 日の実践 に活か してい る。 また

ある者はLife-Dynamicsと い う自分 自身 を発見す るセ ミナーに参 加 している。

またあ る者 は ヨガを毎 日実践 し、人間 の能力を飛躍 的に高 める とい うキ ャクラ

の開発に努 めて いる とい うように。

「情報社会」 とい う未来社会 の概念 を提 出 して い る増 田米二 は 、来 るべ き

「情報社会」におけ る人間 の基本的価値観を"機 会 開発"と い う言葉で表現 し

ている。"機 会 開発"と は、 自らの将 来の可能性を追求 し実現す ることに価値

を見 いだす こととされ るが、将 来は物 的価値 を信奉 した消費 者的生活者か ら機

会開発者的生活者へ と人 々の価値観 が変化 してい くとい うもの で あ る。(増 田

米二 前掲書)

「発想 トピア」 と個 々のメ ンバ ーの考 え方や生 き方 を見て いる と、 ま さにこ

の"機 会開発者"と い う言葉がぴ った りくるように思われ て くる。 「発 想 トピ

ア」 の個性は、その価 値観の面において、来 るべ き未来社会を志 向 し、それを

先取 りしている といえ よ う。

(2)今 後の展望

〔イ ンフォーマル セクター としての 「発想 トピア」 のゆ くえ〕

キーニーズ法 はニ ュー ビジネスや新 しい商品を開発す るた めの発想 の ノウハ

ウである。「発 想 トピア」の合宿で も最終的にでて きたのはrPIコ ンサルタ ン

ト業」 とい った企業形 態のイ メージで あった。だ が、それでは一企業が 「企業

内起業家」 的発 想でニ ュー ビジネスを考え るために合宿 したの と同 じに なって

しま うのではないだろ うか。以下は 「発想 トピア」 の将 来 にわ た る可能 性 を

"イ ンフ
ォーマルセ クター"の 将来像 もか らめて考 えた もので ある。
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まず、未来社会においては、 自らの可能性 を追 求 し実現す るとい う"機 会開

発者"が 増え ると考 え られ る。"機 会 開発者"た ちはそれぞれ、 よ りよい機 会

開発 のために仲間をつ のるであろ う。 それ は既存 の企業や ビジネス主導型(営

利主導型)の 集ま りとは異な る"イ ンフ ォーマルセクター"と 呼ばれ るもので

あろ う。「発想 トピア」は、ある志 向性を同 じくす る機会 開発者的 メ ンバーがつ

の っている とい う点において、ま さに この非営利型インフ ォーマル セクターで

ある。 そ うした非営利 型イ ンフォーマルセ クターをサポー トす るもの として企

業 があ り、地方 自治体 があ り、国家 があ る～ とい う発想 を とるな らば 、先 の

「総合PI産 業」 とい う企業形態 もそ うしたサ ポー ト機構 として位置 づけ られ

るこ とにな るはず である。

だが ここで もう一歩すすめて 「発想 トピア」 自らが以上の ような発想 のも と

にサポー ト機能 も兼ね る、 とい うことを考えてみ よう。 自分たち一人ひ と りに

とって本 当に必要な情 報は何 なのか、 自らが機会 開発者 的 に生 きて い くには

いったい いかな る情報 が必要 なのか、 その ように考えてい くとイ ンフォーマル

セクター自身が企業的 な顔 をもち、一種 のサ ービスを行 うとい うことに もな っ

て こよ う。 しか しそ こでのサ ー ビスの企業形態は従来の ような競争原理 に支配

された ものではな くな るはずであ る。志 向性 を同 じくした者が、 自らの機会 開

発者 としての自己実現のために、共にあ るひ とつ の創造的情報をつ くってい く。

それ は相手 をお としめ るとい う形 での現代社会 の競争原理 とは まった く異な る

もので ある。

例えば、将来大 きく広 がるで あろ うパ ソコン端末のパー ソナルネ ッ トを用 い

て機 会開発者 向けのデータベースがつ くられ るとする。 自分 が本 当にや りたい

ことが、そのデータベ ースを通 してわか るよ うな、そ うした しくみ。 あるいは

「毎 日をい きい きと生 きる法」 が個 々の性格 に応 じて示 され るよ うな システム。

そ うした情報 データベ ースはイ ンフォーマルセ クターでこそ価 値 ある内容をつ

く りだす こ とがで きるのではないか。 しか しそ こではパ ー ソナル レベ ル での

様 々な情報が積み重ね られ、熟成 され 、本 当に個 々人の生 き方 に とって重要 な

情報が産 み出 される ことが一義的な価値 とな るのであるか ら、 それ は市場競 争

原理 とは合 い入れ ない もの とな るはずで ある。
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イ ンフォーマルセクターをサポー トす るとい う立場か らつ くられ たサー ビス

業 の形態は、イ ンフォーマル セクター自らがつ くりあげた ものであればなおの

こと、今 までの市場原理 とは根本か ら異な った ものとして発想 されなければな

らな いので ある。

「発想 トピア」 のよ うな既存 のフ ォーマ ル セ クタ ーでは ない集 ま りが基 と

なって、新 しい生活価値観に根 ざ した新 しい コ ミュニテ ィが形成 され る可能性

が現在高 ま りつつ ある。そ こではパ ソコン通 信に代表 され る ようなパー ソナル

レベルでの ニュー メデ ィアが、そ うした変革を促進 し助 け るような道具 として

活用 され るにちがいない。 `

L4プ ライベ ー トネ ッ トワー ク

(1)背 景

サ ークル とは、多方 向的 コ ミュニケーシ ョンを 内在 させている点で、個 人の立

場か ら見れば、それ 自体本来 的にネ ッ トワークそ のものと言え る。そ して、それ

が故にサ ークルは より新 たな結 びつ きを求 めて活動 してい く力を内に秘めた存在

で もある。 もし、 サークルが、従来 の様 々な制 約を越 えて、単な る閉鎖的 、 自己

完結 的ネ ッ トワー クか ら、 よ り拡 が りを持つネ ットワーキ ングを担 う主体 とな り

得 るな らば、サー クル も実体 あるデ ータ ・コ ミュニテ ィのひ とつ足 りうるであろ

う。

今 日のサ ークルに見 られ る新 しい傾 向の第1と して、サ ークルのテーマ性 の希

薄化が あげ られ よ う。

サ ークル とは、SASの 昭和60年 度情報 メデ ィア研究報告書 におい て は、 「構

成 メ ンバーが自己 の興味 ・主義主張 をベ ースに参 加する グル ープ」で ある 「フ レ

キシブル コ ミュニテ ィ」 のひ とつ として捉 えられてい るが、今や 自己 の興味 ・主

義 主張の対象であ った はず のテーマが(そ して本来 な らば、 テ ーマ こそ が その

サ ークルをそのサ ークルをそ のサークルた ら しめていたはずなのだが)暖 昧化 し

て きているのであ る。 これは従来 の常識(?)か らすれ ば、 と りも直 さず サー ク

ル の弱体化 を意味す るものだが、決 してそ うではない。 テニスサークルひ とつを

とってみて も、 テニスとい うテーマに こだわ るサ ークルは少 な くな り、 テニスも
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スキーもヨ ッ トも何 で もござれのサ ークルが増 えつつ ある。サ ークル の名称 に し

て も例えば 「オールシ ーズ ンスポー ツクラブ」等 テーマの幅が広か るばか りか 、

スポーツのみ な らず デ ィス コパ ーテ ィの企画に熱心だ った りす る。すなわち、気
'
の合 う仲間同士 で何事 であろ うともエ ンジ ョイす る レジャーサ ークルが多数派 に

な りつつあるのであ り(言 わず もがな、学術 ・文化系サー クルは今や 日影 のマイ

ナ ー派 である)、 言い換えれば、集 まる ことは、従来そのテーマや 目的を深化、発

展 させ るため のある種 の手段 であったのが、集 まること=楽 しむ こととして、ひ

とつの 目的 と化 しつつあ る。

新 しい傾向の第2と して、サ ークルは"ネ クラ集 団"か ら"ネ アカ集団"が 主

流 にな りつつ あ る。 サー クル と言 う言葉 には、 これ までは"青 年 の家に集 う悩 め

る青年達"と い った どことな く辛気臭 さ、今風 に言 えば"ネ クラさ"を 伴 うもの

であった。 しか し最近 のサ ークルを見 ていると、"ネ アカ"で なけれ ば意味がな

い とい った風情 である。 とにか く今や サークルは、何事 も楽 しむ ことが先決で あ

る。サ ークル のテーマに して も、 どれだ け"イ キ"に 楽 しめるかに よって決 まっ

て くることで あって、 ひ とつ のテーマに こだわ り熱中する ことは"ネ クラ"な こ

と として、嫌われつつ ある。

第3に 、サ ークル 内の コ ミュニケーシ ョンのスタイルが、"イ ミ"あ る対話、

議論か ら、"イ キ"な"お しゃべ り"に 変わってきた ことが指摘 で きる。 これは、

第1、 第2で 述べた こ ととも密接 に関連 してお り、"イ キ"な テ ー マを"ネ ア

カ"に 楽 しむためには、 コ ミュニケーシ ョンスタイル も気軽に楽 しめる"お しゃ

べ り"で な くてはな らな いのは必然であ る。 これは、後で実例 として採 り上げる

が、「オシャベ リクラブ」とい う名のサ ークルが出現す るな ど、意外に象徴的な事

実 である。

最後に、以上述 べて きた こととも関連 して言える ことだが、サ ークルの一般的

性格が、総 じて閉鎖的、内向的であ ったのが、開放 的、外向的 な ものに変わ って

きた。サー クルでイベ ン ト、パ ーテ ィばや りであるのもそのひ とつの表われ であ

る。 「らんぶ る」 とい う社会人 を主体 とす るサ ークルは、お よそ 月1回 くらいの

ペ ースで、 スキーツアー、テニスキ ャンプ、 ヨッ ト教室、海外旅行 、 シンポジウ

ム(こ れが加わ ってい る ところに主宰者の世代的古 さを感 じて しま うのだが)等 、
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様 々なテーマのイベ ン トを開催 、それを もってサー クルの活動 としているのであ

る。現在 イベ ン トの通知 を出 しているのは、 これ までに参 加 した者 の約 半数 の

300人 程であ り、完全 に誰 で もオープンとい うシステ ムは採 ってい ない点、 単 な

る主宰者側の連続 イベ ン トでは な く、サークル としての性格 を持 ってい る。 しか

し、出会いを コンセプ トと して いるそ うで、そ の意味では、 内輪 の自己完結的集

団ではな く、外 に 向か って開かれたネ ッ トワークで もある と言え よ う。

これ らの一連 の傾 向に対す る評価は一概に下せない ものであ るが、あらゆ る面

でフ レキシ ビ リテ ィが増 してい る点で、 よ り一歩進 んだ コ ミュニテ ィへの崩芽を

多分 に含んで お り、サー クル ・ネ ッ トワークの可能性 は高 まっている。

A

■

(2)概 要

ここで、ネ ッ トワーキ ングの主体 としてのサー クルの可能性 を より明 らか にす

るために、2つ の具体例 を紹介 したい。 ひ とつ は、 テーマにこだわ らない 自由な

多重的ネ ッ トワー クの構造を もつ 「オシ ャベ リクラブイ ン歩一ナシ ョナル」で あ

り、 もうひ とつ は、あ くまで もテーマに こだわ り、 テーマを追 求、深化す ること

に よ りネ ッ トワー クの輪 を拡 げ ようとす る筆者 の主宰す る 「トーナメ ン トテ ニス

クラブコムス」で ある。

「オ シャベ リクラブイ ンターナシ ョナル」 は、社会人 主体 のサークルで、現在

メンバー数600余 名、クラブ内にスポーツ関係、文化 関係各約20近 いサー クル(グ

ル ープ)を 持 ってい る。そ して、 メンバーは、そ の どれ にで も、い くつにで も自

由に参加 で きるよ うにな って いる。 そのた め、平 日も含 めてほ とん ど毎 日の よう

に何 らか の会合 、イベ ン トが ある。 もちろん、それ ぞれ のサー クルには リーダー

的存在 がいるわ けだが、いずれ も各 サー クルは"言 い出 しっぺ"が 中心 とな って

サー クル を発足 、ス ケジ ュールを決 め、 メ ンバ ーに呼びかけて成立す るしくみ に

な っている。 これ を可能な らしめているのは、 ク ラブ創始者の努力 と時間的余裕

に よる ところが大 きい。何 よ りも、創始者が地 の利 のいい赤坂 の自宅を平 日の毎

晩6時 か ら10時 まで メンバーが 自由に出入 りで きるサ ロンとして開放 、そ こに行

け ば、 メ ンバ ー同士 の 自由なお しゃべ りは もち ろん、新 たな出会い もあ り、毎 日

の如 くあるサ ー クル行事 も、備 えつ けの ノー トを見ればす ぐわか るように なって
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いるのである。 ノー トには"言 い出 しっぺ"か らの メッセージ と、行事の 日時、

内容、募集人員が書かれてお り、参 加 したい者 はそれを読み、名前を記入 して い

く。そ うすれ ばそ の行事に参 加で きるわ けであ る。 どんな行事が あるかの問い合

わせや 申 し込み は、電話で も受けつ けてお り、それへの対応は創始者が担当 して

いる。そ のため、彼の存 在は クラブに とっての メデ ィアでもあ る。会報は発行せ

ず、 スケジ ュール をのせた前述 のマスター ノ ー トが1冊 あ るだけ な ので 、 メ ン

バ ーは、"サ ロン"に 出向いてノー トを見 るか電話 のいずれかで情 報にア クセス

す るわけだが、 まさに これはパ ソコン通 信 が導 入 で きれば、"サ ロン"で の お

しゃべ りも含めて、そっ くり代替す る ことがで きる。 しか し、そのためには、 メ

ンバ ー全員がパ ソ コンと音響 カプラーな い しは モデ ムを持つ ことが前提条件 であ

り、む しろそれ以前に、 その内実を実現 して しまった ことに、創始者 に依存す る

特 殊な条 件化 とは言え、注 目すべ きで あろ う。

ちなみに、 こうした試みが成功 してい る背景には、ネ ットワーカー としての創

始者 の組織論 も見逃せな い。それ は、 カウンセ リング的に、 メンバ ーや入会希望

者 の欲求 、興味 を引 き出す ことに よ り、 メンバー中に、それにふ さわ しい仲間を

見つけ 出 し、引 き合わせ るとい う方法 であ る。 ここか ら、次 々とクラブ内に新 し

い サークルが生 まれ、拡 が っていったのである。

さて、 も うひ とつの具体例 である 「トーナメン トテニスクラブ コムス」 につ い

てであ るが、 この クラブは今 まで見 てきたサ ークルの今 日的動 向か らすれ ば、 ほ

とん どそれに逆 行する クラブであ り、その意味ではマイナーなクラブである。 レ

ジ ャー としてのテニスで はな く、ス ポーツとしてのテニスを、楽 しむだけ のテニ

スではな く、試 合に参加 し勝つ テニスを、 とい う"こ だわ り"を もち、そ のため

ク ラブ としては冬 もスキ ーに行かず、夏 も海 に行かず、暑か ろ うと寒かろ うと一

年 中テニスである。 これは、 自然発生的に出て きた ことではな く、創始者が クラ

ブ コンセプ トとして意図的にかかげたのであ り、それに同意す る者を公募 して発

足 したので ある。 まだ発足1年 足 らず ではあるが、現在 メンバ ー数60名 、全土 日

祝 日に公営 コー トを常時2面 確保 して練 習 している。テニス雑誌 を中心 と した公

募だ ったせい もあ るが、試 合に勝つ テニス=ト ーナメン トテニス とい うコンセプ

トには、それ な りのインパ ク トが あった ようで、首都 圏は もちろん、山梨県 、福
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、

岡県 か らも反応が あ り(福 岡県の ものは、 自分 も同趣 旨のサ ークルをや ってい る

とい う連帯(?)の 挨拶 であ った)、 問い合わせ総数は150に 及んだ。 これ は、す

で に述べ てきたテ ーマ性 の希薄化等 のサー クル動 向の一方で、"分 衆時代"に 即

応 した よ り専門化 、細分化 した テーマ設定 で あ った こ とが 、逆 に従 来 の テ ニス

サ ークルに飽 き足 らなか った層の共感を得 たため と解釈 して大過 ない と思 う。実

際 の活動 面では、やは り冬は スキ ー優先 とい うメンバーがいた り、 メ ンバ ーが1
'都

3県 にわたっていた りす るため、1回 あた りの参加者数 は10～20名 とメンバ ー

総数 の割 には少 ないが、2時 間の練習時間に片道2時 間かけて通 って くる者 もい

る。

クラブ コンセプ トの活動への具現化 と しては、毎月1回 必ず行 うクラブ内 トー

ナ メン ト(シ ングル ス)、それに基 づ くクラブ内ランキ ングの設定、他 クラブ との

対 抗戦 、 クラブ主催のオ ープ ン トーナ メン トの開催 等 があ るが、 いず れ も今後

様 々な手法 の深化、発展を図 ることで、 よ りネ ッ トワー ク的展開が望めそ うな も

のである。 ラ ンキ ング制度 については、すでに プロテニスの世界では、国 内外 と

もに コンピューターランキ ング化 されてい るが、それ と同様に、オ ープン トーナ

メ ン トをサーキ ッ ト化 し、パ ソコンに入 力すれ ばアマチ ュアランキ ングも可能で

ある。 また、 クラブ内 ランキ ングも、他 サー クル と共 同で、同 じプ ログラ ミング

の もとに行えば、相互 に対戦 しな くて も、データ上、 またはオ ン ・ライ ン上では

り合 うこともある程度可能 であろ う。 また、現在す でに首都圏100以 上 の テ ニス

サ ークルのデータが手元に あるが、 これ をデータ ・ベース化す ることに よ り、内

部的には もちろん、外部か らの入会希望や対戦相手探 しの ニーズに も応 え ること

がで きる。 さらに上記個人 ラ ンキング とサークルの両 データを うま く生か せば、

デ ビス カ ップに似せ て、多数サ ークルに よるオープ ン対抗戦 も容易 になるであろ

う。

これ らにつ いては、 クラブが まだ歴史 も浅 く、クラブの主体性、力量や経験、

伝統 が未成熟 なた め、今後 の課題に属す るこ とが多 い。 しか し、創始者が名古屋

にいた時に設立 し、現在名古屋で も活動 している同名 クラブとの情報交流 、対抗

戦や 、算出ル ール の統一に よるアマチ ュアランキ ング制度の設立 は現在進 めつつ

あ る。
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(3)今 後 の 展 望

以 上 、 い くつ か の 例 か ら サ ー ク ル 動 向 の 素 描 を 試 み た に 過 さ な い 。 しか し 、

サ ー ク ル の デ ー タ ・ベ ー ス 化 に よ る 活 用 は 、勉 強 会 に つ い て は 「知 恵 の 輪 」、 サ ー

ク ル 全 般 に つ い て は ㈱ サ ー ク ル ・サ ー ビス(サ ー ク ル 活 動 振 興 会 が 委 託)に よ っ

て す で に 現 実 に 行 わ れ つ つ あ る。 今 後 は 、 如 何 に し て 創 始 者 個 人 の 個 性 、 力 量 を

サ ー ク ル 自 身 の も の と し て 共 有 化 、 シ ス テ ム 化 で き る か 、 ま た 如 何 に し て 、 よ り

希 望 者 の 個 別 ニ ー ズ に 即 応 した 形 で 、 自 由 に 利 用 で き る シ ス テ ム を 作 り得 る か に 、

サ ー ク ル ・ネ ッ トワ ー キ ン グ 発 展 の カ ギ が か っ て い る。

㈱ なお、上記 の2つ のサー クルの他に例 えば 「学習交換所」 とい うものが ある。

ALEN(ア ソシエー シ ョン ・オブ ・ラーニング ・エクスチュンジ ・ネ ットワーク)は 、 「教

えたいこと」 「学 びた い こと」 を持 った人間同志が先生に な り、生徒にな ってお互いの知識や技

能を交換 し合お うとい う一 種の ミニカルチ ャーの組織で、米国のシ カゴにあ る学 習交換 所 の シ

ス テ ムを見習 って東京に約4年 前 に設立 された。地域社会に埋れた知識 、技 能 の持ち主 だち に

よる学習ネ ットワー グづ くりの構想の もとに、現在では約500名 のメ ンバーの特技、趣 味等が約

200の テーマ別に分類 されてお り、会員はいつで も見 ることができる。 コンピューターシステム

は去年 に完成 したばか りで、現在:事 務所 で検索す るか又は電話を使用 してパ ソ コン通信 を利

用する方法 があ り、パ ソコンを持 っている会員には好評である。今 までデ ー タ検索 にか な り時

間がかか り、 めん どうであ ったが、パ ソコンを利用 したおかげ で、名前別、 住所別 、 テーマ別

に、すばや く、自宅 で も検索 可能になった。現在 このシステムの運営は、ソフ ト会社のボランタ

リーの活動に よって支 え られている。ALENの ような活動が 出現 した背景 として

① アマチ ュアのプ ロ化

② 趣 味、特技の多様化

③ 積極 的な人生を考 える人 の増加

④ 自己表現 、実現を した い人 の増加

等考 え られる。経 済的に考 えて も、適切 な値段で、自分の都合に良い時間 で、好 きなだけ学 習

が可能で あ り、自分が講師にで もなれば、多少の収入が可能 である。又、いろいろなテーマがあ

り、特殊 な技術、国家試験 の保持者のア ドバ イス等は、必要 な人にとって、お金にかえ られない

ものが あると考 えられ る。

日本に滞在す る外 国人 に も強いニーズがあ るので今後 おそら く同様 のシス テ ムが 構築 され、

このネ ッ トワークが、国際化 する可能性 もで きている。そ うなれば本場で ジ ャズ の勉 強 を した

り、 日本 国有の芸術を外国 の方が気楽に習いに来 た り、民間 レベルの外交 が増 加す る ものと思

われる。
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第2章 デ ー タ コ ミュニテ ィに 関す る技 術 的 基 盤

2.1ニ ューメデ ィアの現状 と将来望

(1)パ ソコン通信

パ ソコン通信(パ ーソナル ・コンピュータ通信)と は、英語の テ レコンピュー

テ ィング(Telecomputing)の 訳語 であ り、現在 、広 く普及 しつつ あるパー ソナル

・コンピュー タに通信機 能を持たせ、電話回線を介 してパ ー ソナル ・コンピュー

タ相互、あるいは遠隔地 に あるセ ンター コンピ ュータ との通信を可能 にす るこ と

に よって、文書転 送、 プ ログラム転送 、情報入力、デ ータベ ース検索等 のアプ リ

ケーシ ョンを実行 で きるよ うに したニ ューメデ ィアで ある。

つ ま り、強力 な通信機 能 と情報処理能力を持 ったパ ソコンを使 って、いままで

になか った電子掲 示板や電子 メール、電子会議な ど、新 しい通信 システ ムや効率

的なデ ータベースの検索 に利用す ることがで きるので ある。

'

① パ ソコンの特性

パ ソコンは、最 近 で は 出 荷 台数 の伸 がやや衰 えた ものの、我が国では既に

200万 台以上が設置 され てお り、フ ァミリー コンピュータを含 め れば一 千万 台

に達 しようと している。 この急速 な浸透に よって、パ ソコンは今や電話機なみ

に家庭に入 り込 んで電話 に匹敵す る通信 メデ ィアに発展 し うると目されてい る

が、これは、パ ソコンの有す る次 のよ うな特性 に よるものであ る。

(i)一 台で各種 の用途 に利用 できる。家庭 に入 り込 むには、設 置スペースや費

用の点か ら、用途別 に異 なる端末を設置す ることはで きない。その点パ ソ コ

ンは、 ローカル処理 で文書処理、簡易デー タベース、 ゲー ム等、相 当の こ と

がで きる上、大型 コンピュータ と結合す る ことに よって高度 なサー ビスの提

供を受け ることも、他 のパ ソコンとメ ッセージ交換 をす ることもできるため、

これ一台でほ とん どのニーズに応 えることが可能 とな る。

(ii)経 済的で ある。 ここ数年 でパ ソコンの価格 は 大幅 に下 が って お り、 メ ー

カーの製造 ライ ンは家電 製品 として大量 生産 を行な ってい ることか らして も、

さらに安 くな るもの と期待 で きる。 また、通信 を行な う場合で も通信 アダプ
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タが数万円程度 で入手 で きるよ うにな る上、通信 回線 も既存 の電話回線を流

用 で きる ことか ら、全体 として経済 的な通信手段 と考え られ る
。

⑩ 簡単 に利用で きる。パ ソコン用 ソフ トウ ェアの発展 に伴 い、専門家 でな く

とも各種の プ ログラムが手軽 に利用 できるよ うになってきた
。 さらに、デ ィ

スプ レイや新 しい入力装置を活用 して、マ ン ・マシン ・イ ンタフ ェースの改

善 が進 んでお り、利用者層 の拡大 が図 られ ている。

㈹ 将来性が ある。時代 と共 に発展す る通信網に柔軟 に追従 できることや
、通

信 方式等 の面 で全世界的傾 向に沿 ってい ることが、社会で広 く利用 され る上

で大切 であるが、パ ソコンは これ らの動 きに対 して敏速 に対応す ることがで

きる。

「

② パ ソコンに よる通信

パ ソコンは、初期は スタン ドア ロンでの利用がほ とん どであったが、通信機

能を有 してか らは、パ ソコン間通信やネ ッ トワーク化、 あるいは コンピュータ

端末 としての利用 が盛 んに行なわれ るよ うになってきてい る。

当初 は、公衆 回線(電 話回線)を 利用 し、発信者が通信相手 をダイヤル して

選択す るこ とに よる、1対1、 あるいは1対Nの 通信か ら始 まった。 しか しな

が ら、最近 では、 ビジネスユースの他、 ホ ビー ス トの集 団等 に よって専 用 の

ネ ッ トワー クが構築 されて いる。

専用 ネ ッ トワークにおいて も公衆 回線 を利用す ることは変わ りないが
、網制

御用の コン ピュータを設置 するこ とに よ り、網側で メール ボ ックスを持 った り、

同報機能 を提供 でき るようにな ってい る。 このため、各個 人が所有す るパ ソコ

ンは、 いつ着信す るかわか らない未知 の相手か らの通信 のために
、常に電源 を

入れマ シンを立ち上げてお く必要 がな くな り、 よ り実用的にな った。

専用 ネ ッ トワー クが提供す る掲示板機 能(BBSサ ービス)等 に よ り、特定

の話題 に関す る不特定多数 のネ ッ トワー ク加入者の意見交流が可能 とな り
、 自

然発 生的に新 しい形 のデ ータコ ミュニテ ィが形成 で きる。その機能 としては以

下 の通 りである。
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(i)電 子掲示板

現在、展開 されてい るパ ソコン通 信サー ビスの中でいちばん多 いのは電子

掲 示版(BBS/BulletinBoardSystem)で ある。 これ は、コンピュータを

使 った公衆掲示板で、米 国 のザ ・ソース(TheSource)、 コン ピュサ ーブ

(CompuServe)等 の商用 データベースでは細か くSIG(SpecialInterest

Group)と 呼ばれ るジ ャンル別 に分かれ てお り、ユ ーザは適 当な場 所 に メ ッ

セー ジを送 ることがで き、 また他の メンバ ーの書 いたものを見 ることがで き

る。

(ii)電 子 メール

電子 メール(ElectricMaiDと は、パ ソコン通信ネ ッ トワークに加 入す る

と、ユーザはそれぞれ専用 のメール ボ ックス と呼ばれ るユーザのID番 号に

対応 したスペースをホス トコンピュータのメモ リー上に与 えられ、特定の相

手に メ ッセージを送 った り、 また他 の メンバーの書いた ものを見 るこ とがで

きるサー ビスである。

⑩ 電子会議

電子会議(ElectricConference)と は、複数 のメンバーが、特定の課題につ

いて、 コンピュータを通 じて討論す るシステムで、会議 を リー ドす る中心的

メンバーの提案 に対 して、参加者が それぞれ、時間 と場所 に とらわれず、 い

つで も、 どこからで も自由に暇 をみ ては意 見を書 き込んでい く形 を とる。つ

ま り、会議 といって も、必ず しも会議 の参 加者がすべて同時 に出席 して、そ

れぞれパ ソコンの前 に座 っていなければな らない とい うわけではない。す な

わち、多 数の人が、同時に時 間を さかなければならなか った これ まで の机 を

前に した会議や 、テ レビを使 ったテ レコンファ レンス(遠 隔会議)と は違 っ

て、各 自の時間を有効 に利用 しなが ら、かつ会議 を進行 してい くことがで き

るのであ る。

③ パ ソコン通信方式の標準化

大型 コン ピュータ間 の通信手順(プ ロ トコル)に ついては、 メイ ンフ レーマ

を中心 にネ ッ トワー ク ・アーキテ クチ ャとして各種の方式 が実現 されて お り、
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以前 か らこれ らを統一す る動 きが ある。ISOやCCITTで 標準化 されてい

るOSI(OpenSystemsInterconnection)等 がその例で あるが、我 が国の郵政

省 もCCNP(ComputerCommunicationNetworkProtocol)な る標準 プ ロ ト

コルを提唱 してい る ところである。

パ ソコン間の通信方式 としては、JISで 規格 が決 め られ て い る、RS-

232Cと 呼ばれ るものが あ り、多 くのパ ソコンには これに基 づ い て通信 を行 う

機能 が付加 されてい る。単純なデ ータ伝送程度であれば この方式 で十分 である

が、高度な通信を行な うた めに上記のOSIモ デルに従い、 パ ソコン用 に開発

され た方式がJUSTあ る。 これは、郵政省が提案 した標準方式 であ り、CC

ITTで も検討が予定 されてい る。 この方式の特徴は、次の ような ものであ る。

(i)我 が国の電話網 を最大限活用す ることを前提 としてお り、最高約4,8Kb/s

の高速かつエ ラー フ リーで、 トランスペア レン トな伝送 が可能であ る。 これ

は、A4版 文書(1ペ ージ平均1,000文 字)を1分 間に16ペ ージ程度伝送 でき

る速度であ る。

(ii)キ ャプテ ン、 日本 語テ レテ ックス、G3フ ァクシ ミリと同一規格 のV.27

terモ デ ムを採用 した ことか ら、 これ らの ニューメデ ィア との ハ ー ドウ ェア

共用が可能 となる。

(iiDV.27terモ デムは、G3フ ァクシ ミリで50万 台以上利用 され 、通 信 アダプ

タの大幅な低価格化 が期待で きる ことか ら、経済的である。

●

④イ ンフラス トラクチ ャーと してのパ ソコン通信網

これ までの専用 ネ ッ トワークは、ホ ビース ト集団の ツール 的イ メージを脱 し

ていなか ったが、 これ からの本格 的パ ソコン通信時代の到来 に向けて、イ ンフ

ラス トラクチ ャー としてのパ ソコン通信網が構築 され ようとしている。NTT

PCコ ミュニケーシ ョンズ株式会社が提供 しようとしている、上記 のJUS'丁

方式 を採用 したネ ヅ トワー クがそれで あ り、 このよ うな網 の出現に よ り、まさ

にポス ト電話 としてのパ ソコン通信が行なわれる条件が整 った ことにな る。

しか しなが ら、現時点 では、 このネ ッ トワー クで、 よ り幅広 い ユーザ層 の

ニーズを満足 させ ようとす るため、か えって利用 しに くい面 もあ り、今後 の改
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善に期待 した い。

(2)電 話網

従来電話 は、1対1の コ ミュニケーシ ョン手段で しかなか ったが、近年 のサ ー

ビス内容 の多様化 とともに、各種 の利用方法 が提供 され るよ うにな り、 データコ

ミュニテ ィ構築 の手段 ともな り得 るよ うにな って きてい る。

①会議電話サ ー ビス

特定多数が同 時に電話を通 じて会話す る方法 として、'会議電話サ ービスが提

供 されてい る。 これは、会議に参加す るメ ンバーの電話番号 と実施 日時を、あ

らか じめ主催者 が電話 を用いて登録 してお くと、 その時刻に まず主催者を、次

に参加対象 とな る電話全部を呼び出 し、お互 いが会話 で きる ようにす るシステ

ムで ある。

会議電話 は、その名称か らもわか る とお りビジネスユースを主 目的 として提

供 されてい るが、電話 の新 しいサー ビスと して、今後の利用方法改革 が期待 さ

れ るところであ る。

② お しゃべ り電話広場(仮 称)

不特定多数が 同時に電話を通 して会話する方 法 として、「お しゃべ り電 話広

場(仮 称)」 な るサ ー ビス も実験段階にある。これ は フランス等 ではかな り以前

か ら提供 されて いるもので あ り、特定 の電話番 号にダイヤルす る と、その時点

で同一番号 を ダイヤル してい る未知の他者 と会話 ができる とい うものであ る。

アマチ ュア無 線 の電話版 とで もい うべ きサー ビスである。

電話 で会話 をす るには、参加人数に限 りが あるため、一定数以上の メンバー

が参 加す る と自動的に次の グループを作 り、会話 を しやすい ようにす ることも

考え られ ている。

また、話題 に よって特定 の電話番号 を指定す るこ とに より、共通の話題 を持

つ メンバ ーが会話す る ことも可能 とな り、パ ソコン通信のBBS的 機能 を リア

ルタイムで提供 する ことに もなる。
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このよ うな形態 のサ ー ビス は、face-to-faceで はな く、未 知 の相 手 との コ

ミュニケー シ ョンである ことか ら、従来 とは異 なるデ ータコ ミュニテ ィが形成

され る可能性 を持 って いるが、一方 では利用者 のモラルの低 下を招 き、パ ソコ

ン通信等 と同様、利用方法や コ ミュニケーシ ョンの内容において問題 を発生 し

うるとい う危険性 も有 してい る。

(3)フ ァクシ ミリ

画像情報を伝達 できる ファクシ ミリは、今 日非常 にポピュラーにな って きてい

るが、 これを よ り機能 向上 させ るものがフ ァクシ ミリ網 であ り、また 、電話 と組

み合わせ ることに よって、 よ り利便性 を高めたものが、テ レライテ ィングであ る。

① ファクシ ミリ網

フ ァクシ ミリ網 は、網 内に メールボ ックス的機能を有 し、不在 時の代 行受信

や、 同報送 信等 が可能 である。 これ らの機能を活用すれ ば、視覚情報 を用 いた

情報交換を効率 よく行 な うこ とが で きる。

フ ァクシ ミリだけ を用い てデータ コ ミュニテ ィが構築 され る ことは、現時点

では考えに くいが、な んらかの集 団が これを利用す ることに よって、 よ り結び

つ きの強 いデータコ ミュニテ ィに発展 してい くことは、期待で きる。

最近 では、学習塾 において、生 徒 と先生の間の問題 ・回答の送 付に フ ァクシ

ミリを利用 してい る例 もあ り、従 来予想できなか ったよ うな コ ミュニケーシ ョ

ンが誕生 しつつある。

② テ レライテ ィング

テ レライテ ィングは、通常の電話回線を用 い、音声 と手書 きの グラフ ィック

情報(手 書 き文字 ・図形)の 両方を同時に、 しか も即時に伝送 す る通 信 メデ ィ

アで ある。電話 とファクシ ミリの両方 の特徴を備 え、音声 に よる情報伝 達を画

像情報で補 佐す る ことが可能 となる。2種 類の情報を伝送す る手法 はい くつか

あるが、周波数帯域の うち、音声が あま り使わない部分 を利用 して グラフ ィッ

ク情 報を送 る、帯域分割方式が一般的である。
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ビジネスユ ースとしては、図面を見 なが らの打合わせや、相手が不在時に メ

モを残すな どの 目的で活用 され るが、家庭に おいて も地図の送付や、耳や 口の

不 自由な方 の筆談等 に活用 され る可能性を持 ってい る。

世界的 な標準化 がまだ まだ され てない ことか ら、公衆サー ビスとしては普及

していないが、単体ベ ースでは商 品が出回わ り初めてお り、社会への浸透 とと

もに新 しい利用方法が開発 され、デー タコ ミュニテ ィ形成 に役立つ ことも有 り

得 る。

(4)CATVは 、当初、テ レビ放送 の難視聴対策 として登場 したが、最近 はテ レビ

では味わ えな いスポーツ、映画、 ドラマ等 の豊 富な番組 メニ ューの提供や 、地域

の個性的な テ レビ放送を行な うための手段 として活 用 され る ようにな った。

①双方 向CATVの 機能

ケーブルの あきチ ャンネルを利用 して、番組送信側か ら所望の端末装置 を呼

び出 し、端末側に蓄えてある簡単 なメ ッセー ジを読み取 って送信側 に送れ る双

方向CATVで は、視 聴者 の意見収集等が可能 とな り、 クイズ番組 の よ うな娯

楽的要素の強い ものか ら、国民投票 の ような政治 的なものまで、多様 な利用方

法の可能 性を有 している。

また、現在では ケーブルのあきチ ャンネル を電話 回線 と して活用す る ことや、

パ ソコンソフ ト等を配送す るデータ放送 の実験 も始 まってお り、ある地域 の中

におけ る通信 メデ ィア として、 ます ます有力 なもの とな ってい くことが予想 さ

れ る。

なお、CATVの システムでは、端末 側 か らセ ンタへの情報 伝 達 に、 あ き

チ ャンネルを利 用す る以外に、電話網やパ ソコンネ ッ トワークを活用す る こと

も試 み られてお り、 この双方 向性に よって、集 団の意思 ・意見を交流 させ る こ

とが可能 とな ることか ら、CATVを 通 じてデータ コ ミュニテ ィが確立 され る

ごとが考 え られ る。

② これからの問題点

現在のところ、双方向CATVの 上 り電文(視 聴者から送信側への電文)は
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簡潔 な ものに限 られ ているが、将 来的には画像情報 も伝送 できる ようにな って

い くであろ う。 しか しなが ら、それ までには端末装置、通信網構成、中継設備

等多 くの面 での経済化 ・高機能化 が必要であ り、 しば らく時 間を要す るもの と

思われ る。

また、CATVは 動画情報が基本 であることか ら、他 のメデ ィアに比べ よ り

豊富 な情報量を伝達で き、 この特性 を生か して高度 な活用が期待で きる半面 、

設備 に必要 な経費や、地域を超 えた情報伝達 を どの ような形で行な うか とい っ

た問題 も有 してい る。

(5)ビ デ オテ ックス

ビデオテ ックスは、電 話回線 にテ レビ受像機を接続 し、 コンピュータセンタに

蓄積 されてい る各種 の文字 ・画像情報を、会話に よ り入手する ことが できるシス

テ ムであ る。最近 では、 限 られた地域 内や企業 内で利用 され る ローカル(あ るい

はプ ライベー ト)ビ デオテ ックスも増 加 してきてお り、各種 の方式 のものが メー

カ、商社等か ら発売 され ているが、 ここでは社会のイ ンフ ラス トラクチ ャーとな

り得 る、公衆 サー ビス としての ビデオテ ックスについて述べ る こととす る。

① ビデオテ ックス網 の機能

文字 ・画像情報が蓄積 されているセ ンタと端末装置 の間に存在 し、情報 の伝

達を行な うネ ッ トワークを ビデオテ ックス網 と呼ぶが、現在我が国でサー ビス

され て い る網 で は 、CAPTAIN(CharacterAndPatternTelephone

AccessInformationNetworkSystem)と 呼ばれ る方式を採用 している。 この

ネ ヅ トワークには、端末装置 を接続 してキ ャプテ ンセンタと呼ばれ る共用 セン

タの情報 を参照 で きることは もとよ り、 自分 のコン ピュータを接続 し、 自らが

情報提供者 とな ることも可能 である。

情報 の表示機能 は、 ドッ トパ ターンで表示す るフ ォ トグラフィック機能の他、

コー ドに よる文字表示機能、幾何 学(ジ オメ トリック)図 形表示機能、 モザイ

ク図形表示機能、特殊 図形(DRCS)表 示機 能、 メロデ ィ表現機能、簡易動

画表示機能が あ り、一般的には コー ドを用いた方 が高速表示 が可能 とな る。 ま
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た、受信す るた めの アダプターは、 これ らすべ ての表示機能 を受信で きる高度

な ものか ら、一 部の機 能に絞 った簡易な ものまで、数種類 が用意 されてい る。

現状では、端 末装置 の価格 等の問題 か ら、順調に普及 してい るとは言い難い

状況であ るが、将来 的には有効 な情報収集手段 とな ることか ら、発展 が期待 さ

れ る。

②デ ータコ ミュニテ ィの形成 の可能性

ビデオテ ックス網は情報収集手段 として有力であるが、それ 以外 に端末装置

力)ら受信機制御用 のキーパ ッ ドを利用 して、セ ンタに簡易な メ ッセージ等 の情

報 を送信す る機能 も備 えている。 これに より、オ ピニオ ンテス トや各種 リクエ

ス ト収集、 メ ッセージ交換な どが可能 とな り、利用方法 のバ リエーシ ョンを広

げ ることがで きる。例 えば、パ ソコン通信網のBBSサ ー ビスや、 メール ボ ッ

クス ・サ ー ビスに近い利用方法が考 えられ る。

この ような利 用方法に よって、 ビデオ テ ックス を活用 した デ ー タ コ ミュニ

テ ィが発生す ることも予想 され る。すなわち、初期段階では、 センタが提供す

るある特定分野 の情報 を取 得 して満足 するに留 ってい るが、次の段 階ではその

情報に関連 して ビデオテ ックス網 を介 して意見交換が行なわれ、最 終的には、

各 メンバーが自 ら情報提供 者 として情報 をセ ンターに登録す ることに よ り、密

度の濃い討議 がな され るよ うになろ う。'

この・ような形態で データ コ ミュニテ ィが発展す るか否 かは、 ビデオテ ックス

の社会へ の普及度合 い と、利用方法 の工夫にかか ってい る。

◆

⑥ 音声 メール ボ ックス

音声 メール ボ ックスは、音声信号 をデ ィジタル化 しコンピュータの記憶装置に

蓄積す ることに よって、必要 に応 じて再生、転送 、配信 、検索す る ことのできる

サー ビスであ る。現在 は、企業 内、 ビル 内での利用 を前提 として、PBX(構 内

交換機)に この機 能を付加 した もの が多いが、公衆電話網 を利用 した サー ビスも

提供 され始めてい る。
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①音声 メールボ ックスの機能

音声 メールボ ックスの代表 的な機 能は、電話の相手が話中や不在の場合 の代

行 サー ビスであ り、相 手は 自分の都 合の よい時間に 自分の メールボ ックスか ら

メヅセージを取 り出す ことがで きるので、電話をかけなおす 手間を省 くことが

で きる。暗唱番 号を入力 しなければ、着信 しているメッセー ジを取 り出せ ない

よ うにす る機能 があるため、 プライバ シーを守る ことも可能 である。

これ以外 に も、一回の動作で複 数の相手に同一 のメッセ ージを送 るこ とが で

きる同報 サー ビスや、相手への伝 言時刻を指定 できる時刻指定サ ー ビス、発信

者 が送 った メ ッセー ジが相 手へ届 いたか どうかを確認で きる送達 チ ェ ックサ ー

ビス等のサ ービスがあ る。

さらに、特定 グル ープ内共用の メール ボ ックスを設けるこ とに よ り、 グル ー

プの メンバがいつで もメ ッセージを登録 した り聞 くことがで きる、掲示板 サー

ビスが可能 となる。 この機 能を活 用す ることに より、時間に縛 られない データ

コ ミュニテ ィを形成 す ることもで きるであろ う。

② これか らの問題点

現状では、NTTの 約款 に より、公衆網 と専用線 を接続 して電話用 に利用す

ることは禁止 されて いるの で、セ ンタ間を専用線 で結びメ ッセージ交換 を行 な

うことがで きない。そのため、例えば東京で登録 したメ ッセ ージを大阪 で聞 き

たい場合、大阪 センタに転送 で きないので、東京セ ンタまで電話をかけ る必要

がある。 この問題は、現在論議 され てい るアクセスチ ャージの考え方 が 明確に

なるとともに、解決 され る もの と思われ る。

また、音 声 メールが有効 に活用 され るためには、 より多 くの人がサー ビスに

参加 し、お互いにメ ッセージ交換可能 な人物の範 囲が広 くな らなけれ ばな らな

いが、現状 ではあま り一般的に普及 したサ ービスではないこ とか ら、利用範 囲

が限 られて しまってい る。

(7)二=一 メ デ ィ ア の 将 来 展 望

以 上 、 デ ー タ コ ミ ュ ニ テ ィ を 実 現 さ せ る ニ ュ ー メ デ ィア に つ い て 概 観 し て き た
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が、将来的に これ らニ ューメデ ィアは どの よ うに変 化 してい くのかについて、若

干の考 察を加えてみること とす る。

① マルチ ・メデ ィア化

現在、電 気通信 で扱われてい る情報の形態には、音声 、静止画、動画、文字

等が多 くの種類 があ り、それぞれの形態に最適な伝達 メデ ィアが開発 されてい

る。 しか しなが ら、我 々は、実際には これ らを混合 した情報 を利用 してい る場

合がほ とん どであ り、真 に使いやすい通信 システムを構 築す るためには、情報

形態 の全てを統 一的考 え方 の基 に取 り扱 って い く必要があ る。

この考 え方をネ ッ トワー クに適 用 した のがISDN(IntegratedServices

DigitalNetwork)で あ り、すべ ての情報を デ ィジタル化 し、限定 され た数 の

ユーザ ・ネ ッ トワーク間のイ ンタフ ェースを用 いて、全ての情 報を共通 の伝送

路 を利用 して伝送す ることを 目指 している。我 が国でこれを実現 させ ようとし

ているのが、NTTが 中心 となって推進 しているINS(lnformationNetwork

Ststem)計 画で あ り、三鷹市周辺 を中心 に大規模 な実験が続け られている。

また、同様 の考 え方はデ ータベースに も取 り入れ られ、 マルチ ・メデ ィア ・

データベ ースの研究が進 んでい る。 ここでは、各種 の情報を いかに して効率 よ

く蓄積す るか と、検索機 能を どの ような形 で充実 させてい くかが最大の鍵 とな

る。

② ネ ヅトワー クへ のAI(人 工知能)技 術の導入

近年 のAI技 術 の進歩 にはあ ざましいものがあるが、今後は この技術 がネ ッ

トワークをは じめ として、データ コ ミュニテ ィを構築す る上に さまざまな形で

影響を及ぼ して くるもの と考 えられ る。

AI技 術の中で も実用 化 されつつ あるのが、エキスパー トシステ ムであ る。

エキスパ ー トシステ ムに よって、従来 専門家 か らでなけれ ば得 られなか った知

識や ノ ウハウを手軽に入手で きるよ うにな るこ とか ら、デー タコミュニティの

中では よ り高度 なテーマを取 り扱 うことがで きる時間的余裕 が生 まれ るよ うに

な って くる。
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さらに、AI技 術が進歩すれば情報 の意味理解や推論が可能 にな ることか ら、

BBS等 に集ま った各種の意見を 内容別に分類 した り、重複 をチ ェヅク した り、

全体の取 りま とめを行な った りす ることがで きる ようにな り、デ ータ コ ミュニ

テ ィの事務局的役割を果た して くれ るよ うに もなろう。

もう一つ のAI技 術 の成果 として 自然 言語処理があるが、 これ に よってマ ン

・マシン ・イ ンタフ ェースの飛躍的改善 が期待 で きる他 、 自動 翻 訳 も可 能 に

なって くる。パ ソコン通信 におけ る海外か らの メッセージの受信や 、海外 デー

タベ ースの検索 において、 自動翻訳の機能は非常 に有効 である。将来的 には、

電話網 の中で対話者の言語を他の言語 に翻訳 して くれる翻訳電話の登場 も予想

され るが、 これは音声認識 、音声 合成 、翻訳等 の最新技術を組 み合わせて始め

て実現 され るものであ る。 データ コ ミュニテ ィの輪 が、全世界 的に広 が る上 で、

大 きな役割を果 たす こ とにな ろ う。

以上の よ うに、 これか らのデ ータコ ミュニテ ィを支える技術的基盤は、 ます

ます 充実 した ものとな って くることが期待 され るが、 これ を利用 した新 しい

データ コ ミュニティの構築方法 につ いては十分な検討を加え、有効 な活用方 法

を見 い出す努力を重ね てい く必要 があろ う。

2.2わ が国におけるパ ソコン通信の動 向

米 国におけるパ ソコン通 信を活用 したデータ コ ミュニティ作 りの試み としては、

世界最初 のBBSで あるCBBS/CHICAGOの 実験が1978年 の2月16日 にス

ター トし、一般市民向けの2大 オ ンライン ・デ ー タベ ース ・サ ー ビスで あ るザ ・

ソース、 コンピュサーブが翌1979年 にサ ー ビスを開始 して以来、数十万人 ものユー

ザ ーを持つ までに成長 して いた。

一方
、わが国におけるパ ソ コン通信 は、昨年 の3月31日 まで は、大 規 模 な商 業

ベースでのパ ソコン通信を行 っていた会社 は皆無であ り、パ ソコンマニ アがほそぼ

そ と実験 レベルでのパ ソコン通信 を行 っていた のが現状であ った。その為、パ ソコ

ン通 信を活用 したデ ータ コ ミュニテ ィ作 りの試み もほ とん ど行なわれて いなか った。

しか しなが ら、昨年4月 の通信 自由化に伴 って電電公社 が民営化 されて以来、市

民側か ら起 こってきたパ ソ コン通信網構築 の動 きと、企業側か らのパ ソコン通信 を

一71一



ニューメデ ィアの本 命 として捕 らえ、事業 化す る動 きとが重 な り、85年 をわが国に

おけ る"パ ソコン通信元年"と したのであ る。

昨年4月1日 の法 改正に よって、 よ うや くわが国におけるパ ソコン通信発展 の基

礎が築かれ、 いままで迎え られていた不満 が一気 に爆発 した ような盛 り上 が りをみ

せ る中で、パ ソコン通信のための 「ホス ト」 と呼 ばれ る電子 メールや電子掲示版等

の機能を持つ表H.1に ある ようなBBS局 施設 がつ ぎつ ぎと作 られ ていった。

わが国におけ るパ ソコン通信 は、すでに一部の マニアだけの ものではな くな りつ

つあ り、本年4月 以降商用を 目指 してい るシステ ムを中心 としたパ ソコン通信の利

用者数 は、現在 の ところパ ス ワー ドの発行 数か らみて数万の単位 に増 えてい る。そ

の うちのひ とつ である(株)ア スキ ーが主宰す るASCII-NETは 、い まだ実

験 的な運 営期 間中であるが、昨年の5月 に スター トして以来、わずか4か 月で会員

4千 名 を越 え、今年2月 現在では、1万2千 名の会員を持つわが 国最大のパ ソコン

通信 ネ ッ トワークに成長 した。

わ が国のパ ソコン通信利 用者の中で、複 数のネ ッ トワー クに加入 しているマニア

がか な りいることを考 えて も、実際 のパ ソコン通信利用者数は、2万 人前後 はいる

とみ られ てお り、今年 も引 き続 き急成長が 見込 まれ ている。

(1)わ が国最大のパ ソコン ・ネ ッ トワーク ーASCI工 ・NET

わが国のパ ソコン通信 のBBS(電 子 メールや掲示板)局 は、企業が その活動

の一環 と して開設 す るもの と、個人 あるいはグループで開設す るもの との二つ に

大別 され る。

企業 主体 の ものには、 アスキーのASCII-NET、 日本航空 のJAL旅 行

情報 システム、小学館のPOPCOM-NET、(株)本 多通商 のJANIS等 が

あるが(表fi,2参 照)、 まず通信法改正直後 に開設 され て以来、約半年間にわが

国最大 のパ ソコン ・ネ ッ トワークとな ったASCII・NETに つ いてみ てみ よ

う。

ASCII-NETの 開設は昨年5月1日 。 以来、加入者は月平 均1,000人 と

い う驚異的な ペースで、86年2月 末で12,000人 に達 してい る。会員の年齢 も10代

か ら60代 まで と実 に幅広 く、平均年齢 は32.5歳(図ll.1)で ある。 また会員の
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表n.1 各 地 に 広が る個 人 また は グ ル ー プが主 宰 す る主 なパ ソコンネ ッ トワーク

ネ ッ ト ワ ー ク 名 組 織 名 所 在 電 話 番 号 代表者 開始年月 会員数
THENET シス テ ム ハ ウス ・ダ ッ ト 北海道 (011)-612-0270 竹田 省自 84年2月 100
DACAPPLEMINIDATABASE デ リシ ャ ス ・ア ッ プル ・ク ラ ブ 岩 手 (0191)-23-0056 原 宏行 83年1月 132
テ レ コム ・マ シ ュ OAプ レイン盛 岡 岩 手 (0196)-34-0321 高橋 剛 85年2月 40
チ ュ ー リ ップ 個 人 栃 木 (0283)-62-4120 浅沼 豊 85年 350
JOSAI-BBS 個 人 埼 玉 (0492)-86-2233 石井 宏 85年 50
MCN 個 人 千 葉 (0471)-85-1088 山田 純生 85年4月 60
NightCulb流 山 個 人 千 葉 (0471)-59-4535 仁田 泉 85年 34
柏BBS 個 人 千 葉 (0471)-33-2605 菊地 尚 85年 34
TheMicro-Net TheMicro-Net事 務 局 群 馬 (0273)-26-5221 柳沢 86年1月 42
CANS・STEP2 千代田常 盤マ イコンク ラブ 東 京 (0473)-42-0584 横田秀次郎 84年1月 700
JADAテ レ ポー ト 日本 アマチ ュアデ ータ通信協会 東 京 (03)-797-3946 高橋 三雄 84年6月 400
JUG-BBS JUG-CP/M 東 京 (03)-426-8234 荒井 達之 85年'1月 500
KantoCentral 個 人 東 京 (0473)-79-0098 S・Belany 85年5月 300
MacEventNetwork 個 人 東 京 (0473)-97-0922 秋山 東一 85年1月 130
マ イ コ ン ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 日本 マ イ コ ンク ラ ブ 東 京 (03)-438-1869 渡辺 茂 84年12月 4,500
ネ ッ ト ワ ー ク 、、ハ レ ー" 日本 アマチ ュア天文協会 東 京 (03)-545-4921 伏 見 浩一 85年2月 50
ODSY(

、オデ ッ セ イ) ㈱ プ ロ シ ュ ーマ 東 京 (03)-232-6060 原 秀一 84年9月 300
Personal-Unix-Net 個 人 東 京 (03)-924-2593 三田 典玄 85年5月 157
TGC ㈲東栄企画 東 京 (03)-710-7753 大久保晴淑 85年9月 43
TWICS ㈱堺幸 東 京 (03)-433-1422 江連 真 85年1月 350
EXE 御茶 の水&中 野 マイコンク ラブ 東 京 (03)-381-8139 酒井 敏彦 85年6月 500

KWMUX-BBS 個 人 東 京 (03)-729-8833 高橋 究 85年5月 20
THEBOARD エ プ ソン ユ ー ザ ー ズ ク ラブ 東 京 (03)-351-4910 大重 美幸 85年6月 434
JUPITER ㈱技術評論社 東 京 (03)-237-8315 片岡 巖 85年 800
SMC-NET SAPク ラブ 東 京 (03)-376-8768 伊藤 隆延 85年 200
ミネル バ ビー シ ー ワー ル ドジ ャパ ン 東 京 (03)-551-3882 魚津 勝治 85年 1,600
THESUCCESS 個 人 神奈川 (045)-782-4949 上田 富雄 84年4月 400

小 田原 マ イ コン ク ラブ ・マ イ コン セ ン タ ー 小田原 マイコンク ラブ 神奈川 (0465)-23-3330 志村 公男 84年3月 48

JATIC 個 人 神奈川 (0427)-47-4545 藁谷 年彦 85年 40

横浜戸塚BBS 個 人 神奈川 (045)-891-6722 小野 隆夫 85年 20

JADAテ レポー ト西 日本 JADA関 西 大 阪 (06)-976-1148 乾 雅俊 85年6月 80

帝塚 山マイコンク ラブ ネ ッ トワーク 帝塚 山 マイコンク ラブテ レコム部 大 阪 (06)-674-1933 竹村 譲 85年 110
Gullivers'House 個 人 大 阪 (0720)-54-5125 植 田恭一郎 85年 20
WESTSIDESKYNET WESTSIDE・ ソ フ トハ ウス 兵 庫 (06)-436-2799 湯川 貴弘 85年5月 650

NTT-VLCNETWORKSYSTEM ㈱VLCNVN.S.事 業部 島 根 (0852)-27-7700 中尾 翼 85年 200
FUKUYAMA-CBBS 福 山 マ イク ロ コ ン ピュ ー タ ク ラブ 広 島 (0849)-22-1792 野村 正則 85年 180
COMEL 飯塚 マ イコンク ラブネッ ト 福 岡 (0948)-22-5486 江藤 涼一 85年 30
COARA 大分パ ソコン通信 アマチュア研究協 会 大 分 (0975)-33-0220 尾野 徹 85年 124
.D-COM 西 日本 マ イ コ ンデ ー タ コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ク ラブ 熊 本 (096)-367-2420 藤森 信行 85年3月 58



表n。2企 業 が 主 催 す る主 な ネ ッ トワー ク

「

ぱ

1

ネ ッ トワ ー ク名 企 業 名 電 話 番 号 開始年月 会員数 特 徴

JAL旅 行情報 システ ム 日 本 航 空㈱ (03)-284-2765 84年7月 2,000名 内外の 旅行情 報か らJAL特 選 の物 品販 売 ま
で:情 報提供 に力 を入れて い る。

JANIS ㈱本 多 通 商 (03)-253-6465 84年11月 1,500名 元来 は ザ ・ソースの練 習 シス テム と して始 め
た もの で、英語 に よるサ ー ビスを提供している。

ASCII-NET ㈱ ア ス キ ー (03)-486-7111 85年5月 12,000名
日本 最 大 の ネ ッ トワ ー ク 。85年12月 に ホ

ス トコ ンピュー タの 機 能 ア ッ プ を図 った 。

テ レス タ ー ㈱ テ レ ス タ ー (03)-375-5784 85年4月 5,000名 情報提供 者 に毎 日新 聞、東洋経 済、 日本交通
公社 、 日立製 作所等 が顔 を並 べ る。

POPCOM-NET 小 学 館㈱ (03)-263-6995 85年7月 450名
パ ソ コン情報 誌 「POPCOM」 の読者 と編

集部 をつ な ぐパ イプ とす るの がね らい。

レ ジ ャ ー マ ッ プオ ン ラ イ

ン ・シス テ ム
㈱ 国 際 ト ラ ベ ル

ビ ュ ー ロ ー (052)-452-7018 85年5月 500名
各地の 旅行業 者 との情報交換 を主 目的 に構 築
され た中部圏 最大の ネ ッ トワーク

EYE-NET ㈱ フ ジ ミ ッ ク (03)-359-6401 85年11月
フジ ・サ ンケ イ ・グルー プの情報 力をパ ック

持つパ ソコン通 信網

Com・Com デ ー タ ブ レー ン㈱ (06)-376-1053 84年12月 950名

もと もと関西 大学の藤原 教授 を中心に活動 を

続け ていた 「サ ロン」 とい うパ ソコン同好会
が発展 して で きた。

J&PCOM

J&PHOTI.INE
上 新 電 気㈱ (06)-644-5550 85年7月 1,500名

関西 で最大 のパ ソコ ンシ ョップチ ェーン店網

の同社 が、 阪神地区 を対象 に行 っている。
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分布は東京 ・首都 圏が全体 の約60%で 次 に近畿圏、中部圏が続いて、全 国にまた

が る。 まさにわ が国最大規模 の陣容 である。(図 ∬.2)

図ll.1
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このネ ッ トワークの特 徴は、ホス ト機 に本格的なDECの ミニコン、VAX/

785を 使用 してお り、近 い将 来本格 的な事業化に移行する ことを前提 と して実 験

中 であ るとい うところにあ る。 また、現在 のネ ッ トワークに対す る取 り組 みは、

会員の利用形態、安全対策 、主 なアプ リケ ーシ ョンの動 向な ど、実 際 に ネ ッ ト

ワークを運営す る ことに よっては じめて知 ることがで きる事項 を経験す る ことに

主眼があ り、技術的な問題 も含めて、本格的サー ビスを開始す るため の総合的 な

実験 として行 ってい るものである。

サー ビス内容は、状況に応 じて順 次変 更が加 えられているが、表ll .3に 見 ら

れ るよ うに基 本的には電 子 メール、電子掲示板(BBS)、 電子会議 とい う、いわ

ゆ る ・ ミ三二ヶ ー シ 。ン機 能 が一 つ の柱 を な してお り、 これ に ゲ ー ム、 一 般

ニ ュース等 の情報 サー ビス、データベ ース的な柱 が加わ って全体 のシステ ムが構

成 され ている。BBSは さらに1.ホ ーム、2.ネ ット、3.パ ソコン、4.職 業 、5.エ

トセ トラの5分 類に分かれ、それぞれSIG(シ グ)と 呼ばれ るジ ャンル に分か

れ ている。ザ ・ソース、 コン ピュサ ーブの ようなデ ータベース もリアル タイムで

会話がで きる機能 もまだ ないが、徐 々に付加 ・拡大 してい く方針だ とい う。利用
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の されかた としては、掲示板や メール、会議な どの コ ミェニケーシ ョンサ ービス

と、ゲーム、それ にニ ュースな どが、それぞれ三分の一ずつだ とい う。会議 はい

まの ところ申請を受 け付 けて許可 され た もののみが開催 され るとい うシステムを

とっている。

(2)JALJttl{行 情報 システ ム

さてASCII-NETは 設立 当初か ら一般 ユーザを対象に したパ ソコン通信

をめざ していたが、 日本航空 のJAL旅 行情報 システムの設立 目的は、 日航の旅

行情報 を旅行代理 店に流す ためのものだ った。

昭和59年5月 、JAL旅 行情報 シス テムのモ ニター会員の募集 を開始 し、翌 々

月の7月1日 か ら システ ムを稼働 させた。モ ニターの数は、そ の年の昭和59年 末

には300名 に達 したが、会員の 内訳 は会社 、個 人の比 率が半 々で、会社 の うち半数

は旅行代理店で あ った。昭和60年 春 には、モニ ター数 は定員枠 の1 ,000人 に迫 り、

8月 には定員枠 を10倍 に し、次いでID番 号 とパ ス ワー ドのシステムを変更 し、

昭和60年 末現在 、モ ニター会員 は2,000名 を突破 した。

現在 サー ビス され ている情報 の内容は国内線 、国際線の時刻表、運賃表 、JA

Lワ ール ドプ レイ ガイ ド情報、世界主要 都市 におけ る国際見本市情報、国内の会

議、見本市、催 し物情報、世界の都市別現地情報、各 国政府観光局 よ りの案 内、

JALPAK特 選旅 行、海外旅行 のア ドバイス、過去一週間の世界の気温 と天気、

国内天気予報、外 国為替市場情報 とバ ラエテ ィに富んで いる。

また双方 向通信機能 を生か したサ ービス として電子 メール、電子掲示板(BB

S)も 実施 してい る。

(3)草 の根BBS

さて、企業 が主宰す るパ ソコン ・ネ ッ トワークは、企業 の広報活動 の一環か、

将来 の商用化にそ なえての実験期間中 とい う段 階に ある。 したが って、 申込金、

入会金等を除いては、 システム使用料金を取 っていないのが現状 である。 これ ら

の多 くは、近 い将 来、デ ータベ ース等のイ ンフ ォメーシ ョン機能 を充実 させ
、 さ

らに リアルタイ ムで コ ミュニケー シ ョンので きる種 々の機能 を付 加 して、 ザ ・
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図n.3

ASCII-NETMAP

3.ブ レテ ィ ン ボ ー ド

6.フ ァ イ ラ ー

7.旧 ブ レテ ィ ンボ ー ド

8、シ ス テ ム

4.職

1.新規 ボー ド

2他 の ネッ トワーク情報

3.Q&A

4.シ ステ ムイ ンフォ メーション

1.パグ情報

1.ル ー ム1「 他 の 会 議 室 案 内」

2、ル ー ム2「 ネ ッ トワ ー ク を 考 え る 」

3.ル ー ム3「HACKERSCONFERENCE」

4.ル ー ム4「 日 本 人 と 計 算 機 」

5.ル ー ム5

6、ル ー ム6

7.ル ー ム7

8.ル ー ム8

9,ル ー ム9「 ロ ー ル プ レ イ ン グ ゲ ー ム」

1.ゾ ー ク

2,ロ ー グ

3.チ ェ ス

4!く ッ ク ギ ャ モ ン

5.キ ャ ン フ ィ ー ル ド

資 料:ニ ュ ー メ デ ィ ア(1986年3月 号)

一

1.映 画

2、音 楽

3.ビ デ オ

4.ア ニ メー シ ョ ン ・コ ミ ッ ク

Lゲ ームク ラブ

2.PBM

3.パズ ル

4.月 刊 ログ インのPBM

1,天文

2.CAR&BIKE

3.ギ ャンブル

4.ア マチ ュア無線

5.ア ウ トドアー

6,ス ポー ツ

7旅 行

8航 空 ・宇 宙

L食 べ 物

2.生活

3.ペ ッ ト
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ソースや コンピュサーブの 日本版 の よ うな形態 になってい くと見 られ ている。

これに対 し、営利 を 目的 としない草 の根 的なBBSを 主体 とす るパ ソコン通信

が1985年 の4月 以降数多 く誕生 した。 これ らは個人 またはグル ープで運営 されて

い るもので、 ネ ッ トワークの中心に あるホス トコンピュータが8ビ ヅ トか16ビ ッ

トのパ ソコンで、接続す る電話 回線 が一 本 とい う極小単位の ものがほ とん どであ

る。

サー ビス ・メニ ュー も、 リアルタイ ムでパ ソコン同士の会話 がで きるチ ャ ット

な どの機能を有 している ものは、 ほ とん ど1-2局 ぐらいで、残 りは電子 メール 、

電子掲示板だけ とい うものである。 しか しなが ら、 メンバーの参加意識 ・活動状

況 には、企業が主宰 しているネ ッ トワー クには見 られない旺盛 なものがあ る。

(4)ニ ュータウンにおけるパ ソコン通信 の試 み

志木 ニ ュータウン(埼 玉県志木市館)で は、 パ ソコン通信 を利用 した双方 向情

報サ ー ビスの実験 を、鹿 島建設が主体 とな り、 日本 アイ ビーエムの子会社 日本オ

フ ィスシステム、東急 コ ミュニテ ィー、 日本航 空及 び住友銀行の協力を得 て、昨

年8月 か ら実験を開始 した。

志木 ニ ュータウンは、東武東上線柳瀬 川駅前 に位 置 し、 開発総 面積35.5ヘ ク

タール、計画戸数3,100戸 、計 画人 口1万1千 人の予定で開発 を進 めて い る もの

で、既 に2,600世 帯 が入居 しているが、現在71世 帯 のモニター家庭 が この実験 に

参画 してい る。

この実験 は、第1部1.2で 述べ られ た都市空 間的要因、すなわち、都市空 間 自

体が人間性を欠如 してお り、機能 的ではあ るが コ ミュニケーシ ョンな きコ ミュニ

テ ィが もた らす種 々の社会 問題 を解決す べ く意図 され た新 しい コ ミュ ニテ ィ、

デ ータコ ミュニテ ィ構築 を 目ざ した試み である と思われ る。

このデ ータコ ミュニテ ィを構築す る上 で、現在提供 または提供 予定 のサー ビス

は下記 の通 りである。

① 近隣 商店街等か らの安売 り情報 、進学塾 ・スポーツ教室情報 、銀行 に集

まる地域情報 、住民 か らの廃 品交 換情報 ・サ ー クル情報 等 の電 子掲 示 板

サービス

Ψ
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② モニ ター家庭 同士、 あるいはモニター と特 定情報 回答者 間で育児相談 ・

医療相談 ・資産運 用相談 ・ロー ン相談等を行 う電子 メール サー ビス

③ 町内会 の会議 、住民同士 での意見交換に利 用できる電子会議サ ー ビス

④ 国内のパ ソコン通信サー ビス として、既に多 くの情報を提供 している 日

本航空 の 「JAL旅 行情報 システム」 への接続 サー ビス

⑤ モニター と情報提供者(IP)間 で、パ ソコン通信に よって提供 され る

情報や カタ ログに よるホームシ ョッピング と住友銀行志木 ニュー タウン支

店に よる代金決済及 びホームバ ンキ ングサ ー ビス

これ らのサ ービスの うち①～④を既 に提供 してお り、⑤ は61年 以降に開始す る

予定であ る。

また情報 は メニ ュー方 式で提供 され、企業が情報提供す る 〈志木電子新 聞〉 ・

〈企業掲示板〉、 モニターが情報提供す る く志木電子伝言板〉が あ り、〈志木電子

新 聞〉 ・ 〈企業掲示板〉 は16分 野、〈志木電 子伝言板〉は7分 野 に 区分 され て い

る。(表il-4参 照)そ して、 システム構成 は図 皿、3よ うにな っている。

今後入力 を検討 している情報 としては、国鉄 との連絡や池袋駅での最終 時刻 が

わかる時刻表、市役所か らの広報、図書館の新規購入図書案内等の公共機 関情報

と リサイクル情報が あげ られ ている。

60年10月 か らは、各 モニター家庭か ら志木電子伝言板への情 報提供 が可能 とな

り、 リサイ クル情 報、私 のニ ュース とい った メニューが充実 して くる とともに、

10月 、11月 と1ケ 月毎に テーマを変えて電子会議を開催 し、多 くの住 民の意見が

集め られ るよ うにな って きた。今後 、 これ らの情報が新 しい コ ミュニテ ィすなわ

ち、デ ータコ ミュニテ ィ作 りに大いに役立つ もの と期待 され る。

今 日までに明 らかにな った問題点 としては次の5点 があげ られ る。

① 情報提供 ・情報 種類に関 しては、あ りふれた情報 では直 ぐ飽 きられて し

ま う可能性 があ る。今後はパ ソコン通信の双方向性 を利用 した時間サ ー ビ

ス、即 日ア ンケー ト調査、無店舗販売 とい った新 しいサー ビスが必要で あ

る。

② 端末操作 の問題 点 と しては、素人では数字 入力 以外のパ ソコン操作 はか

な り難 しく、家庭 において完全 な形でのパ ソコン通信を実現す るにはかな
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表 皿.4

志 木 テ レ コ ン の メ ニ ュ ー

利用開始 ・
<MAINMENU>

1.志 木 電子新 聞

2.電 子 メー ル

3.JAL通 信

4.パ ス ワ ー ド

5.終 了 崎'¶5"を 入 力 す る と シ ス テ ム の 終 了

1
1

1

1

2

1

3

1

4

1 1 1 1

〈志木電子新聞〉 〈電子 メール〉 〈JAL通 信〉 〈 パ ス ワー ド〉

1.志 木 テ レ コ ン セ ン タ ー 情 報 1.メ ー ル の 受 信 1.JAL旅 行 情 報 シス テ ム 1.パ ス ワ ー ドの 更 新

2.公 共機関 情報 2,メ ー ル の送 信 2.JAL関 係 の更新
3.医 療情報 3.送 信 メ ー ル の 管 理 ↓ 3.終 了
4,生 活 の知 恵 4,終 了

一 5.企 業掲示 板
一 6.志 木 電子 伝言 板

JALと の交 信 へ

7,時 刻 表

8.終 了

' ↓

〈企業掲示板〉 〈志木電子伝言板〉

1.近 隣 買物 情報(衣) 1.リ サ イク ル情 報

2.〃(食) 2.私 の ニ ュ ー ス

3.〃(住) 3,く ら しの ヒ ン ト

4.金 融情報 4,質 問 箱

5.教 育情報 5.サ ー ク ル 情 報

6.ス ポー ツ ・レジャー情 報 6.求 人 、求職 アル くイト情 報

7.都 心買物情 報(衣) 7,そ の 他

8.〃(食) 8,終 了

9.〃(住)
10.催 物 情 報

11.そ の 他

12.終 了

'



図ll.3シ ス テ ム 構 成

「

〆

♂

紐

ハ ー ド

デ ィ ス ク

(機 種限定しない)

通信制御装置

宕

(中 央 セ ン ター)

そ の他 の

情報 サ ー ビス

'

(モ ニ ター家 庭)
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りの時 間がかか る と考 えられ る。

③ 通信 の問題 としては、国内でのパ ソコン通信 サー ビスの全てが通信 プ ロ

トコルを採用 してい るのではな く、バ ラバ ラに なって いることが上 げ られ

る。今後のネ ヅ トワー クの相互乗 り入れ に大 きな障害 とな るもの と予想 さ

れ る。

④ 運用 に関す る問題点 としては、情報入力の コス ト、運用 コス トの負担方

法、端末 となるパ ソコンの コス トが高い ことが上げ られ る。

⑤ 法律上 の問題点 としては、多 くのサー ビス関係法規(各 種業法)は 、パ

ソコン通信等 に よって簡単に実現 される事業者 と利用者が直接に契約す る

ような こ とを想像 していないために、多 くの新 しいサー ビスの実用 化に大

きな障害 とな ってい ることがあげ られ る。今後 、見直 しが必要であ ると考

えられ る法律は、大型店舗規制法 、薬事法、銀行法、民法、証券取 引法、

旅行業 法、著作権 法等 であるが関係官庁 も巻 き込 んだ慎重な検討 が必要 と

なろ う。

、

2.3米 国 に お け る パ ソ コ ン 通 信 の 動 向

世 界 最 初 のBBS、 前 出 のCBBS/CHICAGOの 実 験 は1978年2月16日 、

シ カ ゴの と あ る 民 家 の 地 下 室 か ら は じ ま っ た 。 ワ ー ド ・ク リス チ ャ ン セ ン(Ward

Christensen)と ラ ン デ ィ ・ス ー ウ ィズ(RandySuess)の 二 人 が 作 っ た シ ス テ ム で

あ る 。CBBSと はComputerizedBulietinBoardSystemの 頭 文 字 で 、直 訳 す る と コ

ン ピ ュ ー タ掲 示 板 。BBSと い う名 前 の 起 原 で あ り、 パ ソ コ ン通 信 ブ ー ム の 原 点 で

あ る 。

ワ ー ド らは 、CBBSの プ ロ グ ラ ム を 公 開 し、 わ ず か 数 十 ドル で 自主 配 付 した た

め 、 マ ニ ア に 急 速 に 普 及 し て い っ た 。 そ の オ ブ ジ ェ ク ト ・フ ァ イ ル 転 送 機 能 、

ModemProtocolは ソ フ トウ ェ ア 自作 活 動 に 大 変 便 利 で 、CBBSの 周 辺 に は 、多 数

のBBSホ ス ト ・ソ フ トウ ェ ア 、 パ ソ コ ン用 端 末 ソ フ トウ ェ ア が 生 ま れ て い た
。C

BBSは 、 現 在 で は 圧 倒 的 実 績 を も つ 標 準BBSホ ス トで あ り、 そ の 他 のBBSも

CBBSに な ら った も の が 多 い 。

CBBS以 降 、 パ ソ コ ン通 信 は 急 激 に 普 及 して い っ た 。 そ して 、 これ を ビ ジ ネ ス

t
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とす ることも始 ま り、1979年 には、現在米国における一般市民 向け2大 オ ンライ ン

・デ ータベースであ るTheSource ,CompuServe,1983年 に はDelphiが それ ぞれ

サービスを開始 した。

これ ら一般市民 向けオ ンライ ン ・データベ ース ・サー ビスに関す る詳 しい内容 に

ついては、す でに コンピュータ関連の雑誌に数多 く掲載 され てお り、 また本 も数冊

出版 され ているので、 ここではその概略 を説明す ることにす る。

(1)THESOURCE

ザ ・ソ ー ス を 提 供 し て い るSourceTelecomputingCorp.(STC)は 、1979年

に 世 界 で 初 め て ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ ー ・ユ ー ザ ー を 対 象 に オ ン ラ イ ン ・デ ー タ

ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 始 め た ベ ン チ ャ ー 企 業 で 、 コ ン ピ ュ サ ー ブ 社 とな ら ん で 、 ア

メ リ カ の 一 般 向 け オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 界 を 二 分 す る企 業 で あ

る 。

STCは1979年 に 「ア メ リ カ 初 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ」 と い

う キ ャ ッチ フ レ ー ズ の も とに 、 世 界 で 初 め て ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ ー ・ユ ー ザ ー を

対 象 に 始 め ら れ た オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス の ベ ン チ ャ ー 企 業 で 、 オ ン ラ イ ン 会 議 シ

ス テ ム や コ ン ピ ュ ー タ ー ・バ ー タ ー ネ ッ トな ど の 一 般 向 け サ ー ビス を 開 発 した コ

ン シ ュ ー マ ー 向 け オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の パ イ オ ニ ア で あ る 。

現 在 で は 、 ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ ー ・ユ ー ザ ー の 外 に 、 ビ ジ ネ ス ・ユ ー ザ ー の 開

拓 に 力 を 入 れ 、 ユ ー ザ ー の25%が 会 社 契 約 の ユ ー ザ ー で あ る と い う。

日本 に お け る 今 年 の1月 現 在 で の ユ ー ザ ー 数 は 約1,000人 。 昨 年1月 時 点 に お

け る ユ ー ザ ー 数 が 約500名 で あ る こ とか ら 、 昨 年1年 間 で2倍 に 増 え た こ と に な

る 。 今 年 に 入 っ て も入 会 希 望 者 は 後 を 断 た ず 、 草 の 根 レ ベ ル に お け る 日 米 間 の

バ ー セ プ シ ョ ン ・ギ ャ ッ プや コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ギ ャ ッ プ を 埋 め る有 力 な ツ ー

ル と し て 、 よ り多 くの ユ ー ザ に 利 用 され る こ と が 期 待 さ れ て い る 。

そ の サ ー ビ ス 内 容 は 、 生 活 関 連 情 報 を 中 心 に 約800ほ ど の デ ー タ ベ ー ス を 持 ち 、

1.最 新 ニ ュ ー ス(TODAY),2.ニ ュ ー ス 、 天 気 、 ス ポ ー ツ(ニ ュ ー ス),3.ビ

ジ ネ ス 、 投 資(BUSINESS),4.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(COMM),5.パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ(PC),6.旅 行(TRAVEL),7.シ ョ ッ ピ ン グ 、
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ゲ ー ム 、余 暇(且OME),8.会 員 情 報(INFO)の メ イ ン メ ニ ュ ー に 表 れ る8

つ に 分 類 され た 、 バ ラ エ テ ィ ー に 富 む サ ー ビス を 提 供 し て い る 。

(2)CompuServe

コ ン ピ ュサ ー ブ は 、1979年 に パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー ・ク ラ ブ を 母 体 に 発 足

し、1980年 か ら全 米 の パ ソ コ ン ・ユ ー ザ ー 向 け に サ ー ビ ス を 開 始 し て 、 現 在 ま で

に 会 員 数 約280,000人 を 持 つ ア メ リ カ で ザ ・ソ ー ス と並 ぶ 最 も 大 き な 一 般 向 け オ

ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 一 つ で あ る 。

サ ー ビ ス 内 容 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス が 持 つ べ き あ ら ゆ る 領 域 、 つ

ま り、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 トラ ン ザ ク シ ョン 、 そ して イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン の3

つ を ほ ぼ 完 壁 に 網 羅 し 、 さ ら に ホ ビ イ ス トを 対 象 と した オ ン ラ イ ン ・ゲ ー ム な ど

の ソ フ ト も充 実 し た きわ め て 大 規 模 な サ ー ビス で 、 デ ー タ ベ ー ス と して も 、 イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ク シ ョ ン に ビ ジ ネ ス 、 生 活 関 連 を 中 心 に して600以 上 も 持 っ

て い る 。

(3)DELP且1

デ ル フ ァイ は 、 先 行 し て い る コ ン ピ ュ サ ー ブ や ザ ・ソ ー ス と い っ た2大 一 般 向

け オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 追 うか た ち で1983年2月 に ス タ ー ト し

た 、 一 般 ユ ー ザ ー 、 ビ ジ ネ ス ユ ー ザ ー 向 け の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ

ス で あ る 。

そ の サ ー ビ ス 内 容 は 、 前 者 同 様 、 電 子 メ ー ル や オ ン ラ イ ン ・バ ン キ ン グ 、 ア ド

ベ ン チ ャ ー ゲ ー ム 、 ニ ュ ー ス な ど の 情 報 サ ー ビ ス が 中 心 と な っ て い る 。

特 筆 さ れ る べ き も の と し て は 、 シ ス テ ム の 使 い 勝 手 の 良 さ とGlobalinkと 呼 ば れ

る 翻 訳 サ ー ビ ス 、 そ して 世 界 で も最 も大 きな オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス で あ るD

IALOGへ の ゲ ー トウ ェ イ や 、 他 の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス へ の

電 子 メ ー ル の 乗 り入 れ を 行 っ て い る。

(4)パ ソ コ ン 通 信 の 今 後 の 展 望

米 国 に お け る パ ソ コ ン 通 信 は 、1983年 発 行 のrTheComputerBook」 に よ る

と 、3つ に 分 類 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス ー ① 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス 、
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② 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス 、 ③BBSが 紹 介 さ れ て い る 。 毒
ル コじ

第一 の分類 は・広域ネ … 一・ ・サ ー ビス と呼 ・ま柄 もので・海物 一編

民 向けデータベ ース として各誌で取 り上げ られ てきたザ ・ソースや コン毒ユサ ー

;「ブ
、デルフ ァイな ども、 これに含 まれ る。 このサー ビスの特徴 は、サ]ぜ ス項 目

が非常 に多岐にわ た ってい ることであ り、単 なるデ ータベ ース と位置づけるには

あま りに も多機能 で、新 たな範疇 に含 むべ き別の分類 が必要で あるよ うに思われ

る 。

第二 の分類 は、比較 的限 られた地域 を対象 とした ネ ッ トワー ク ・サー ビスで あ

り・残 る第三の分類が、いわゆ るBB 、Sで ある。強 い てい えば 、個人 の ボ ラ ン

テ ィア精神に よっている ことが特徴 といえる。1

これ らの三つに分類 されたパ ソコン通信のユーザ ー数は、先行 している大手数

社 を中心 に着実に増えつつ あ り、 また地域ネ ットワーク ・サー ビス と現 在5 ,000

以上 も有 る と言われてい るBBSの 数 も急速 に増え続 けている状況の下で、1990

年 までには数百万に増 え ると予想 されている。 輪、

一方
、 日本 のパ ソコン通信は まだ創世紀 で しかな いが、それ に もかかわ らず、 二

個入 で、 あるいは コンビ=一 タ ・クラブな どで開局 しているBBSがfifi.1に'

載せた もの以外に もかな りあ ると言われてお り、パ ソコン通信を行 うと宣言 した

企業 も毎週の ように新 聞に発表 され ている。

ユ ーザ数 も正確 にはわか らないが、 日を追 うごとに増 えてい ることは確 かであ

り、2万 人前後 の利用者が ある と推定 されてい る。 この よ うに、米 国、及 び 日本

でパ ソコン通信のユ ーザ数が確実に増加 して ことを見 るにつけ て、新 しい時代の

到来を予感 させ ると共 に、パ ソコン通信 を活用 した新 しい コミュニテ ィ、すなわ ピ

ち過去の コ ミュニテ ィの ように、必ず しも地域性をその基本 的属性 とはせず、共

通 の価値観や 目的 のも と、情報通信 ネ ッ トワークに よって機能的 に結ばれた見え 一'1、

ざ る情報空間を もったデ ータ … ニテ・が数多 く出現するもの と思われ る.1

二
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